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序文
Multidomain MDM をサポートされるデータベースおよび選択したアプリケーションサーバー環境にインスト
ールおよび設定するには、Informatica(R) Multidomain MDM のインストールガイドの指示に従ってください。
インストールタスクに加えて、このガイドにはインストール前のタスクおよびインストール後のタスクが含ま
れています。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
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製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム
（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network を介してグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network のオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスして eSupport オプションを選択します。
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第  1  章

インストールの概要
この章では、以下の項目について説明します。
• Multidomain MDM のインストール, 9 ページ
• インストールのトポロジ, 12 ページ
• インストールのタスク, 12 ページ

Multidomain MDM のインストール
Multidomain MDM は、データの信頼性とデータ管理手順を向上するマスターデータ管理ソリューションです。
Multidomain MDM は、MDM Hub とも呼ばれます。MDM Hub の機能には Hub コンソールを使用してアクセ
スできます。
MDM Hub は複数のコンポーネントで構成されています。MDM Hub は、グラフィカルモード、コンソールモー
ド、またはサイレントモードでインストールできます。
コアコンポーネント
インストールのコアコンポーネントを次の表に示します。 

コンポーネント 説明
MDM Hub マスタ
ーデータベース

MDM Hub のビジネスデータの保存および統合を行うスキーマ。ユーザーアカウント、
セキュリティ設定、オペレーショナル参照ストアレジストリ、メッセージキュー設定
など、MDM Hub 環境設定が含まれている。MDM Hub マスターデータベースから、オ
ペレーショナル参照ストアをアクセスして管理することができる。MDM Hub マスター
データベースのデフォルトの名前は CMX_SYSTEM ですが、カスタム名を使用できま
す。
複数の MDM Hub マスタデータベースを作成し、それぞれに独自のオペレーショナル
リファレンスストアを設定して、同じデータベースインスタンス内に配置できます。

オペレーショナル
参照ストア

MDM Hub のビジネスデータの保存および統合を行うスキーマ。マスターデータ、コン
テンツメタデータ、マスターデータを処理および管理するためのルールが含まれます。
オペレーショナル参照ストアのデータベースは、地理的に異なる場所、組織内の異な
る部署、開発環境およびプロダクション環境ごとに個別に設定できる。オペレーショ
ナル参照ストアのデータベースは、複数のサーバーマシンにわたって分散できる。オ
ペレーショナル参照ストアのデフォルト名は CMX_ORS。
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コンポーネント 説明
Hub サーバー アプリケーションサーバーにデプロイする J2EE アプリケーション。Hub サーバーで

は MDM Hub の内部に保存されているデータを処理し、MDM Hub を外部アプリケーシ
ョンと統合します。Hub サーバーは MDM Hub のコアサービスと共通サービスを管理
します。

Process サーバー アプリケーションサーバーにデプロイする J2EE アプリケーション。Process サーバー
は、ロード、BVT の再計算、再検証、データクレンジングの実行、一致操作などのバ
ッチジョブを処理します。Process サーバーは、データを標準化および最適化して一
致および統合するように設定したクレンジングエンジンとインタフェースで接続しま
す。

プロビジョニング
ツール

ビジネスエンティティモデルの作成や、Data Director のエンティティ 360 フレームワ
ークの設定を行うツール。ビジネスエンティティモデルを作成したら、設定を MDM 
Hub にパブリッシュできます。

Informatica 
ActiveVOS(R) MDM Hub の内部でデータ処理用に必要とされるビジネスプロセス管理（BPM）ツール

です。Informatica ActiveVOS は、データの変更承認プロセスなど、自動的なビジネス
プロセスをサポートします。また、ベストバージョンオブトゥルース（BVT）レコー
ドに追加する前に、マスタデータの変更が必ず確認と承認のプロセスを経るようにす
るには、Informatica ActiveVOS も使用できます。
ActiveVOS サーバーを Hub サーバーのインストールの一環としてインストールする場
合は、ActiveVOS サーバー、ActiveVOS コンソール、および Process Central をインス
トールします。また、定義済みの MDM のワークフロー、タスク、およびロールもイ
ンストールします。

Data Director
（IDD）

MDM Hub に格納されているデータを習得および管理するためのユーザーインタフェー
スです。IDD では、顧客、サプライヤ、従業員などのビジネスエンティティによって
データが整理されます。ビジネスエンティティは、組織にとって意味があるデータグ
ループです。

オプションコンポーネント
次の表に、インストールのオプションコンポーネントを示します。 

コンポーネント 説明
リソースキット MDM Hub をアプリケーションとワークフローに統合するサンプル、アプリケーショ

ン、およびユーティリティのセット。インストールするリソースキットコンポーネン
トは選択できます。

Dynamic Data 
Masking

MDM Hub とデータベースの間で動作して、機密情報への不正アクセスを防止するデー
タセキュリティツール。Dynamic Data Masking は、データベースに送信された要求を
インターセプトし、その要求にデータマスキングルールを適用し、データをマスクし
てから MDM Hub に返送します。
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コンポーネント 説明
Informatica Data 
Controls（IDC）

サブジェクト領域データモデルのみに基づいて、Informatica Data Director（IDD）に
適用されます。
IDC は、ビジネスユーザーが使用するサードパーティアプリケーションで MDM Hub デ
ータを公開する一連のユーザーインタフェースコントロールです。

Zero Downtime
（ZDT）モジュー

ル
MDM Hub のアップグレード時に、アプリケーションが MDM Hub のデータにアクセス
できるようにするモジュール。ZDT 環境で、データベースを複製します（ソースデー
タベースとターゲットデータベース）。MDM Hub のアップグレード時に、ZDT モジュ
ールは、ソースデータベースのデータ変更をターゲットデータベースにレプリケート
します。
ZDT モジュールを購入するには、Informatica の担当者にお問い合わせください。Zero 
Downtime 環境のインストールの詳細については、データベース向けの『Multidomain MDM Zero Downtime のインストールガイド』を参照してください。

Multidomain MDM のアーキテクチャ
次の図は、Multidomain MDM のアーキテクチャを示しています。

Multidomain MDM のインストール       11



インストールのトポロジ
MDM Hub をインストールする前に、インストールのトポロジを決定します。通常、インフラストラクチャの
計画者およびマスタデータ管理ソリューションの設計者が実装するトポロジを決定します。
MDM Hub は、開発環境、テスト環境、プロダクション環境など、複数の環境にインストールできます。各タ
イプの環境の要件および優先順位は独自のものです。したがって、各環境によってインストールのトポロジも
変わってきます。
次の表に、使用できる MDM Hub インストールのトポロジを示します。 

トポロジ 説明
スタンドアロンのアプリケーショ
ンサーバーインスタンス

すべての MDM Hub コンポーネントがスタンドアロンのアプリケーシ
ョンサーバーインスタンスにインストールされます。

複数のアプリケーションサーバー
インスタンス

MDM Hub コンポーネントが複数のアプリケーションサーバーインス
タンスにインストールされます。

アプリケーションサーバークラス
タ

MDM Hub コンポーネントがアプリケーションサーバークラスタにイ
ンストールされます。

インストールのトポロジの詳細については、Multidomain MDM のインフラストラクチャプランニングガイド
を参照してください。
注: MDM Hub 実装のすべてのコンポーネントはバージョンが同じである必要があります。複数のバージョンの
MDM Hub が存在する場合は、各バージョンを別々の環境にインストールする必要があります。

インストールのタスク
MDM Hub コンポーネントをインストールするために、インストール前のタスクを完了します。インストール
したら、インストール後のタスクを実行します。
MDM Hub をインストールするには、以下のタスクを実行します。
1. インストール前のタスクを完了します。正常に Hub サーバーおよび Process サーバーのインストーラを

実行し、Hub ストアを作成できるようにするには、インストール前のタスクを完了します。 
2. MDM Hub マスターデータベースを作成します。Hub サーバーおよびプロセスサーバーをインストールす

る前に、MDM Hub マスタデータベースを作成します。 
MDM Hub ディストリビューションに付属するセットアップスクリプトを使用し、MDM Hub マスタデー
タベースを作成します。

3. オペレーショナル参照ストアを作成します。インストール前のタスクの完了後は、いつでもオペレーショ
ナル参照ストアを作成できます。 
MDM Hub ディストリビューションに付属するセットアップスクリプトを使用し、オペレーショナル参照
ストアを作成します。

4. Hub サーバーをインストールします。MDM Hub インストーラを使用して、Hub サーバーをインストール
します。 

5. プロセスサーバーをインストールします。MDM Hub インストーラを使用して、プロセスサーバーをイン
ストールします。 

12       第 1 章: インストールの概要



6. インストール後の設定タスクの実行。データベースの接続をテストします。MDM Hub 機能を確実に使用
できるようにするには、Hub サーバーとプロセスサーバーを設定します。 

7. オプションで、リソースキットをインストールします。MDM Hub インストーラを使用して、リソースキ
ットをインストールします。 

インストールのタスク       13



第  2  章

インストール前のタスク
この章では、以下の項目について説明します。
• インストールの準備, 14 ページ
• 環境の準備, 15 ページ
• Set Up the Database Environment, 17
• アプリケーションサーバー環境の設定, 22 ページ
• アプリケーションサーバーの追加設定（オプション）, 27 ページ
• サイレントインストールのためのプロパティファイルの設定, 30 ページ

インストールの準備
MDM Hub をインストールする前に、インストールの準備をします。
次の表で、インストールの準備作業について説明します。 

タスク 説明
リリースノー
トの確認

最新の Multidomain MDM のリリースノートを読んで、インストールプロセスおよびアッ
プグレードプロセスの最新情報を確認します。
重要: アプリケーションサーバーとデータベースの一部のバージョンには、Multidomain 
MDM を実行するときの既知の制限事項があります。推奨されたすべての回避策を確実に
実行します。

製品可用性マ
トリックスの
確認

製品の要件とサポートされているプラットフォームに関する情報については、製品可用性
マトリックス（PAM）を確認します。PAM には
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-
matrices からアクセスできます。

MDM インフラ
ストラクチャ
およびアーキ
テクチャプラ
ンの把握

組織のインフラストラクチャの計画者または MDM ソリューションの設計者から MDM イ
ンフラストラクチャとアーキテクチャのプランを入手し、把握します。インフラストラク
チャ計画と MDM アーキテクチャの詳細については、Multidomain MDM のインフラストラクチャプランニングガイドを参照してください。
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タスク 説明
インストーラ
ファイルのダ
ウンロードと
抽出

インストールファイルを Informatica 電子ソフトウェアダウンロードサイトからマシン上
のディレクトリにダウンロードします。圧縮されたファイルを抽出するには、空のフォル
ダも抽出する抽出ユーティリティを使用します。
次のインストールファイルをダウンロードして抽出します。
- オペレーティングシステムに対応する MDM Hub インストーラ
- データベースファイル
- オペレーティングシステムに対応する ActiveVOS サーバーインストーラ

ライセンスキ
ーの確認

ライセンスキーを持っていることを確認します。ライセンスキーは、Informatica から送
られてきた電子メールメッセージ内にあります。製品をインストールするユーザーアカウ
ントにアクセス可能なディレクトリに、ライセンスキーファイルをコピーします。
ライセンスキーがない場合は、Informatica グローバルカスタマサポートにお問い合わせ
ください。

インストール
の記録を保存
するディレク
トリの作成

検証結果、環境レポート、データベースデバッグログ、ログファイルなどの、インストー
ルファイルのコピーを保存するディレクトリを作成します。
例えば、ディレクトリ install_doc を作成します。インストールのトラブルシューティン
グを行う場合は、インストールの記録を保存するディレクトリのアーカイブファイルを作
成し、それを Informatica グローバルカスタマサポートに送信して、分析を求めることが
できます。

環境の準備
MDM Hub をインストールする前に、インストール環境を準備します。
次の表で、インストール用の環境を準備するために実行するタスクについて説明します。

タスク 説明
最小システム要件の確
認

マシンが、MDM Hub インストールのハードウェア要件とソフトウェア要件を満
たしていることを確認します。ハードウェア要件は、データ、処理容量、および
ビジネスルールによって異なります。
MDM Hub をインストールするには、マシンが次の最小システム要件を満たして
いる必要があります。
- ディスク容量。4.9GB
- 開発環境の RAM。4GB
MDM Hub コンポーネントのランタイム物理メモリ要件を確認するには、次の計
算式を使用してください。
Total run-time memory requirement for MDM Hub components = JDK JVM max heap size of the application server + operating system native heap size

Java Development Kit
（JDK）のインストール

MDM Hub をインストールするマシンに、サポートされているバージョンの JDK
をインストールします。JDK は、MDM Hub インストーラにバンドルされていま
せん。
注: アプリケーションサーバーマシンと Hub コンソールを起動するマシンで、同
じ Java バージョンを使用します。

環境の準備       15



タスク 説明
Visual Studio 2015 の
Visual C++再配付可能
パッケージのインスト
ール（Windows の場合
のみ）

Windows システムでは、Multidomain MDM は名前検索機能と照合機能をサポー
トするために Visual Studio 2015 の Visual C++再配付可能パッケージが必要です。

環境変数の設定 MDM Hub をインストールするための環境変数を設定します。
適切な JDK を使用するには、次の環境変数を、JDK ディレクトリを参照するよう
に設定します。
- JAVA_HOME。必須
- PATH。必須
Oracle 用の正しいロケール動作を設定するには、Oracle ローダー、MDM Hub コ
ンポーネントなどのクライアントアプリケーション環境に、NLS_LANG 環境変数
を設定します。
NLS_LANG パラメータは以下の形式で指定します。
NLS_LANG = <language>_<territory>.<character set>
注: 中国語、日本語、韓国語、またはアクセント記号付き文字を含んだレコード
を保存および検索する場合は、文字セットを UTF-8 に設定します。
NLS_LANG の設定の詳細については、Oracle のマニュアルを参照してください。

オペレーティングシス
テムのロケールの設定

Hub サーバー、MDM Hub マスタデータベース、オペレーショナル参照ストア、
Hub コンソールに、同じオペレーティングシステムのロケールを設定します。

UNIX での X Window 
System の設定

インストーラを UNIX 上でグラフィカルモードで実行する場合は、X Window 
System を設定します。X Window System は、グラフィック表示サーバーです。X 
Window System の設定の詳細については、オペレーティングシステムのマニュ
アルを参照してください。

アプリケーションサー
バーのルートようこそ
ページへのアクセス権
の無効化

セキュリティを向上するには、アプリケーションサーバーのルートようこそペー
ジへのアクセス権を無効にします。手順については、アプリケーションサーバー
のマニュアルを参照してください。

セキュアでない TLS 暗
号スイートの無効化

セキュリティを向上するには、Multidomain MDM と一緒に使用する Java 
Runtime Environment で、セキュアでない TLS 暗号スイートを無効にします。
1. ../jdk<version>/jre/lib//security/java.security ファイルを開きます。
2. jdk.tls.disabledAlgorithms プロパティを見つけ、セキュアでない暗号スイート

の次のリストを含めるように値を更新します。
jdk.tls.disabledAlgorithms = SSLv3, RC4, MD5withRSA, DH keySize < 1024, EC 
keySize < 224, DES40_CBC, RC4_40, 3DES_EDE_CBC, EDH-RSA-DES-CBC3-SHA, ECDHE-
RSA-DES-CBC3-SHA, DES-CBC3-SHA

プロパティの詳細については、JDK のマニュアルを参照してください。

製品要件およびサポート対象プラットフォームの詳細については、次の Informatica Network で Product 
Availability Matrix を参照してください。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices
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Set Up the Database Environment
Before you create an MDM Hub マスターデータベース and オペレーショナル参照ストア, set up the 
database environment.
To set up the database environment, perform the following tasks:
1. Install and configure Oracle.
2. Set up a database instance.
3. Set up database privileges and connections.
4. Create the ActiveVOS® schema.

手順 1。Oracle のインストールと設定
Oracle のマニュアルに記載されている手順に従って、Oracle データベースをインストールして設定できます。
次の表に、Oracle インスタンスを配置する各マシンで実行する必要がある Oracle のインストールおよび設定
タスクを示します。 :

タスク 説明
Oracle のインス
トール

サポートされているバージョンの Oracle データベースのインストール
注: Oracle マルチテナント機能を使用する場合は、MDM Hub インストール用にプラガ
ブルデータベース（PDB）を設定します。

クライアントと
ユーティリティ
のインストール

MDM Hub との通信や MDM Hub プロセスの実行をする Oracle クライアントおよびユー
ティリティソフトウェアをインストールします。
Hub サーバーまたはプロセスサーバーを実行する各マシンに、次のソフトウェアをイン
ストールします。
- Oracle クライアント
- SQL*Loader

リサイクルビン
の無効化

リサイクルビン（USER_RECYCLEBIN と DBA_RECYCLEBIN）を無効にします。リサイク
ルビンによって MDM Hub のプロセスが妨害されることがあります。
リサイクルビンをシステムレベルまたはセッションレベルで無効にします。また、リサ
イクルビン内の既存のオブジェクトを消去します。

初期化パラメー
タの設定

Oracle 初期化パラメータを init.ora ファイルに設定します。
Oracle 初期化パラメータの詳細については、『MDM Multidomain Edition パフォーマンスのチューニングの概要』を参照してください。

Oracle のインストールと設定の詳細については、Oracle のマニュアルを参照してください。
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手順 2。データベースとテーブルスペースの作成
Oracle データベースのインストールと設定の後、データベースとテーブルスペースを作成して設定します。
次の表に、データベースを設定するために実行する必要があるタスクを示します。

タスク 説明
データベー
スの作成

データベースインスタンスごとにデータベースを作成します。

テーブルス
ペースの作
成

MDM Hub データ用のテーブルスペースを作成します。MDM Hub にロードするデータ量に
基づいて、デフォルトのテーブルスペースサイズおよびデータファイル数を調整します。
次のテーブルスペースを作成します。
- CMX_DATA。MDM Hub のメタデータおよびユーザーデータが含まれます。
- CMX_INDX。MDM Hub で作成および使用されるインデックスが含まれます。
- CMX_TEMP。MDM Hub 用の一時テーブルが含まれます。
- BPM_DATA。ビジネスプロセス管理用の ActiveVOS データが含まれます。
注: 複数の MDM Hub マスタデータベースを作成する場合は、MDM Hub マスタデータベー
スごとに一意のテーブルスペースを作成します。

オンプレミスのテーブルスペースの作成
オンプレミスの Oracle を使用する場合、ローカル管理または手動設定を行う永続テーブルスペースとしてテー
ブルスペースを作成します。
注: 大量のデータロードのデータベース管理を簡素化するには、ビッグファイルのテーブルスペースを作成しま
す。ただし、必要に応じてスモールファイルのテーブルスペースを作成できます。
1. SYSTEM などのデータベース管理者ユーザーとして Oracle にログインします。 
2. テーブルスペースを作成します。 

次の表に、テーブルスペースを作成するサンプルの SQL 文を示します。

テーブルスペー
ス名

サンプルの SQL 文

CMX_DATA 注: リポジトリマネージャの検証エラーを防止するために、デフォルトのテーブル
スペース名を変更しないでください。
CREATE BIGFILE TABLESPACE CMX_DATA NOLOGGING DATAFILE '<Oracle install directory>/CMX_DATA1.dbf' SIZE 2048M REUSE EXTENT MANAGEMENT LOCAL;

CMX_INDX CREATE BIGFILE TABLESPACE CMX_INDX NOLOGGING DATAFILE '<Oracle install directory>/CMX_INDX1.dbf' SIZE 2048M REUSE EXTENT MANAGEMENT LOCAL;
CMX_TEMP CREATE BIGFILE TABLESPACE CMX_TEMP NOLOGGING DATAFILE '<Oracle install directory>/CMX_TEMP1.dbf' SIZE 2048M REUSE EXTENT MANAGEMENT LOCAL;
BPM_DATA CREATE BIGFILE TABLESPACE BPM_DATA NOLOGGING DATAFILE '<Oracle install directory>/BPM_DATA1.dbf' SIZE 2048M REUSE EXTENT MANAGEMENT LOCAL; 
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Amazon Relational Database Service でのテーブルスペースの作成
Amazon Relational Database Service（RDS）for Oracle を使用する場合、Amazon RDS でテーブルスペース
を永続テーブルスペースとして作成します。
注: 大量のデータロードのデータベース管理を簡素化するには、ビッグファイルのテーブルスペースを作成しま
す。ただし、必要に応じてスモールファイルのテーブルスペースを作成できます。
1. データベース管理者ユーザーとして Amazon RDS for Oracle にログインします。 
2. テーブルスペースを作成します。 

次の表に、テーブルスペースを作成するサンプルの SQL 文を示します。

デフォルトのテーブル
スペース名

サンプルの SQL 文

CMX_DATA CREATE BIGFILE TABLESPACE CMX_DATA DATAFILE SIZE 2048M AUTOEXTEND ON NEXT 2048M;
リポジトリマネージャの検証エラーを防止するために、デフォルトのテーブ
ルスペース名を変更しないでください。

CMX_INDX CREATE BIGFILE TABLESPACE CMX_INDX DATAFILE SIZE 2048M AUTOEXTEND ON NEXT 2048M;
CMX_TEMP CREATE BIGFILE TABLESPACE CMX_TEMP DATAFILE SIZE 2048M AUTOEXTEND ON NEXT 2048M;

カスタムテーブルスペース名用のデータベース環境の設定
使用するテーブルスペース名が、CMX_INDX または CMX_TEMP のデフォルトテーブルスペース名と異なる場合は、
初期化パラメータの DEFERRED_SEGMENT_CREATION を無効にします。このパラメータを無効にするのは、リポジト
リマネージャの検証エラーを防止するためです。
u DEFERRED_SEGMENT_CREATION を無効にするには、次の SQL 文を実行して、データベースを再起動します。 

ALTER SYSTEM SET DEFERRED_SEGMENT_CREATION=FALSE SCOPE=BOTH;
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手順 3. データベース特権と接続の設定
データベースの特権と接続を設定します。
次の表で、データベースの特権と接続を設定するために実行する必要のあるタスクについて説明します。

タスク 説明
データベース
管理者ユーザ
ーへの特権の
付与

データベース管理者ユーザーを使用して MDM Hub マスタデータベースとオペレーショナ
ル参照ストアを作成する場合は、データベース管理者ユーザーに特権を付与します。ユ
ーザーは、分散トランザクションと DBMS_LOCK のオプションを付与する特権を持っている
必要があります。
データベース管理者ユーザーに特権を付与するには、オプションを付与する特権を持つ
ユーザーとしてデータベースに接続し、次の SQL 文を実行します。
GRANT SELECT ON sys.pending_trans$ TO <DBA user> with grant option;GRANT SELECT ON sys.dba_pending_transactions TO <DBA user> with grant option;GRANT SELECT ON sys.dba_2pc_pending TO <DBA user> with grant option;GRANT EXECUTE ON sys.dbms_xa TO <DBA user> with grant option;GRANT EXECUTE ON sys.dbms_lock TO <DBA user> with grant option;

Oracle TNS 名
の追加

Oracle データベースに接続するには、TNS 名前エントリを Hub サーバーおよび Process
サーバーマシン上の tnsnames.ora ファイルに追加します。
TNS 名前エントリを追加するには、次の構文を使用します。
<TNS NAME> = (DESCRIPTION =   (ADDRESS_LIST =     (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(Host = <Oracle server host name>)(Port = <Oracle server port>))   ) (CONNECT_DATA =   (SERVICE_NAME = <Oracle SID>) ))
注: Hub サーバーおよび Process サーバーマシン上の TNS 名は同じでなければなりませ
ん。

データベース
接続のテスト

Hub サーバーまたは Process サーバーを実行する各マシンから、データベースへの接続
をテストします。
SQL*Plus で、次の SQL 文の構文を使用します。
sqlplus <user name>/<password>@<TNS Name>

手順 4.ActiveVOS スキーマの作成
ActiveVOS をインストールするには、ActiveVOS スキーマを作成する必要があります。スキーマを作成するに
は、create_bpm スクリプトを実行します。
複数の MDM Hub マスタデータベースを作成する場合は、MDM Hub マスタデータベースごとに ActiveVOS ス
キーマを作成します。
注: Oracle マルチテナント機能を使用する場合は、プラガブルデータベース（PDB）に ActiveVOS スキーマを
作成します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
2. 次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: ./sip_ant.sh create_bpm
Windows の場合: sip_ant.bat create_bpm
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3. 表示されるプロンプトに回答します。 
プロンプトでは、デフォルトのテキストが括弧内に表示されます。デフォルト値を使用して次のプロンプ
トに進むには、Enter キーを押します。

プロパティ 説明
Database Type データベースのタイプ。Oracle データベースの場合、Oracle を指定しま

す。データベースタイプは、MDM Hub マスターデータベースとオペレー
ショナル参照ストア用に選択したデータベースタイプと同じである必要
があります。

Oracle Connection Type 接続タイプ。以下の値を使用する。
- SERVICE。Oracle に接続するサービス名を使用する。
- SID。Oracle に接続する Oracle システム ID を使用する。

ActiveVOS Database Host 
Name

データベースをホストするマシンの名前。

ActiveVOS Database Port データベースリスナが使用するポート番号。
データベースサービス名 Oracle サービスの名前。このプロパティは、選択した Oracle 接続タイプ

が SERVICE の場合に必要になります。
Oracle Net Connect 
Identifier (TNS Name)

Oracle TNS 名。

Database SID Oracle システム ID の名前。このプロパティは、選択した Oracle 接続タ
イプが SID の場合に必要になります。

DBA User Name データベース管理者ユーザーのユーザー名。
DBA Password 管理者ユーザーのパスワード。
ActiveVOS User Name ActiveVOS サーバーの管理者ユーザーの名前。
ActiveVOS User Password 管理者ユーザーのパスワード。
ActiveVOS User 
Tablespace

MDM ワークフローに関連するレコードを格納するテーブルスペースの名
前。

ActiveVOS User Temp 
Tablespace

一時テーブルスペースの名前。

4. スキーマを作成したら、次のディレクトリにある sip_ant.log ファイルを確認します。 
<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
sip_ant.log ファイルには、ActiveVOS データベースのスキーマを作成するために sip_ant スクリプトを実
行するときに発生するすべてのエラーが記録されます。
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アプリケーションサーバー環境の設定
MDM Hub は、WebLogic クラスタ環境またはスタンドアロンの WebLogic インスタンスにインストールでき
ます。WebLogic のマニュアルに記載されている説明に従って、WebLogic をインストールし、設定します。
重要: Multidomain MDM と、バージョン 12.2.1.3 を含む Oracle WebLogic の一部のバージョンの連携には、
既知の制限事項がいくつかあります。開始する前に、『Multidomain MDM のリリースノート』のインストール
とアップグレードに関する章を参照してください。
Hub サーバーと Process サーバーを WebLogic アプリケーションサーバーにインストールする前に、
WebLogic のドメインを作成します。WebLogic の管理コンソールを使用して、Hub サーバーおよび Process
サーバーのアプリケーションのためのドメインを作成します。詳細については、WebLogic のマニュアルを参
照してください。
注: データベースサーバーと同じタイムゾーンのアプリケーションサーバーをインストールします。

Java 仮想マシンの設定
Java 仮想マシン（JVM）を設定するには、JAVA_OPTIONS 環境変数を使用して、Java のオプションを設定し
ます。
Java のオプションは、次のファイルで設定できます。
UNIX の場合: <WebLogic domain: WebLogic ドメイン>/bin/setDomainEnv.sh
Windows の場合: <WebLogic domain: WebLogic ドメイン>\bin\setDomainEnv.cmd
次の表で、Java のオプションを説明します。 

Java のオプション 説明
-server 起動速度は遅くなりますが、後続の操作は高速になりま

す。
-Djgroups.bind_addr JGroup がメッセージの送受信を行う必要があるインター

フェース。
マルチノード環境またはクラスタ環境で必要です。各ノー
ドが専用のネットワークインターフェースにバインドされ
ていることを確認します。

-Djava.net.preferIPv4Stack Java で Internet Protocol バージョン 4（IPv4）を使用する
かどうかを指定します。オペレーティングシステムで
Internet Protocol バージョン 6（IPv6）を使用する場合は、
true に設定します。

-Djava.security.egd Linux 環境での Informatica Data Director の起動時間を短
縮します。
値を次のように設定します。
Djava.security.egd=file:/dev/./urandom

-Doracle.jdbc.J2EE13Compliant oracle.jdbc.J2EE13Compliant システム変数を設定します。
true に設定します。
このパラメータを true に設定しない場合、Java データベ
ース接続（JDBC）の問題が発生する可能性があります。
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Java のオプション 説明
-Djavax.wsdl.factory.WSDLFactory WebLogic 12.2.1 以降の環境でデフォルトの名前空間プレ

フィックスを持つサービス WSDL を呼び出すために必要で
す。com.ibm.wsdl.factory.WSDLFactoryImpl に設定します。

-DANTLR_USE_DIRECT_CLASS_LOADING MDM Hub がデプロイされている WebLogic 12.2.1 以降の環
境を起動するために必要です。true に設定します。

-Dmdm.node.groupid MDM Hub 実装で Java 仮想マシンのグループ ID を指定し
ます。Hub サーバーとプロセスサーバーを論理的にグルー
プ化する場合にのみ必要です。

-De360.connection.channel アプリケーションサーバーがエンティティ 360 フレームワ
ークに基づいて Hub サーバーと Data Director 画面間の通
信に使用する必要のある通信プロトコル。有効な値は
HTTP および HTTPS です。デフォルトは HTTP です。
次のサポートしている Java オプションを設定しているこ
とを確認します。
- -De360.mdm.host
- -De360.mdm.port

-DUseESLegacyFqSearch フィールド検索で、ビジネスエンティティタイプの子ノー
ド内から完全一致を返すかどうかを指定します。複数のフ
ィールドでフィールド検索を実行する場合にのみ適用でき
ます。複数のクエリフィールドが子レベルにある場合、検
索時に同じ子ノードの検索値を含むレコードが返されるよ
うにするかどうかを指定します。true に設定すると、異な
る子ノードの子レベルのクエリフィールドに一致する可能
性のあるレコードが返されます。デフォルトは false です。

-Dweblogic.security.SSL.trustedCAKeyStore
-Dweblogic.security.SSL.enable.renegotiation
-Dweblogic.security.SSL.verbose

HTTPS が WebLogic に対して有効な場合に必要です。
-Dweblogic.security.SSL.trustedCAKeyStore Java オプション
は、信頼されている証明書を含むキーストアへのパスを指
定します。キーストアへの絶対パスを設定します。
-Dweblogic.security.SSL.enable.renegotiation Java オプショ
ンは SSL の再ネゴシエーションを有効にします。true に設
定します。
-Dweblogic.security.SSL.verbose Java オプションは追加の
SSL デバッグを有効にします。true に設定します。
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Java のオプション 説明
-De360.mdm.host アプリケーションサーバーホスト。

環境で HTTPS 通信プロトコルを使用していて、セキュリ
ティ証明書が完全修飾ドメイン名（FQDN）に発行されて
いる場合、FQDN に設定します。
Java のオプションは、次のいずれかのシナリオで設定しま
す。
- MDM Hub アプリケーションを管理対象サーバーにのみ

デプロイするには、各管理対象サーバーのスクリプトに
Java のオプションを追加します。管理対象サーバーの IP
アドレスまたはシンボリック名に設定します。

- MDM Hub アプリケーションを 7001 以外の WebLogic ポ
ートにデプロイするには、アプリケーションサーバーの
起動スクリプトに Java のオプションを追加します。
WebLogic ホストの IP アドレスまたはシンボリック名に
設定します。

このパラメータを設定しない場合、エンティティ 360 フレ
ームワークに基づく Data Director の画面が期待どおりに
動作しない可能性があります。

-De360.mdm.port アプリケーションサーバーのポート。
Java のオプションは、次のいずれかのシナリオで設定しま
す。
- MDM Hub アプリケーションを管理対象サーバーにのみ

デプロイするには、各管理対象サーバーのスクリプトに
Java のオプションを追加します。管理対象サーバーのポ
ート番号に設定します。

- MDM Hub アプリケーションを 7001 以外の WebLogic ポ
ートにデプロイするには、アプリケーションサーバーの
起動スクリプトに Java のオプションを追加して、その
ポート番号に設定します。

このパラメータを設定しない場合、エンティティ 360 フレ
ームワークに基づく Data Director の画面が期待どおりに
動作しない可能性があります。

-Didd.mdm.host
-Didd.mdm.port
-Didd.protocol

サブジェクト領域を使用する Data Director に必要です。
サブジェクト領域を使用する Data Director をデプロイす
るには、次の Java のオプションを設定します。
- -Didd.mdm.host。アプリケーションサーバーホストのホス

ト名または IP アドレスに設定します。
- -Didd.mdm.port。サーバーの初期化中にサブジェクト領域

アプリケーションとともに Data Director によって内部的
に使用される必須プロパティ。アプリケーション用の
JVM で使用する HTTP または HTTPS リスナポートを指
定します。デフォルトは 8080 です。

- -Didd.protocol。サーバーの初期化中にサブジェクト領域
のアプリケーションをデプロイするために使用される必
須プロパティ。使用する通信プロトロコルが HTTP か
HTTPS かを指定します。デフォルトは HTTP です。

-Dfile.encoding
-Dweblogic.http.URIDecodeEncoding

Data Director を使用する場合、および REST API を使用し
てレコードを検索する場合に必要です。
UTF-8 文字を含むレコードを確実に検索および保存できる
ようにするには、両方の Java のオプションを UTF-8 に設定
します。
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Java のオプション 説明
-DFrameworksLogConfigurationPath log4j.xml ファイルのコンフィギュレーションパスを設定し

ます。
-Dtask.pageSize=<タスクの最大数> 各要求に対して取得される ActiveVOS タスクの最大数を指

定します。デフォルトは 5000 です。環境に多数のタスクが
ある場合は、この数値を増やします。

-Dstricttransportsecurity.flag HTTP 要求を使用して Data Director にアクセスするすべて
の試行を、代わりに HTTPS 要求に変換する必要があるか
どうかを指定します。true に設定します。

WLS_MEM_ARGS_64BIT メモリ変数。この変数を適切な値に設定します。
-Xms 初期ヒープサイズ 2048m に設定します。
-Xmx 最大 JVM ヒープサイズ。6 GB 以上に設定します。

例えば、-Xmx を 6144m に設定するには、次の
JAVA_OPTIONS 環境変数設定を使用します。
set "JAVA_OPTIONS=-server ...-Xmx6144m"

XX:+UseCodeCacheFlushing コードキャッシュがいっぱいになったときに、JVM がコン
パイルされたコードを破棄するかどうかを指定します。

-XX:ReservedCodeCacheSize JIT コードのキャッシュサイズ。MDM Hub 環境のパフォー
マンスを高めるには、512m に設定します。

Java 仮想マシンの論理的なグループ化の例
Java 仮想マシン（JVM）をグループ化することにより、Hub サーバーとプロセスサーバーの論理グループを
取得できます。Hub サーバーアプリケーションとプロセスサーバーアプリケーションを論理 JVM グループに
デプロイすると、Hub サーバーアプリケーションとプロセスサーバーアプリケーション間のすべての通信がグ
ループ内にとどまります。JVM をグループ化するには、MDM Hub 環境の各 JVM にグループ ID を割り当てま
す。
注: プロセスサーバーのグループ化は、クレンジングと一致プロセスのみに適用されます。論理グループは
MDM Hub の内部サーバーキャッシュには適用されません。
次の表は、論理 JVM グループの例を示しています。

JVM グループ JVM Hub サーバー プロセスサーバー
Group1 JVM1 ○ はい
Group1 JVM4 - ○
Group2 JVM2 ○ はい
Group3 JVM3 - ○

JVM1 では、起動スクリプトに次の Java オプションを追加します。
-Dmdm.node.groupid=Group1
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JVM2 では、起動スクリプトに次の Java オプションを追加します。
-Dmdm.node.groupid=Group2
JVM3 では、起動スクリプトに次の Java オプションを追加します。
-Dmdm.node.groupid=Group3
JVM4 では、起動スクリプトに次の Java オプションを追加します。
-Dmdm.node.groupid=Group1
JVM を設定し、Hub サーバーとプロセスサーバーをデプロイすると、グループには次の特性があります。
• Group1 には 2 つのプロセスサーバーがあり、Group2 には 1 つのプロセスサーバーがあり、Group3 には

1 つのプロセスサーバーがあります。
• すべてのクレンジングとバッチ呼び出しは、検索を除き、自分のグループにとどまります。例えば、

Group1 の Hub サーバーでのリアルタイム呼び出しは、Group1 プロセスサーバー（JVM1 および JVM4）
にのみ影響します。

Transport Layer Security（TLS）を設定する
重要: 安全な通信を確保するには、Multidomain MDM をデプロイするアプリケーション上で、TLS 1.0 を無効
にし、TLS 1.2 を有効にします。
TLS の設定方法の詳細については、アプリケーションサーバーのマニュアルを参照してください。

セキュアな HTTP 応答ヘッダー
アプリケーションサーバー環境を保護するには、セキュアな HTTP 応答ヘッダーを使用します。X-Powered-
By や Server などのヘッダーを変更または削除します。
HTTP 応答ヘッダーを変更または削除する方法については、お使いのアプリケーションサーバーのドキュメン
トを参照してください。

ActiveVOS コンソール管理ユーザーの作成
ActiveVOS を使用する場合、abAdmin ロールを使用して ActiveVOS コンソールの管理者ユーザーを作成します。
管理者ユーザーを作成しない場合は、Hub サーバーのデプロイメントに失敗します。Hub サーバーインストー
ラから ActiveVOS コンソールの管理者ユーザーの資格情報を入力するように要求されたら、ActiveVOS コンソ
ールの管理者ユーザー名およびパスワードを使用します。
1. WebLogic コンソールにログインします。 
2. abAdmin ロールを作成します。 
3. ActiveVOS コンソール管理ユーザーを作成します。 
4. 管理者ユーザーを abAdmin ロールに割り当てます。 
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アプリケーションサーバーの追加設定（オプション）
MDM Hub 環境の要件に基づいて、WebLogic の追加設定を行います。
次の表に、実行可能な設定を示します。

設定 説明
スタンドアロンプロセスサー
バーインスタンス用の
WebLogic の設定

次のシナリオでは、スタンドアロンプロセスサーバーインスタンス用に
WebLogic を設定する必要があります。
- Hub サーバーがインストールされていない WebLogic インスタンスに

Process サーバーインスタンスをインストールする必要がある。
- 複数のスタンドアロン Process サーバーインスタンスをインストールす

る。
複数の MDM Hub マスタデー
タベース用の WebLogic の設
定

複数の MDM Hub マスタデータベースインスタンスを設定する場合に必要
です。

HTTPS プロトコルの設定 MDM Hub 通信用に HTTPS プロトコルを設定する場合に必要です。

スタンドアロンプロセスサーバーインスタンス用の WebLogic の設定
複数のスタンドアロン Process サーバーインスタンスをインストールする場合、適切なデータソースを使用す
るように WebLogic を設定します。また、Hub サーバーをインストールしていない WebLogic インスタンスに
Process サーバーインスタンスをインストールする場合、データソースを設定します。
以下のタスクを実行して、適切なデータソースを使用するように WebLogic を設定します。
1. JDBC ドライバをインストールします。
2. MDM Hub マスタデータベースのデータソースを作成します。
3. オペレーショナル参照ストアのデータソースを作成します。

手順 1.JDBC ドライバのインストール
MDM Hub マスタデータベースとオペレーショナル参照ストア（ORS）のデータソースを作成する前に、JDBC
ドライバをインストールします。
サポートされているバージョンの JDBC ドライバの取得方法については、Oracle にお問い合わせください。
1. JDBC ドライバを次のディレクトリにコピーします。 

<WebLogic installation directory: Weblogic のインストールディレクトリ>/wlsserver/server/lib
2. 次のファイルの__CLASSPATH 変数に、JDBC ドライバへのパスを追加します。 

UNIX の場合:<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>/bin/commEnv.sh
Windows の場合:<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>\bin\commEnv.cmd
注: 他の WebLogic Server ライブラリへのパスの前に、JDBC ドライバへのパスを配置します。
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手順 2.MDM Hub マスタデータベースのデータソースの作成
JDBC ドライバのインストール後、Process サーバーマシンで、MDM Hub マスタデータベースのデータソース
を作成します。
1. WebLogic 管理コンソールで、［ロックして編集］ボタンをクリックしてロックを取得します。 
2. ［サービス］ > ［JDBC］ > ［データソース］をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

［JDBC データソースのプロパティ］ページが表示されます。
3. 以下のデータソースのプロパティを指定してください。 

プロパティ 説明
名前 JDBC データソースの名前。「MDM Master Data Source」という名前を付けます。
JNDI 名 JDBC データソースが関連付けられる場所への JNDI パス。jdbc/siperian-

cmx_system-ds と指定します。
データベースタイプ 接続先にするデータベースのタイプ。［Oracle］を選択します。
データベースドライ
バ

データベースへの接続に使用する JDBC ドライバ。［Oracle ドライバ（Thin 
XA）］を選択します。

4. ［次へ］をクリックし、［次へ］をもう一度クリックします。 
［接続プロパティ］ページが表示されます。

5. 次の接続プロパティの値を入力します。 

プロパティ 説明
データベース名 接続するデータベースの名前。
ホスト名 データベースをホストするサーバーの DNS 名または IP アドレス。7001 以外の

WebLogic ポートに MDM Hub アプリケーションをデプロイするには、WebLogic
ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでくださ
い。

ポート データベースサーバーが接続リクエストをリスンするポート。
データベースユー
ザー名

データソース内の各接続に使用するデータベースユーザー名。

パスワード データベースユーザーアカウントのパスワード。
パスワードの確認 データベースユーザーアカウントのパスワード。

6. ［次へ］をクリックします。 
［データベース接続のテスト］ページが表示されます。

7. ［設定のテスト］をクリックして、ドライバ接続をテストします。 
テストに失敗した場合は、［接続プロパティ］ページ内の値を更新し、成功するまで接続を繰り返し試行す
る必要があります。

8. ［次へ］をクリックし、データソースをデプロイするサーバーを選択します。 
9. ［完了］をクリックし、［変更のアクティブ化］をクリックします。 
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手順 3.オペレーショナル参照ストアのデータソースの作成
Process サーバーマシンで、各オペレーショナル参照ストアのデータストアを作成します。
1. WebLogic 管理コンソールで、［ロックして編集］ボタンをクリックしてロックを取得します。 
2. ［サービス］ > ［JDBC］ > ［データソース］をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

［JDBC データソースのプロパティ］ページが表示されます。
3. 以下のデータソースのプロパティを指定してください。 

プロパティ 説明
名前 JDBC データソースの名前。「MDM ORS Data Source」という名前を付けます。
JNDI 名 JDBC データソースが関連付けられる場所への JNDI パス。「jdbc/siperian-

<oracle host name>-<oracle sid>-<Operational reference Store name>-ds」と指定
します。

データベースタイプ 接続先にするデータベースのタイプ。［Oracle］を選択します。
データベースドライ
バ

データベースへの接続に使用する JDBC ドライバ。［Oracle ドライバ（Thin 
XA）］を選択します。

4. ［次へ］をクリックし、［次へ］をもう一度クリックします。 
［接続プロパティ］ページが表示されます。

5. 次の接続プロパティの値を入力します。 

プロパティ 説明
データベース名 接続するデータベースの名前。
ホスト名 データベースをホストするサーバーの DNS 名または IP アドレス。7001 以外の

WebLogic ポートに MDM Hub アプリケーションをデプロイするには、WebLogic
ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでくださ
い。

ポート データベースサーバーが接続リクエストをリスンするポート。
データベースユー
ザー名

データソース内の各接続に使用するデータベースユーザー名。

パスワード データベースユーザーアカウントのパスワード。
パスワードの確認 データベースユーザーアカウントのパスワード。

6. ［次へ］をクリックします。 
［データベース接続のテスト］ページが表示されます。

7. ［設定のテスト］をクリックして、ドライバ接続をテストします。 
テストに失敗した場合は、［接続プロパティ］ページ内の値を更新し、成功するまで接続を繰り返し試行す
る必要があります。

8. ［次へ］をクリックし、データソースをデプロイするサーバーを選択します。 
9. ［完了］をクリックし、［変更のアクティブ化］をクリックします。 
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複数の MDM Hub マスタデータベース用の WebLogic の設定
複数の MDM Hub マスターデータベースインスタンスを設定する場合、MDM Hub マスターデータベースイン
スタンスと同数の WebLogic ドメインを設定します。各 MDM Hub マスターデータベースインスタンスには、
独自の MDM Hub インスタンスが必要です。そのため、同数の WebLogic ドメインを作成して各 MDM Hub イ
ンスタンスを個別の WebLogic ドメインでデプロイします。

HTTPS プロトコルの設定
MDM Hub の通信には HTTPS プロトコルを設定できます。WebLogic Server 管理コンソールを使用して
HTTPS プロトコルを設定します。または、デフォルトの JDK セキュリティ証明書を使用して HTTPS を有効化
できます。
注: キーストアを構成する前に、Java Keytool または OpenSSL のいずれかを使用して、WebLogic サーバー
用の自己署名証明書を生成します。
1. WebLogic Server 管理コンソールで、［環境］セクションの下にある［サーバー］をクリックします。 
2. ［サーバーのサマリ］ページで、サーバーのリストから［AdminServer(admin)］リンクをクリックしま

す。 
3. ［SSL リスニングポート有効］オプションを有効にし、SSL リスニングポート番号を入力します。 
4. ［SSL］タブをクリックし、［ホスト名の検証］から［なし］を選択します。 
5. ID およびトラストキーストアを設定するサーバーの名前を選択します。 
6. ［設定］ > ［キーストア］をクリックします。 
7. 次の設定オプションに対するパスワードを変更します。 

設定オプション 説明
デモ ID キーストアのパスフレーズ デモ ID キーストアの暗号化されたパスワード。
デモトラストキーストアのパスフレーズ デモトラストキーストアの暗号化されたパスワード。
Java 標準トラストキーストアのパスフレーズ Java 標準トラストキーストアのパスワード。

8. 変更を保存します。 

サイレントインストールのためのプロパティファイルの設定
サイレントモードでユーザー操作を省いて Hub サーバーとプロセスサーバーをインストールする場合は、イン
ストールプロパティファイルを設定します。複数回のインストールや、マシンクラスタへのインストールが必
要なときは、サイレントモードでの実行をお勧めします。サイレントインストールでは、進行状況や失敗に関
するメッセージが表示されません。
インストーラによりサイレントインストールプロパティファイルが読み込まれ、インストールオプションが決
定されます。プロパティファイルが正しく設定されていることを確認してください。サイレントインストール
プロセスは、設定に誤りがあっても正常に完了する場合があります。
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設定可能なサイレントインストールプロパティファイルを次に示します。
• Hub サーバー。Hub サーバーをサイレントモードでインストールする場合に必要です。
• プロセスサーバー。プロセスサーバーをサイレントモードでインストールする場合に必要です。
注: サイレントインストールプロパティファイルを手動で設定しない場合は、インストール時に-r コマンドラ
インオプションを使用するとサイレントインストールプロパティファイルを生成できます。

Hub サーバーのプロパティファイルの設定
Hub サーバーをサイレントモードでインストールする場合、Hub サーバーのプロパティファイルを設定しま
す。プロパティファイルにインストールのオプションを指定して、このファイルを新しい名前で保存します。
1. silentInstallServer_sample.properties ファイルを/silent_install/mrmserver ディレクトリで見つけます。 
2. silentInstallServer_sample.properties ファイルのバックアップコピーを作成します。 
3. このファイルをテキストエディタで開き、インストールパラメータの値を設定します。 
4. プロパティファイルを silentInstallServer.properties などの新しい名前で保存します。 

プロセスサーバーのプロパティファイルの設定
プロセスサーバーをサイレントモードでインストールする場合、Hub サーバーのプロパティファイルを設定し
ます。プロパティファイルにインストールのオプションを指定して、このファイルを新しい名前で保存します。
1. silentInstallCleanse_sample.properties ファイルを/silent_install/mrmcleanse ディレクトリで見つけます。 
2. silentInstallCleanse_sample.properties ファイルのバックアップコピーを作成します。 
3. このファイルをテキストエディタで開き、インストールパラメータの値を設定します。 
4. プロパティファイルに silentInstallCleanse.properties などの名前を付けて保存します。 
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第  3  章

Hub ストアのインストール
この章では、以下の項目について説明します。
• MDM Hub マスターデータベースの作成, 32 ページ
• オペレーショナル参照ストアの作成, 34 ページ
• MDM Hub マスターデータベースへのメタデータのインポート, 36 ページ
• オペレーショナル参照ストアへのメタデータのインポート, 37 ページ

MDM Hub マスターデータベースの作成
Oracle をインストールした後に、MDM Hub マスターデータベースを作成します。複数の MDM Hub マスタデ
ータベースを作成する場合は、各 MDM Hub マスタデータベースを異なるスキーマに作成していることを確認
してください。MDM Hub マスタデータベースのデフォルト名は CMX_SYSTEM ですが、カスタム名を使用できま
す。
注: 配布ディレクトリ内のフォルダ名を変更すると、メタデータのインポートが失敗します。
Oracle マルチテナント機能を使用する場合は、プラガブルデータベース（PDB）に MDM Hub マスタデータベ
ースを作成します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
2. MDM Hub マスタデータベースを作成するには、次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: ./sip_ant.sh create_system
Windows の場合: sip_ant.bat create_system

3. 以下の表に説明する内容に従ってプロンプトに回答します。 
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注: プロンプトでは、デフォルトのテキストが括弧内に表示されます。デフォルト値を使用して次のプロ
ンプトに進むには、Enter キーを押します。

プロンプト 説明
データベースタイプを入力（ORACLE、
MSSQL、DB2）

データベースタイプ。ORACLE を指定。

Oracle 接続タイプ（SERVICE、SID）を入力。
［SERVICE］

接続タイプ。以下の値を使用する。
- SERVICE。Oracle に接続するサービス名を使用する。
- SID。Oracle に接続する Oracle システム ID を使用す

る。
デフォルトは SERVICE。

マスタユーザー名を入力［cmx_system］ MDM Hub マスタデータベースにアクセスするためのユ
ーザー名。デフォルトは cmx_system です。

データベースホスト名を入力 [localhost] データベースを実行するホストの名前。デフォルトは
localhost。
重要: クラスタ環境では、キャッシュの問題を回避する
ために、絶対ホスト名または IP アドレスを指定しま
す。

データベースポート番号を入力します
（[1521] ）

データベースリスナが使用するポート番号。デフォル
トは 1521。

データベースサービス名を入力［orcl］ Oracle サービスの名前。このプロンプトは、選択した
Oracle 接続タイプが SERVICE の場合に表示される。デ
フォルトは orcl。

データベース SID を入力。［orcl］ Oracle システム ID の名前。このプロンプトは、選択し
た Oracle 接続タイプが SID の場合に表示される。

Oracle Net の接続 ID（TNS 名）を入力。
［orcl］

Oracle データベースに接続するために使用される TNS
名。デフォルトは orcl。

マスターデータベースの接続 URL: 
"jdbc:oracle:thin:@//
<host_name>:<port>/<service_name>"。

Oracle 接続タイプ SERVICE の接続 URL。

マスタデータベースのユーザーパスワード
を入力

MDM Hub マスタデータベースにアクセスするためのパ
スワード。

リストからロケール名を入力します（de、
en_US、fr、ja、ko、zh_CN）[en_US]

オペレーティングシステムのロケール。デフォルトは
en_US。

DBA ユーザー名を入力［SYS］ 管理者ユーザーの名前。デフォルトは SYS。
DBA のパスワードを入力 管理者ユーザーのパスワード。
MDM インデックステーブルスペースの名前
を入力［CMX_INDX］

MDM Hub マスターデータベース用のインデックスコン
ポーネントが含まれているテーブルスペースの名前。
デフォルトは CMX_INDX。
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プロンプト 説明
MDM 一時テーブルスペース名の入力

（Oracle 一時テーブルスペースではない）
［CMX_TEMP］

MDM Hub マスターデータベース用の一時コンポーネン
トが含まれているテーブルスペースの名前。デフォル
トは CMX_TEMP。

Oracle 一時テーブルスペース名を入力
［TEMP］

Oracle 一時テーブルスペースの名前。デフォルトは
TEMP。

4. MDM Hub マスタデータベースが正常に作成されていることを確認するには、次のディレクトリの
sip_ant.log を確認します。 
<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
sip_ant.log ファイルには、MDM Hub マスターデータベースを作成するために sip_ant スクリプトを実行
するときに発生するすべてのエラーが記録されます。

オペレーショナル参照ストアの作成
インストール前のタスクを完了したら、オペレーショナル参照ストア（ORS）を作成します。ORS のデフォル
ト名は CMX_ORS です。
注: 配布ディレクトリ内のフォルダ名を変更すると、メタデータのインポートが失敗します。
Oracle マルチテナント機能を使用する場合は、プラガブルデータベース（PDB）に ORS を作成します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
2. ORS を作成するには、次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: ./sip_ant.sh create_ors
Windows の場合: sip_ant.bat create_ors

3. 以下の表に説明する内容に従ってプロンプトに回答します。 
注: プロンプトでは、デフォルトのテキストが括弧内に表示されます。デフォルト値を使用して次のプロ
ンプトに進むには、Enter キーを押します。

プロンプト 説明
データベースタイプを入力（ORACLE、MSSQL、
DB2）

データベースタイプ。ORACLE を指定。

Oracle 接続タイプ（SERVICE、SID）を入力。
［SERVICE］

接続タイプ。以下の値を使用する。
- SERVICE。Oracle に接続するサービス名を使用す

る。
- SID。Oracle に接続する Oracle システム ID を使

用する。
デフォルトは SERVICE。

オペレーショナル参照ストアスキーマのホスト
名を入力［localhost］

データベースを実行しているホストの名前。デフォ
ルトは localhost。
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プロンプト 説明
オペレーショナル参照ストアスキーマのポート
番号を入力［1521］

データベースリスナが使用するポート番号。デフォ
ルトは 1521。

オペレーショナル参照ストアのデータベースサ
ービス名を入力［orcl］

Oracle サービスの名前。このプロンプトは、選択
した Oracle 接続タイプが SERVICE の場合に表示さ
れる。

Oracle Net の接続 ID（TNS 名）を入力。［orcl］ Oracle TNS 名。デフォルトは orcl。
ORS DB の接続 URL: "jdbc:oracle:thin:@//
<host_name>:<port>/<service_name>"。
接続 URL を変更しますか（y/n）［n］

Oracle 接続タイプ SERVICE の接続 URL。デフォル
トの接続 URL を変更する場合は、y を入力する。デ
フォルトの接続 URL を使用する場合は、n を入力す
る。

データベース SID を入力。［orcl］ Oracle システム ID の名前。このプロンプトは、選
択した Oracle 接続タイプが SID の場合に表示され
る。

オペレーショナル参照ストアのデータベースユ
ーザー名を入力[cmx_ors]

オペレーショナル参照ストアにアクセスするための
ユーザー名。デフォルトは cmx_ors。

オペレーショナル参照ストアのデータベースの
ユーザーパスワードを入力

オペレーショナル参照ストアにアクセスするための
パスワード。

リストからロケール名を入力します（de、
en_US、fr、ja、ko、zh_CN）[en_US]

オペレーティングシステムのロケール。

DBA ユーザー名を入力 [SYS] 管理者ユーザーの名前。デフォルトは SYS。
DBA のパスワードを入力 管理者ユーザーのパスワード。
MDM インデックステーブルスペースの名前を入
力［CMX_INDX］

オペレーショナル参照ストア用のインデックスコン
ポーネントが含まれているテーブルスペースの名
前。デフォルトは CMX_INDX。

MDM 一時テーブルスペースの名前を入力
［CMX_TEMP］

オペレーショナル参照ストア用の一時コンポーネン
トが含まれているテーブルスペースの名前。デフォ
ルトは CMX_TEMP。

Oracle 一時テーブルスペース名を入力［TEMP］ Oracle 一時テーブルスペースの名前。デフォルト
は TEMP。

4. ORS が正常に作成されていることを確認するには、次のディレクトリの sip_ant.log を確認します。 
<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
sip_ant.log ファイルには、ORS を作成するために sip_ant スクリプトを実行するときに発生するすべての
エラーが記録されます。
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MDM Hub マスターデータベースへのメタデータのインポート
MDM Hub マスターデータベースを作成したら、初期メタデータを MDM Hub マスターデータベースにインポ
ートします。初期メタデータには、リポジトリテーブルや、MDM Hub が Hub ストアで必要とするその他のオ
ブジェクトがあります。
注: 配布ディレクトリ内のフォルダ名を変更すると、メタデータのインポートが失敗します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
2. 初期メタデータをインポートするには、次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: ./sip_ant.sh import_system
Windows の場合: sip_ant.bat import_system

3. 以下の表に説明する内容に従ってプロンプトに回答します。 
注: プロンプトでは、デフォルトのテキストが括弧内に表示されます。デフォルト値を使用して次のプロ
ンプトに進むには、Enter キーを押します。

プロンプト 説明
データベースタイプを入力（ORACLE、
MSSQL、DB2）

データベースタイプ。ORACLE を指定。

Oracle 接続タイプ（SERVICE、SID）を入力。
［SERVICE］

接続タイプ。以下の値を使用する。
SERVICE

Oracle に接続するサービス名を使用する。
SID

Oracle に接続する Oracle システム ID を使用する。
デフォルトは SERVICE。

マスタユーザー名を入力［cmx_system］ MDM Hub マスタデータベースにアクセスするための
ユーザー名。デフォルトは cmx_system です。

データベースホスト名を入力 [localhost] データベースを実行しているホストの名前。
データベースポート番号を入力 [1521] データベースリスナが使用するポート番号。デフォル

トは 1521。
MDM Hub マスタデータベースのサービス名を
入力［orcl］

Oracle サービスの名前。このプロンプトは、選択し
た Oracle 接続タイプが SERVICE の場合に表示され
る。デフォルトは orcl。

データベース SID を入力 Oracle システム ID の名前。このプロンプトは、選択
した Oracle 接続タイプが SID の場合に表示される。

Oracle Net の接続 ID（TNS 名）を入力。
［orcl］

Oracle データベースに接続するために使用される
TNS 名。デフォルトは orcl。
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プロンプト 説明
マスターデータベースの接続 URL: 
"jdbc:oracle:thin:@//<host_name>:<port>/
<service_name>"。

Oracle 接続タイプ SERVICE の接続 URL。

マスタデータベースのユーザーパスワードを
入力

MDM Hub マスタデータベースにアクセスするための
パスワード。

リストからロケール名を入力します（de、
en_US、fr、ja、ko、zh_CN）[en_US]

オペレーティングシステムのロケール。デフォルトは
en_US。

4. 初期メタデータをインポートした後、次のログファイルでエラーがないかどうかを確認します。 
• seed.log。データベースエラーがあります。

seed.log ファイルは次のディレクトリにあります。<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインスト
ールディレクトリ>/database/bin/oracle

• sip_ant.log。ユーザー入力エラーがあります。
sip_ant.log ファイルは次のディレクトリにあります。<distribution directory>/database/bin

オペレーショナル参照ストアへのメタデータのインポート
オペレーショナル参照ストアを作成したら、初期メタデータをオペレーショナル参照ストアにインポートしま
す。初期メタデータには、リポジトリテーブルや、MDM Hub が Hub ストアで必要とするその他のオブジェク
トがあります。
注: 配布ディレクトリ内のフォルダ名を変更すると、メタデータのインポートが失敗します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/database/bin
2. 初期メタデータをインポートするには、次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: ./sip_ant.sh import_ors
Windows の場合: sip_ant.bat import_ors

3. 以下の表に説明する内容に従ってプロンプトに回答します。 
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注: プロンプトでは、デフォルトのテキストが括弧内に表示されます。デフォルト値を使用して次のプロ
ンプトに進むには、Enter キーを押します。

プロンプト 説明
データベースタイプを入力（ORACLE、
MSSQL、DB2）

データベースタイプ。ORACLE を指定。

Oracle 接続タイプ（SERVICE、SID）を入力。
［SERVICE］

接続タイプ。以下の値を使用する。
SERVICE

Oracle に接続するサービス名を使用する。
SID

Oracle に接続する Oracle システム ID を使用す
る。

デフォルトは SERVICE。
オペレーショナル参照ストアのデータベースホ
スト名を入力［localhost］

データベースを実行しているホストの名前。

オペレーショナル参照ストアのデータベースポ
ート番号を入力（[1521] ）

データベースリスナが使用するポート番号。デフォ
ルトは 1521。

オペレーショナル参照ストアのデータベースサ
ービス名を入力

Oracle サービスの名前。このプロンプトは、選択し
た Oracle 接続タイプが SERVICE の場合に表示され
る。

Oracle Net の接続 ID（TNS 名）を入力。［orcl］ Oracle データベースに接続するために使用される
TNS 名。デフォルトは orcl。

ORS DB の接続 URL: "jdbc:oracle:thin:@//
<host_name>:<port>/<service_name>"。
接続 URL を変更しますか（y/n）［n］:

Oracle 接続タイプ SERVICE の接続 URL。デフォル
トの接続 URL を変更する場合は、y を入力する。デ
フォルトの接続 URL を使用する場合は、n を入力す
る。

データベース SID を入力 Oracle システム ID の名前。このプロンプトは、選
択した Oracle 接続タイプが SID の場合に表示され
る。

オペレーショナル参照ストアのデータベースユ
ーザー名を入力[cmx_ors]

オペレーショナル参照ストアにアクセスするための
ユーザー名。デフォルトは cmx_ors。

オペレーショナル参照ストアのデータベースの
ユーザーパスワードを入力

オペレーショナル参照ストアにアクセスするための
パスワード。

リストからロケール名を入力します（de、
en_US、fr、ja、ko、zh_CN）[en_US]

オペレーティングシステムのロケール。デフォルト
は en_US。

オペレーショナル参照ストアのタイムラインの
粒度の整数コードを入力: 5（年）、4（月）、3

（日）、2（時間）、1（分）、0（秒）［3］
使用するタイムラインの単位を指定する。デフォル
トは日（日数）。
注: 設定したタイムラインの粒度は後から変更でき
ない。
タイムラインの詳細については、『Multidomain MDM の設定ガイド』を参照。
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4. 初期メタデータをインポートした後、次のログファイルでエラーがないかどうかを確認します。 
• seed.log。データベースエラーがあります。

seed.log ファイルは次のディレクトリにあります。<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインスト
ールディレクトリ>/database/bin/oracle

• sip_ant.log。ユーザー入力エラーがあります。
sip_ant.log ファイルは次のディレクトリにあります。<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディスト
リビューションディレクトリ>/database/bin
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第  4  章

Hub ストアのインストール後のタ
スク

• Oracle コンポーネントへのアクセスの検証, 40 ページ

Oracle コンポーネントへのアクセスの検証
Hub ストアが必要な Oracle コンポーネントにアクセスできることを確認します。
Hub ストアは、次の Oracle コンポーネントにアクセスできる必要があります。

Oracle Java Virtual Machine
Oracle XML Database
ALL_CONSTRAINTS
ALL_CONS_COLUMNS
ALL_DIRECTORIES
ALL_INDEXES
ALL_IND_COLUMNS
ALL_JOBS（移行で使用）
ALL_TABLES
ALL_TAB_COLUMNS
ALL_VIEWS
DBMS_APPLICATION_INFO
DBMS_JOB
DBMS_OUTPUT
DBMS_STANDARD
DBMS_SQL
DBMS_STATS
DBMS_UTILITY
DUAL
PLITBLM
STANDARD

40



SYS_STUB_FOR_PURITY_ANALYSIS
USER_CONSTRAINTS
USER_CONS_COLUMNS
USER_EXTERNAL_TABLES
USER_INDEXES
USER_JAVA_POLICY
USER_OBJECTS
USER_SEQUENCES
USER_SOURCE
USER_TABLES
USER_TAB_COLS
USER_TAB_COLUMNS
USER_TRIGGERS
UTL_FILE
V$NLS_PARAMETERS
V$VERSION
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第  5  章

Hub サーバーのインストール
この章では、以下の項目について説明します。
• Hub サーバーのインストール, 42 ページ
• インストーラワークフローの確認, 43 ページ
• インストールの値の収集, 44 ページ
• Hub サーバーをインストールウィザードからインストールする, 49 ページ
• Hub サーバーをコマンドラインからインストールする（UNIX のみ）, 50 ページ
• Hub サーバーをサイレントモードでインストールする, 51 ページ
• 管理対象サーバーを含む環境に Hub サーバーをインストールする, 51 ページ

Hub サーバーのインストール
インストールウィザード、サイレントインストールスクリプト、または UNIX システムではコマンドラインス
クリプトを使用して、Hub サーバーをインストールできます。インストール前のタスクを完了し、インストー
ラの開始前に必要な情報を収集した場合、インストールプロセスには約 15 分かかります。

STOP! インストール前のタスクを完了しましたか?
インストーラを実行する前にインストール前のタスクを完了しないと、インストールは失敗しま
す。

インストール準備状況のチェックリスト
MDM 実装プランを作成しました。
サーバーがシステム要件を満たしていることを確認しました。
オペレーティングシステムとソフトウェアのバージョンがサポートされていることを確認しま

した。
オペレーティングシステムとソフトウェアバージョンの既知の制限事項を確認しました。
サポートされているバージョンのアプリケーションサーバーをインストールして設定しました。
サポートされているバージョンのデータベース管理システムをインストールして設定しました。
環境に合わせてインストール前の環境設定タスクを実行しました。
MDM ライセンスファイルをアクセス可能な場所に保存しました。

タスクを実行しなかった場合は、前の章に戻ってタスクを完了するためのヘルプを参照してください。
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続行する準備ができたら、次の手順を実行します。
1. インストールワークフローを確認します。
2. インストール中に入力するすべての値を収集します。
3. インストールウィザードまたはコマンドラインを使用するか、サイレントモードでインストールを開始し

ます。

インストーラワークフローの確認
インストールウィザード、コマンドラインプロンプト、サイレントインストールスクリプトのいずれを使用し
ても、インストーラは同じ順序で手順を実行します。決定ポイントを念頭に置いて、インストールワークフロ
ーに従う必要があります。
次の図は、Hub サーバーのインストーラワークフローの手順を示しています。

インストールプロセスの決定ポイントについて確認してください。実装プランを参照して、次の各決定ポイン
トで実行するパスを把握してください。
1. セキュリティを設定しますか? デフォルトのセキュリティを使用するか、パスワードハッシュアルゴリズ

ムと証明書プロバイダを指定して独自のセキュリティを設定します。
2. ActiveVOS をインストールしますか? 管理者は Informatica ActiveVOS を使用して確認ワークフローを設

定します。承認済みユーザーは、マスタデータが更新される前に、レコードに対して提案されている変更
を検証できます。
注: Informatica ActiveVOS がすでにインストールされている場合は、Hub サーバーのインストール中に
再度インストールする必要はありません。

3. Hub サーバーをデプロイしますか? インストーラが postInstallSetup スクリプトを実行できるようにしま
す。他の重要なタスクの中で、スクリプトは Hub サーバーをアプリケーションサーバーにデプロイしま
す。または、インストーラの終了後に postInstallSetup スクリプトを実行することもできます。
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インストールの値の収集
インストーラを実行する前に、インストールの値を収集します。インストーラはアプリケーションサーバー、
データベース管理システム、およびその他のコンポーネントに関する情報を求めるプロンプトを表示します。
これらの表を印刷して環境に応じた値を追加することをお勧めします。
アプリケーションサーバー: Oracle WebLogic Server
次の表を使用して、インストールに必要な WebLogic サーバーの詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォルト値 サー
バー
1 の
値

WebLogic サーバードメイ
ンのインストールディレ
クトリ

WebLogic サーバードメインのディレクトリの場所。 -

ホスト WebLogic サーバーがインストールされるマシンの
ホスト名または IP アドレス。
localhost は使用しないでください。

localhost

リスニングポート WebLogic サーバーがリスンするポート番号。 7001
サーバー名 Hub サーバーをデプロイする WebLogic ドメインの

サーバーの名前。
-

ユーザー名 管理特権のある WebLogic サーバーユーザーの名前。 WebLogic
パスワード WebLogic サーバー管理者ユーザーのパスワード。 -

クラスタ環境では、その他の WebLogic インスタンスの詳細を次の表に追加します。

プロパティ サーバーイン
スタンス 2 の
値

サーバーイン
スタンス 3 の
値

サーバーイン
スタンス 4 の
値

WebLogic サーバードメインのインストールディレ
クトリ
ホスト
リスニングポート
サーバー名
ユーザー名
パスワード
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データベース: Oracle データベース
次の表を使用して、インストールに必要な Oracle データベースの詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォルト値 インストールの値
サーバー Oracle データベースが存在

するサーバーのホスト名。
localhost

ポート Oracle データベースサーバ
ー上で実行される Oracle リ
スナの TCP ポート番号。
Hub サーバーはこのポート
を使用して Oracle データベ
ースと通信します。

1521

接続タイプ Oracle データベースを設定
したときに定義した接続のタ
イプ。

Service

サービス名 定義した Oracle サービスの
名前。

orcl

Oracle SID tnsnames.ora ファイルに定義
した Oracle システム ID の名
前。
注: TNS 名は Hub サーバーと
MDM プロセスサーバーマシ
ンの両方で同じである必要が
あります。

orcl

マスタデータベー
ススキーマ名

MDM マスタデータベースの
スキーマ名。

cmx_system

マスタデータベー
ススキーマパスワ
ード

MDM マスタデータベースユ
ーザーのパスワード。

-

セキュリティ: オプション
ハッシュアルゴリズム、証明書プロバイダ、またはその両方を設定することを選択できます。
ハッシュキーおよびハッシュアルゴリズム
ハッシュアルゴリズムを設定するには、siperian-server-hash.jar ファイルに Java 抽象クラス
com.siperian.sam.security.hashing.algorithms.HashAlgorithm を実装する必要があります。JAR ファイルは、以下
のディレクトリに格納されます。<MDM installation directory>/hub/server/lib/hashing
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次の表を使用して、siperian-server-hash.jar ファイルへの Java 抽象クラスの実装に使用したハッシュアルゴ
リズムの詳細を収集します。

プロパテ
ィ

説明 デフォ
ルト値

イン
スト
ール
の値

ハッシュ
キー

オプション。区切り文字なしで最大 32 文字の 16 進数文字のシーケンス。
キーサイズは最大 128 ビットです。キーは安全に保管してください。
注意: カスタムハッシュキーが公開または失われた場合、すべてのユーザ
ーパスワードをリセットする必要があります。

-

ハッシュ
アルゴリ
ズム

設定されているアルゴリズムのリスト。カスタムアルゴリズムを設定する
には、［その他］を選択します。

SHA-3

名前 カスタムハッシュアルゴリズムの名前。 -
インプリ
メンテー
ションフ
ァイル

カスタムハッシュアルゴリズムのアーカイブの場所。
注: 圧縮されたファイルには、必要なすべての JAR ファイルおよびサポー
トするファイルが含まれる必要があります。

-

標準クラ
ス名

ハッシュアルゴリズム実装の標準クラス名。
例: $HASHING_CLASS_NAME$

-

証明書プロバイダ
カスタム証明書プロバイダを実装するには、siperian-server-pkiutil.jar ファイルの PKIUtil.java インタフェー
スを実装する必要があります。JAR ファイルは、以下のディレクトリに格納されます。<MDM installation 
directory>/hub/server/lib/pkiutils
次の表を使用して、siperian-server-pkiutil.jar ファイルへの Java 抽象クラスの実装に使用したカスタム証明
書プロバイダの詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォルト
値

インス
トール
の値

証明書プロバイダ デフォルトでは、MDM は信頼されたアプリケーション
を認証します。カスタムプロバイダを設定するには、

［その他］を選択します。
デフォルト

インプリメンテーショ
ンファイル

カスタム証明書プロバイダの名前。 -

クラス名 証明書プロバイダ実装のクラス名。 -

Hub コンソール
Hub コンソールでは、Hub サーバーマシンに接続するためにサーバーの詳細が必要です。
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次の表を使用して、Hub コンソールが必要なサーバーの詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォ
ルト値

インス
トール
の値

公的にアクセス可能
なホスト名

アプリケーションサーバーがバインドするサーバーの IP ア
ドレスまたは公的にアクセス可能なホスト名（FQDN）。

-

HTTP ポート Hub コンソールが使用する必要のあるサーバーの HTTP ポ
ート。

-

Informatica ActiveVOS: オプション
Informatica ActiveVOS、ActiveVOS Central または ActiveVOS サーバーの詳細については、
Informatica ActiveVOS のマニュアルを参照してください。
次の表を使用して、ActiveVOS のインストールに必要な詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォルト値 イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
値

ActiveVOS サーバ
ーのインストール
ディレクトリ

ActiveVOS サーバーをインストールする空のディレク
トリ。

<MDM Hub installation 
directory: MDM Hub のイ
ンストールディレクトリ
>/avos/server

接続タイプ Oracle データベースを設定したときに定義した接続
のタイプ。

サービス名

サービス名 定義した Oracle サービスの名前。 orcl
Oracle SID tnsnames.ora ファイルに定義した Oracle システム ID

の名前。
orcl

サーバー ActiveVOS スキーマを含む Oracle データベースをホ
ストするマシンのホスト名または IP アドレス。

localhost

ポート サーバー上で実行される Oracle リスナの TCP ポート
番号。Hub サーバーはこのポートを使用して Oracle
データベースサーバーと通信します。

1521

ActiveVOS スキー
マ名

ActiveVOS スキーマユーザーの名前。 avos

ActiveVOS スキー
マパスワード

ActiveVOS スキーマユーザーのパスワード。 -
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プロパティ 説明 デフォルト値 イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
値

Web サービスの
URL

ActiveVOS サーバーが実行するホストおよびポート。
http または https プロトコルを使用することを選択
します。
Hub サーバーは ActiveVOS Central（Process Central
とも呼ばれる）が ActiveVOS サーバーを呼び出すの
に使用するのと同じ URL を使用します。この URL は
Informatica ActiveVOS のマニュアルで Process 
Central AeTaskService URL と呼ばれ、形式は次のと
おりです: http://[hostname.domainname]:[port]/
active-bpel/services/AeB4PTaskClient-
taskOperations。

http://localhost:7001

ActiveVOS サーバ
ーのインストーラ
ファイル

Multidomain MDM 配布パッケージには、ActiveVOS
サーバーのインストーラが含まれます。

ActiveVOS_Server_ 
<operating 
system>_<version>

プロセスコンソー
ルユーザー名

ActiveVOS プロセスコンソールの認証ユーザー。 -

プロセスコンソー
ルのパスワード

ActiveVOS プロセスコンソールユーザーのパスワー
ド。

-

製品使用ツールキット
製品使用ツールキットにより、MDM 環境に関する情報が Informatica に送信されます。この情報は、トラブ
ルシューティングに役立てるため、および使用環境に対する推奨事項を提供するために Informatica グローバ
ルカスタマサポートによって使用されます。ツールキットによる Informatica への情報送信を希望しない場合
は、MDM をインストールした後にツールキットを無効化することができます。
次の表を使用して、製品使用ツールキットのインストールに必要な詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォ
ルト値

イン
スト
ール
の値

業種 組織のビジネスに最も一致する業種。 -
環境 インストールする環境のタイプ。

コマンドラインからインストールする場合、次のいずれかの番号
を入力します。
- 1. プロダクション環境
- 2. テストまたは QA 環境
- 3. 開発環境

-
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プロパティ 説明 デフォ
ルト値

イン
スト
ール
の値

ネットワークにプ
ロキシサーバーが
設定されています
か?

設定されている場合、プロキシサーバーの詳細を指定します。 いいえ

ホスト プロキシサーバーの名前または IP アドレス。 -
ポート プロキシサーバーにより使用されるポート番号。 -
ドメイン名 プロキシサーバーがドメインの一部である場合は、ドメインの名

前。
-

ユーザー名 安全なプロキシサーバーを使用する場合は、MDM にアクセスで
きるユーザーの名前。

-

パスワード ユーザーのパスワード。 -

Hub サーバーをインストールウィザードからインストールする
Hub サーバーをグラフィカルモードでインストールする場合、インストールウィザードを使用します。インス
トールウィザードでは手順を追ってインストールすることができます。
Hub サーバーとプロセスサーバーをインストールする際には、同じユーザー名を使用する必要があります。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system name: オペレ
ーティングシステム名>/mrmserver

3. オペレーティングシステムに応じたタスクを実行することでインストーラを開始します。 
• UNIX。コマンドラインから、./hub_install.bin を実行します。
• Windows。File Explorer から、hub_install.exe をダブルクリックします。
Hub サーバーのインストールウィザードが開始します。
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ヒント: インストールウィザードが開始しない場合、サポートされているバージョンの Java がインストー
ルされ、クラスパスまたは環境変数に含まれていることを確認します。

4. 言語を選択して、［OK］をクリックします。 
［概要］ウィンドウが表示されます。

5. オンラインの指示に従います。プロンプトが表示されたら、収集したインストールの値を入力します。 
6. インストールの最後に、［設定のサマリ］ウィンドウで選択したオプションを確認します。 
7. 変更が必要な場合、［前へ］をクリックして、適切なウィンドウに戻ります。完了したら、［次へ］をクリ

ックして最後のウィンドウに戻ります。 
8. ［インストール］をクリックします。 
9. ［次の手順］: 次の手順はインストーラから Hub サーバーのデプロイを選択したかどうかによって異なりま

す。 
• Hub サーバーをインストーラからデプロイすることを選択した場合、Hub サーバーをインストール後

のタスクの一部としてデプロイする必要はありません。
• Hub サーバーを後でデプロイすることを選択した場合、Hub サーバーをインストール後のタスクの一

部としてデプロイする必要があります。

Hub サーバーをコマンドラインからインストールする（UNIX のみ）
UNIX では、Hub サーバーをコマンドラインからインストールできます。コマンドラインインストールを開始
するスクリプトを実行します。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. コマンドラインから次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system name: オペレ
ーティングシステム名>/mrmserver

3. 次のコマンドを実行します。 
。/hub_install.bin -i console
Hub サーバーのインストールを要求するプロンプトが表示されます。

4. 収集したインストールの値を入力します。 
括弧内に表示されたデフォルト値を使用するには、Enter を押します。
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5. ［次の手順］: インストールの完了後、次の手順は Hub サーバーのデプロイを選択したかどうかによって異
なります。 
• Hub サーバーをインストーラからデプロイすることを選択した場合、Hub サーバーをインストール後

のタスクの一部としてデプロイする必要はありません。
• Hub サーバーを後でデプロイすることを選択した場合、Hub サーバーをインストール後のタスクの一

部としてデプロイする必要があります。

Hub サーバーをサイレントモードでインストールする
サイレントモードで Hub サーバーをインストールできます。サイレントインストールを開始する前に、サイレ
ントインストールのプロパティファイルが設定されていることを確認します。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. サイレントインストールプロパティファイルをターゲット環境にコピーします。 
3. ターゲット環境で、オペレーティングシステムに応じたコマンドを実行します。 

• UNIX。。/hub_install.bin -f <absolute path to edited installer properties file>
• Windows。 hub_install.exe -f <absolute path to edited installer properties file>
自動インストーラがバックグラウンドで実行します。プロセスにしばらく時間がかかる場合があります。

4. インストーラによる Hub サーバーのデプロイを選択した場合、postinstallSetup.log をチェックして、正
常にインストールされたかどうかを確認します。 
log ファイルは、次のディレクトリにあります。
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/logs

5. ［次の手順］: インストールの完了後、次の手順は Hub サーバーのデプロイを選択したかどうかによって異
なります。 
• Hub サーバーをインストーラからデプロイすることを選択した場合、Hub サーバーをインストール後

のタスクの一部としてデプロイする必要はありません。
• Hub サーバーを後でデプロイすることを選択した場合、Hub サーバーをインストール後のタスクの一

部としてデプロイする必要があります。

管理対象サーバーを含む環境に Hub サーバーをインストールする
環境に管理サーバーと管理対象サーバーがある場合には、Hub サーバーを管理サーバーと各管理対象サーバー
にインストールできます。クラスタ環境または非クラスタ環境のいずれにもインストールできます。
Hub サーバーがインストールされたディレクトリの構造がすべてのノードで確実に同じになるようにしてくだ
さい。
1. すべてのマシンで、WebLogic 管理サーバーと管理対象サーバーを開始します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 
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<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system name: オペレ
ーティングシステム名>/mrmserver

3. クラスタノードで Hub サーバーのインストーラを起動するには、お使いのオペレーティングシステム用の
コマンドを実行します。 
UNIX。 。/hub_install.bin -DSIPERIAN_INSTALL_PREREQ_VALIDATION=false
Windows。.hub_install.exe -DSIPERIAN_INSTALL_PREREQ_VALIDATION=false
Hub サーバーインストールウィザードが開始します。

4. オンラインの指示に従います。プロンプトが表示されたら、収集したインストールの値を入力します。 
5. ［次の手順］: インストールの完了後、インストールしたすべてのノードに手動で Hub サーバーをデプロイ

します。 
プライマリノードに対して自動デプロイを実行した場合、プライマリノードには手動デプロイは必要あり
ません。

開発用のクラスタ IP を使用している場合、クラスタ内のノードを通して Hub サーバーにアクセスできます。
本番用のクラスタ IP アドレスを使用している場合、クラスタ名を使用して Hub サーバーにアクセスできます。
Hub サーバーアプリケーションの起動後は、EJB クラスタリングが管理対象サーバー間に要求を分配し、フェ
イルオーバーを管理します。
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第  6  章

Hub サーバーのインストール後の
タスク

この章では、以下の項目について説明します。
• インストールログファイルのコピー, 53 ページ
• バージョンとビルド番号の確認, 54 ページ
• Elasticsearch のインストールおよび設定, 55 ページ
• Hub コンソールクライアントの構成（条件付き）, 55 ページ
• MDM Hub マスターデータベース名の設定, 55 ページ
• アプリケーションサーバー設定の検証と設定（条件付き）, 56 ページ
• Hub サーバーアプリケーションのデプロイ（条件付き）, 57 ページ
• Hub サーバーアプリケーションをデプロイするスクリプトの使用（条件付き）, 58 ページ
• Hub サーバーアプリケーションの手動デプロイ（条件付き）, 60 ページ
• WebLogic の再起動, 69 ページ
• メタデータキャッシュの構成（省略可能）, 69 ページ
• Hub コンソールの起動, 71 ページ
• オペレーショナル参照ストアの登録, 72 ページ
• Oracle Configuration Manager の登録（オプション）, 74 ページ
• ActiveVOS 用の Oracle Configuration Manager の設定（オプション）, 75 ページ

インストールログファイルのコピー
インストールログファイルは、Hub サーバーのインストールに失敗した場合に、問題を解決するのに役立ちま
す。ログファイルは、インストールドキュメントディレクトリにコピーしておきます。インストールの問題に
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ついて問い合わせした場合は、Informatica グローバルカスタマサポートによりログファイルのコピーを求め
られることがあります。
次の表に、さまざまなタイプのインストールログファイルの説明を示します。

ログファイル
のタイプ

説明

インストール
ログ

- ファイル名。Informatica_MDM_Hub_Server_Install_<timestamp>.xml
- 場所。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/

server/logs
- 内容。作成されたディレクトリおよびレジストリエントリ、インストールされたファイ

ルおよび実行されたコマンドの名前、およびインストールされた各ファイルのステータ
ス。

インストール
前提条件ログ

- ファイル名。installPrereq.log
- 場所。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/

server/logs
- 内容。インストーラによって実行される前提条件チェックのログ。

デバッグログ - ファイル名。infamdm_installer_debug.txt
- 場所。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server
- 内容。インストール中に行う選択、およびインストーラによって実行されるアクション

に関する詳細情報。
インストール
後のセットア
ップログ

- ファイル名。postInstallSetup.log
- 場所。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/

server/logs
- 内容。インストール後プロセス中にインストーラによって実行されるアクション、およ

びインストール後プロセスで発生するエラーのサマリ。
Hub サーバー
ログ

- ファイル名。cmxserver.log
- 場所。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/

server/logs
- 内容。Hub サーバーの操作のサマリ。

WebLogic ロ
グ

- ファイル名。access.log、<Weblogic server: WebLogic Server>.log、および<WebLogic 
domain: WebLogic ドメイン>.log

- 場所。<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>/servers/<Weblogic server: WebLogic 
Server>/logs

- 内容。メッセージ処理ステータス、JMS 接続ステータス、トランザクション詳細、Java
例外、ファイルアクセス詳細などの、WebLogic サーバープロセス情報。

バージョンとビルド番号の確認
バージョンとビルド番号が正しい Hub サーバーがインストールされていることを確認します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub の

インストールディレクトリ>/hub/server/bin 
2. Hub サーバーバージョンとビルド番号を確認するには、次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: versionInfo.sh
Windows の場合: versionInfo.bat
注: AIX システムの場合は、<>/jre/bin ディレクトリから Java を実行するように、Java home: Java 
homeversionInfo.sh スクリプトを変更します。

54       第 6 章: Hub サーバーのインストール後のタスク



Elasticsearch のインストールおよび設定
検索を使用するには、MDM Hub 用に Elasticsearch をインストールおよび設定します。
検索のインストールおよび構成の詳細については、Multidomain MDM の設定ガイドの「Elasticsearch を使用
した検索」の章を参照してください。

Hub コンソールクライアントの構成（条件付き）
Hub サーバーマシンに接続するには、Hub コンソールの build.properties ファイルにホスト名およびポートの
プロパティが必要です。Hub コンソールを起動すると、ホスト名とポート番号が上書きされます。
次のシナリオで、プロパティファイルを編集します。
• アプリケーションサーバーで HTTPS が有効で、HTTPS ポートを使用する必要がある場合。
• マルチノードまたはクラスタ環境で、Hub サーバーインストールディレクトリを 1 つのノードから別のノ

ードへコピーした場合は、それぞれのノードで編集します。
1. 次のディレクトリにある build.properties ファイルを開きます。 

<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/bin
2. 次のプロパティを編集します。 

• console.hostname。アプリケーションサーバーがバインドするサーバーの IP アドレスまたは公的にアク
セス可能なホスト名（FQDN）を指定します。

• console.webport。Hub コンソールが使用する必要のある、現在のノードの HTTP または HTTPS ポート
を指定します。

3. ファイルを保存します。 
4. 次のディレクトリにある cmx.appserver.console.mode ファイルで、関連する値を cmxserver.properties プロパ

ティに設定します。 
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/resources
使用する通信プロトコル（HTTP または HTTPS）に値を設定します。

build.properties ファイルを編集した後、postInstallSetup スクリプトを実行して Hub サーバーアプリケーショ
ンをデプロイするようにします。

MDM Hub マスターデータベース名の設定
MDM Hub マスターデータベースに cmx_system 以外の名前が付いている場合は、cmxserver.properties ファイル
で MDM Hub マスターデータベースの名前を設定します。
1. 次のディレクトリにある cmxserver.properties ファイルを開きます。 

<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/resources
2. cmx.server.masterdatabase.schemaname プロパティを、MDM Hub マスターデータベースに対して指定した名

前に設定します。 
MDM Hub マスターデータベースの名前は、作成時に指定しています。
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アプリケーションサーバー設定の検証と設定（条件付き）
MDM Hub 環境の要件に基づいて、アプリケーションサーバー設定を検証および設定します。
次の表に、実行可能な設定タスクを示します。

環境設定タスク 説明
アプリケーションサーバー設定
の編集

インストール中に postInstallSetup スクリプトを実行し、不適切なアプ
リケーションサーバー設定が原因でスクリプトに失敗した場合は必須で
す。

管理対象サーバーがある環境で
の Hub サーバーの設定

管理対象サーバーがある環境に Hub サーバーをインストールした場合
は必須です。

アプリケーションサーバー設定の編集
インストール中に postInstallSetup スクリプトを実行しても、アプリケーションサーバー設定が正しくないた
めスクリプトが失敗する場合、build.properties ファイルを編集します。また、アプリケーションサーバー設定
を変更する場合も、このファイルを編集します。
1. 次のディレクトリにある build.properties ファイルを開きます。 

<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/bin
2. アプリケーションサーバー設定を編集して保存します。 
build.properties ファイルを編集した後、postInstallSetup スクリプトを実行して Hub サーバーアプリケーショ
ンをデプロイするようにします。

管理対象サーバーがある環境での Hub サーバーのプロパティの設定
管理対象サーバーがある環境で Hub サーバーをインストールした場合、管理サーバーと各管理対象サーバーで
Hub サーバーのプロパティを設定します。cmxserver.properties ファイルで Hub サーバーのプロパティを設定
します。
例えば、WebLogic 環境には 2 つの管理対象サーバーがあり、それらは host1 および host2 で実行され、RMI
ポート 8001 および 8002 を使用しています。両方の管理対象サーバーで WebLogic クラスタのプロパティを設
定する必要があります。
1. クラスタの管理サーバーとすべての管理対象サーバーで WebLogic アプリケーションサーバーを停止しま

す。 
2. 管理サーバーとすべての管理対象サーバーで、次のディレクトリにある cmxserver.properties ファイルを開

きます。 
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/resources

3. 以下のプロパティを設定します。 
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プロパティ 説明
cmx.appserver.hostname すべての管理対象サーバーのマシン名をカンマで区切って指定します。

例えば、WebLogic 環境に 2 つの管理対象サーバーがあり、それらが host1
および host2 で実行されている場合、プロパティを
cmx.appserver.hostname=host1,host2 に設定します。

cmx.appserver.rmi.port 管理対象サーバーが使用する RMI ポート番号をカンマで区切って指定しま
す。
例えば、WebLogic クラスタ環境の管理対象サーバーが RMI ポート 8001 と
8002 を使用している場合、プロパティを cmx.appserver.rmi.port=8001,8002
に設定します。

プロパティの記述で、1 つ目のサーバーのホスト名およびポート番号は host1 および 8001、2 つ目のサー
バーのホスト名およびポート番号は host2 および 8002 です。

Hub サーバーアプリケーションのデプロイ（条件付き）
Hub サーバーアプリケーションは、Hub サーバーをインストールするマシンと同じマシンにデプロイする必要
があります。
Hub サーバーアプリケーションから、属する Hub サーバーインストールを見つけられるようにする必要があ
ります。そのため、EAR ファイルを移動して別のマシンにアプリケーションをデプロイしないでください。例
えば、Hub サーバーをテストマシンにインストールし、アプリケーションを本番マシンにデプロイしたとしま
す。本番マシンにデプロイしたアプリケーションは、テストマシン上のインストールにアクセスしてロギング
設定などの情報を見つけることができません。
次のいずれかのシナリオで Hub サーバーアプリケーションをデプロイする必要があります。
• インストールは、アプリケーションサーバーのマルチノード環境またはクラスタ環境にあります。
• インストールは完了したが、インストール中に実行した postInstallSetup スクリプトが失敗する。
• インストール中に postInstallSetup スクリプトをスキップした。
インストールがアプリケーションサーバーのマルチノード環境またはクラスタ環境にある場合は、次の手順を
実行してデプロイを完了します。
1. Hub サーバーアプリケーションを 1 つのノードにデプロイします。
2. すべてのファイルを、デプロイメントを含むノード上の certificates ディレクトリから、その他のすべて

のノード上の certificates ディレクトリにコピーします。certificates ディレクトリは次の場所にありま
す。
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/resources

3. 証明書がコピーされる先のすべてのノード上の Hub サーバーの EAR ファイルを再パッケージ化します。
再パッケージプロセスは正しい証明書を使用して hubConsole.jar ファイルを更新します。
a. 次のディレクトリに移動します。

<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/bin
b. 次のコマンドを実行します。

Hub サーバーアプリケーションのデプロイ（条件付き）       57



UNIX の場合:
./sip_ant.sh repackage
Windows の場合:
sip_ant.bat repackage

4. Hub サーバーアプリケーションを他のノードにデプロイします。
Hub サーバーアプリケーションをデプロイするには、以下の表で説明されている次のいずれかの手順を使用し
ます。

プロシージャ 説明
デプロイメン
ト用スクリプ
トの使用

postInstallSetup スクリプトを実行して、Hub サーバーアプリケーションをデプロイしま
す。また、スクリプトによってデータソースの作成と JMS メッセージキューの設定も行わ
れます。
管理対象サーバーがある環境にデプロイする場合、WebLogic Server 管理コンソールを使用
してデプロイメントのターゲットを指定するようにします。

手動デプロイ Hub サーバーアプリケーションを手動でデプロイします。また、手動でデータソースを作
成して JMS メッセージキューを設定する必要もあります。

Hub サーバーアプリケーションをデプロイするスクリプトの使用（条件付き）
インストール中に postInstallSetup スクリプトをスキップした場合は、スクリプトを実行します。インストー
ル後のプロセスでは、Hub サーバーアプリケーションをデプロイし、データソースを作成し、JMS メッセージ
キューを設定します。
1. 管理対象サーバーを含む環境を使用し、管理サーバーと管理対象サーバーが異なるマシンにある場合は、

次のデプロイメントファイルを管理サーバーの MDM Hub インストールディレクトリにコピーします。 

デプロイメントファイル名 説明
siperian-mrm.ear 必須。Hub サーバーアプリケーション。
provisioning-ear.ear 必須。プロビジョニングツールアプリケーション。
entity360view-ear.ear オプション。エンティティ 360 フレームワーク。
ave_weblogic.ear 必須。ActiveVOS サーバーアプリケーション。
activevos-central.war 必須。ActiveVOS Central アプリケーション。

デプロイメントファイルは次のディレクトリにあります。
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server

2. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server
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3. postInstallSetup スクリプトを実行します。 
注: MDM Hub インストーラにバンドルされている ActiveVOS をインストールしなかった場合は、コマン
ドに ActiveVOS のユーザー名とパスワードを含めないでください。WebLogic 12.2.1 以降の環境では、
MDM Hub インストーラにバンドルされている ActiveVOS バージョンをインストールした場合、-
Dinstall.avos.patch=true オプションを追加してスクリプトを実行します。
UNIX の場合:
./postInstallSetup.sh -Dweblogic.password=<WebLogic password> -Ddatabase.password=<MDM Hub Master database password> -Davos.username=<ActiveVOS Console username> -Davos.password=<ActiveVOS Console password> -Davos.jdbc.database.username=<ActiveVOS database username>-Davos.jdbc.database.password=<ActiveVOS database password>
注: パスワードに感嘆符（!）が含まれている場合、感嘆符の前にバックスラッシュを付ける必要がありま
す。例えば、パスワードが!! cmx!!の場合、次のパスワードを入力します: \! \!cmx\! \!
Windows の場合:
postInstallSetup.bat -Dweblogic.password=<WebLogic password> -Ddatabase.password=<MDM Hub Master database password> -Davos.username=<ActiveVOS Console username> -Davos.password=<ActiveVOS Console password> -Davos.jdbc.database.username=<ActiveVOS database username> -Davos.jdbc.database.password=<ActiveVOS database password>
ActiveVOS コンソールの資格情報は、アプリケーションサーバーの管理者ユーザーの資格情報と同じで
す。
ActiveVOS データベースの資格情報は、create_bpm スクリプトを実行するために使用した資格情報と同じ
です。

4. 管理対象サーバーがある環境にデプロイする場合、WebLogic Server 管理コンソールでデプロイメントの
ターゲットを指定するようにします。 
a. 次の Hub サーバーデプロイメントのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 

デプロイメントファイル名 説明
siperian-mrm.ear 必須。Hub サーバーアプリケーション。
provisioning-ear.ear 必須。プロビジョニングツールアプリケーション。
entity360view-ear.ear オプション。エンティティ 360 フレームワーク。
ave_weblogic.ear 必須。ActiveVOS サーバーアプリケーション。
activevos-central.war 必須。ActiveVOS Central アプリケーション。

b. JMS モジュール SiperianModule のターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 
c. 次のデータソースのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 

• MDM Hub マスタデータベースのデータソース
• オペレーショナル参照ストアのデータソース

d. スタートアップクラスとシャットダウンクラスのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定
します。 

詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。
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Hub サーバーアプリケーションの手動デプロイ（条件付き）
postInstallSetup スクリプトをインストール中にスキップしたか、postInstallSetup スクリプトが失敗する場合、
Hub サーバーアプリケーションを手動でデプロイできます。Hub サーバーアプリケーションのデプロイは、
Hub サーバーのインストールディレクトリから行う必要があります。
Hub サーバーアプリケーションをデプロイするには、次のタスクを実行します。
1. データソースの作成
2. JMS メッセージキューの設定
3. Hub サーバーアプリケーションの再パッケージ化
4. Hub サーバーアプリケーションのデプロイ
5. Hub サーバーでの JMS メッセージキューの設定
6. Informatica Data Director（IDD）用のサーバーリソースの設定

手順 1. データソースの作成
Hub サーバーアプリケーションを手動でデプロイする前に、データソースを作成します。また複数のプロセス
サーバーを設定したり、インストール問題をトラブルシューティングしたりする場合も、データソースを作成
します。
1. JDBC ドライバをインストールします。 
2. MDM Hub マスタデータベースのデータソースを作成します。 
3. オペレーショナル参照ストアのデータソースを作成します。 

手順 1.JDBC ドライバのインストール
MDM Hub マスタデータベースとオペレーショナル参照ストア（ORS）のデータソースを作成する前に、JDBC
ドライバをインストールします。
サポートされているバージョンの JDBC ドライバの取得方法については、Oracle にお問い合わせください。
1. JDBC ドライバを次のディレクトリにコピーします。 

<WebLogic installation directory: Weblogic のインストールディレクトリ>/wlsserver/server/lib
2. 次のファイルの__CLASSPATH 変数に、JDBC ドライバへのパスを追加します。 

UNIX の場合:<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>/bin/commEnv.sh
Windows の場合:<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>\bin\commEnv.cmd
注: 他の WebLogic Server ライブラリへのパスの前に、JDBC ドライバへのパスを配置します。

手順 2.MDM Hub マスタデータベースのデータソースの作成
JDBC ドライバをインストールした後で、MDM Hub マスタデータベース用のデータソースを作成します。
1. WebLogic 管理コンソールで、［ロックして編集］ボタンをクリックしてロックを取得します。 
2. ［サービス］ > ［JDBC］ > ［データソース］をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

［JDBC データソースのプロパティ］ページが表示されます。
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3. 以下のデータソースのプロパティを指定してください。 

プロパティ 説明
名前 JDBC データソースの名前。「MDM Master Data Source」という名前を付けます。
JNDI 名 JDBC データソースが関連付けられる場所への JNDI パス。jdbc/siperian-

cmx_system-ds と指定します。
データベースタイプ 接続先にするデータベースのタイプ。［Oracle］を選択します。
データベースドライ
バ

データベースへの接続に使用する JDBC ドライバ。［Oracle ドライバ（Thin 
XA）］を選択します。

4. ［次へ］をクリックし、［次へ］をもう一度クリックします。 
［接続プロパティ］ページが表示されます。

5. 次の接続プロパティの値を入力します。 

プロパティ 説明
データベース名 接続するデータベースの名前。
ホスト名 データベースをホストするサーバーの DNS 名または IP アドレス。7001 以外の

WebLogic ポートに MDM Hub アプリケーションをデプロイするには、WebLogic
ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでくださ
い。

ポート データベースサーバーが接続リクエストをリスンするポート。
データベースユー
ザー名

データソース内の各接続に使用するデータベースユーザー名。

パスワード データベースユーザーアカウントのパスワード。
パスワードの確認 データベースユーザーアカウントのパスワード。

6. ［次へ］をクリックします。 
［データベース接続のテスト］ページが表示されます。

7. ［設定のテスト］をクリックして、ドライバ接続をテストします。 
テストに失敗した場合は、［接続プロパティ］ページ内の値を更新し、成功するまで接続を繰り返し試行す
る必要があります。

8. ［次へ］をクリックし、データソースをデプロイするサーバーを選択します。 
9. ［完了］をクリックし、［変更のアクティブ化］をクリックします。 

手順 3. オペレーショナル参照ストアのデータソースの作成
各オペレーショナル参照ストアのデータソースを作成します。
1. WebLogic 管理コンソールで、［ロックして編集］ボタンをクリックしてロックを取得します。 
2. ［サービス］ > ［JDBC］ > ［データソース］をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

［JDBC データソースのプロパティ］ページが表示されます。
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3. 以下のデータソースのプロパティを指定してください。 

プロパティ 説明
名前 JDBC データソースの名前。「MDM ORS Data Source」という名前を付けます。
JNDI 名 JDBC データソースが関連付けられる場所への JNDI パス。「jdbc/siperian-

<oracle host name>-<oracle sid>-<Operational reference Store name>-ds」と指定
します。

データベースタイプ 接続先にするデータベースのタイプ。［Oracle］を選択します。
データベースドライ
バ

データベースへの接続に使用する JDBC ドライバ。［Oracle ドライバ（Thin 
XA）］を選択します。

4. ［次へ］をクリックし、［次へ］をもう一度クリックします。 
［接続プロパティ］ページが表示されます。

5. 次の接続プロパティの値を入力します。 

プロパティ 説明
データベース名 接続するデータベースの名前。
ホスト名 データベースをホストするサーバーの DNS 名または IP アドレス。7001 以外の

WebLogic ポートに MDM Hub アプリケーションをデプロイするには、WebLogic
ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでくださ
い。

ポート データベースサーバーが接続リクエストをリスンするポート。
データベースユー
ザー名

データソース内の各接続に使用するデータベースユーザー名。

パスワード データベースユーザーアカウントのパスワード。
パスワードの確認 データベースユーザーアカウントのパスワード。

6. ［次へ］をクリックします。 
［データベース接続のテスト］ページが表示されます。

7. ［設定のテスト］をクリックして、ドライバ接続をテストします。 
テストに失敗した場合は、［接続プロパティ］ページ内の値を更新し、成功するまで接続を繰り返し試行す
る必要があります。

8. ［次へ］をクリックし、データソースをデプロイするサーバーを選択します。 
9. ［完了］をクリックし、［変更のアクティブ化］をクリックします。 

手順 2。JMS メッセージキューの設定
Hub サーバーアプリケーションを手動でデプロイする前に、JMS メッセージキューを設定します。また問題を
トラブルシューティングする場合にも、JMS メッセージキューを手動で設定しなければならない場合がありま
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す。例えば、自動化されたキュー作成プロセスが失敗したり、インストール後に誤ってキューを削除した場合
などには、メッセージキューを手動で設定する必要があります。
サービス統合フレームワーク（SIF）は、JMS メッセージキュー上のメッセージ駆動型 Bean を使用して、受信
非同期 SIF 要求を処理します。MDM Hub の実装に使用するアプリケーションサーバーに対して、メッセージ
キューと接続ファクトリを設定します。JMS メッセージキューを設定する際に、接続ファクトリも作成できま
す。
JMS メッセージキューを設定するには、次のタスクを実行します。
1. JMS サーバーとモジュールを作成します。
2. モジュールの接続ファクトリを作成します。
3. モジュールに JMS メッセージキューを追加します。
4. サブデプロイメントキューを作成します。
5. 検索の JMS メッセージキューを追加します。
注: クラスタ環境で MDM Hub に JMS メッセージキューを作成する場合、移行可能なターゲットサーバーを選
択していることを確認してください。JMS モジュールを設定する場合は、「クラスタ内のすべてのサーバー」
をターゲットにします。詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。

手順 1.JMS サーバーおよびモジュールの作成
Weblogic の管理コンソールを使用して、JMS メッセージキューを作成します。 このメッセージキューに対し
て JMS サーバーおよびモジュールを作成します。
1. WebLogic コンソールを起動し、［ロックして編集］をクリックします。 
2. ［サービス］ > ［メッセージング］ > ［JMS サーバー］の順に移動します。 
3. SiperianJMSServer という名前の JMS サーバーを作成し、［次へ］をクリックします。 
4. ［ターゲット］リストでサーバー名を選択して、［完了］をクリックします。 
5. ［サービス］ > ［メッセージング］ > ［JMS モジュール］の順に移動します。 
6. SiperianModule という名前の JMS モジュールを作成し、［次へ］をクリックします。 
7. ［ターゲットサーバー］チェックボックスをオンにします。 
8. ［次へ］をクリックし、［完了］をクリックします。 

手順 2.モジュールの接続ファクトリの設定
作成したモジュールに対して接続ファクトリを作成、設定します。
1. 「手順 1.JMS サーバーおよびモジュールの作成」  (ページ 63)で作成した SiperianModule に移動します。 
2. ［リソースの概要］で［新規作成］をクリックします。 
3. ［接続ファクトリ］を選択し、［次へ］をクリックします。 
4. 名前と JNDI 名の両方に siperian.mrm.jms.xaconnectionfactory を指定し、［次へ］をクリックします。 
5. ［ターゲットサーバー］を選択し、［完了］をクリックします。 

siperian.mrm.jms.xaconnectionfactory 接続ファクトリが作成されます。
6. ［設定］で、作成した siperian.mrm.jms.xaconnectionfactory 接続ファクトリに移動します。 
7. ［トランザクション］をクリックします。 
8. ［XA 接続ファクトリが有効］をオンにして、［保存］をクリックします。 
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手順 3。モジュールへのメッセージキューの追加
作成したモジュールには、JMS メッセージキューを追加することができます。
1. ［SiperianModule］に移動して、［リソースのサマリ］の下の［新規作成］をクリックします。 
2. リソースを選択し、［次へ］をクリックします。 

• ［キュー］。非クラスタ環境の場合に選択します。
• ［分散キュー］。クラスタ環境の場合に選択します。

3. 名前と JNDI 名の両方に siperian.sif.jms.queue を指定し、［次へ］をクリックします。 
4. 「手順 1.JMS サーバーおよびモジュールの作成」  (ページ 63)で作成した JMS サーバーを選択し、［完了］

をクリックします。 
5. ［変更のアクティブ化］をクリックします。 

手順 4。サブデプロイメントキューの作成
作成したモジュールに JMS メッセージキューを追加したら、サブデプロイメントキューを作成します。
1. ［リソースの概要］の［SiperianModule］に移動して、［新規］をクリックします。 
2. リソースを選択し、［次へ］をクリックします。 

• ［キュー］。非クラスタ環境の場合に選択します。
• ［分散キュー］。クラスタ環境の場合に選択します。

3. ［新しいサブデプロイメントの作成］ボタンをクリックします。 
4. ［サブデプロイメント名］が siperian.sif.jms.queue になっていることを確認し、［OK］をクリックします。 
5. 名前と JNDI 名の両方に siperian.sif.jms.queue を指定し、［次へ］をクリックします。 
6. 作成した JMS サーバーを選択し、［完了］をクリックします。 
7. ［変更のアクティブ化］をクリックします。 

手順 5.検索の JMS キューの作成
検索機能では、Data Director 内でフルテキスト検索を有効にするために JMS キューが必要です。
1. SiperianModule に移動します。 

［設定］ページが表示されます。
2. リソースのサマリセクションで、［新規］をクリックします。 
3. リソースを選択し、［次へ］をクリックします。 

• ［キュー］。非クラスタ環境の場合に選択します。
• ［分散キュー］。クラスタ環境の場合に選択します。

4. 次のオプションを指定して、［次へ］をクリックします。 
オプション 説明
名前 informatica.mdm.sss.jms.queue
JNDI 名 informatica.mdm.sss.jms.queue

5. 「手順 1.JMS サーバーおよびモジュールの作成」  (ページ 63)で作成した JMS サーバーを選択し、［完了］
をクリックします。 
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6. ［変更のアクティブ化］をクリックします。 
7. ［ターゲット］タブをクリックします。 
8. ［サーバー］セクションで、このモジュール用のサーバーを選択します。 

ヒント: クラスタ化環境の場合は、どのサーバーがキューを処理するかを選択できます。

手順 3.Hub サーバーの EAR ファイルの再パッケージ化
cmxserver.properties ファイルで cmx.home プロパティを編集するか、アプリケーションサーバークラスタをイン
ストールした場合は、管理サーバーで Hub サーバーの EAR ファイルを再パッケージ化します。
1. EAR という名前のディレクトリを作成します。 

a. 次のディレクトリに移動します。 
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/lib

b. 次のコマンドを実行します。 
mkdir ear

2. カスタム JAR ファイルがある場合は、各カスタム JAR ファイルを前の手順で作成した EAR ディレクトリ
にコピーします。 
カスタム JAR ファイルを EAR ディレクトリにコピーするには、次のコマンドを実行します。
copy <location of custom JAR file: カスタム JAR ファイルの場所>/<custom JAR file name: カスタム JAR ファイル名>.jar ear
カスタムユーザーイグジット用にカスタム JAR ファイルが必要になる場合があります。

3. EAR ファイルを再パッケージ化します。 
a. 次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/bin
b. 次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合:./sip_ant.sh repackage
Windows の場合: sip_ant.bat repackage

手順 4.Hub サーバーアプリケーションのデプロイ
Hub サーバーアプリケーションを手動でデプロイできます。Hub サーバーアプリケーションのデプロイは、
Hub サーバーのインストールディレクトリから行う必要があります。
1. 既存のデプロイメントがある場合は、WebLogic Server 管理コンソールを使用して、次のデプロイメント

ファイルのデプロイを解除します。 

デプロイメントファイル名 説明
siperian-mrm.ear 必須。Hub サーバーアプリケーション。
provisioning-ear.ear 必須。プロビジョニングツールアプリケーション。
entity360view-ear.ear オプション。エンティティ 360 フレームワーク。
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デプロイメントファイル名 説明
ave_weblogic.ear 必須。ActiveVOS サーバーアプリケーション。
activevos-central.war 必須。ActiveVOS Central アプリケーション。

2. WebLogic Server 管理コンソールを使用して、デプロイメントファイルをデプロイします。 
3. 管理対象サーバーがある環境にデプロイする場合、WebLogic Server 管理コンソールでデプロイメントの

ターゲットを指定するようにします。 
a. 次の Hub サーバーデプロイメントのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 

デプロイメントファイル名 説明
siperian-mrm.ear 必須。Hub サーバーアプリケーション。
provisioning-ear.ear 必須。プロビジョニングツールアプリケーション。
entity360view-ear.ear オプション。エンティティ 360 フレームワーク。
ave_weblogic.ear 必須。ActiveVOS サーバーアプリケーション。
activevos-central.war 必須。ActiveVOS Central アプリケーション。

b. JMS モジュール SiperianModule のターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 
c. 次のデータソースのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 

• MDM Hub マスタデータベースのデータソース
• オペレーショナル参照ストアのデータソース

d. スタートアップクラスとシャットダウンクラスのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定
します。 

詳細については、WebLogic Server のマニュアルを参照してください。

手順 5. Hub サーバーでの JMS メッセージキューの設定
Hub サーバーアプリケーションを手動でデプロイしたら、Hub サーバーに JMS メッセージキューを設定しま
す。
Hub サーバーに JMS メッセージキューを設定するには、次のタスクを実行します。
1. Hub コンソールを起動します。
2. メッセージキューサーバーを追加します。
3. メッセージキューを追加します。
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手順 1. Hub コンソールの起動
MDM Hub にアクセスするには、Hub コンソールを起動します。
1. ブラウザウィンドウを開いて、以下の URL を入力します。 

http://<MDM Hub host: MDM Hub ホスト>:<port number: ポート番号>/cmx/
［ハブコンソールの起動］ページが表示されます。

2. ユーザー名とパスワードを入力し、［ダウンロード］をクリックします。 
Hub コンソールのダウンロードを起動するために必要な MDM Hub アプリケーション JAR ファイル。
注: MDM Hub アプリケーション JAR ファイルをダウンロードできない場合は、MDM 管理者に連絡してく
ださい。管理者は、次のディレクトリから JAR ファイルを配布できます。 <MDM Hub installation 
directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/resources/hub

3. アプリケーション JAR ファイルを実行します。 
注: クライアントマシンに SSL 証明書がなく、HTTPS 接続を介して Hub コンソールにアクセスする場合
は、SSL 証明書をインストールする必要があります。SSL 証明書をインストールするには、次の手順を実
行します。
• 次のコマンドを実行して、ローカルのクライアントマシンの Java キーストアに証明書をインポートし

ます。
keytool -import -trustcacerts -alias <certificate alias name> -file <certificate alias file> -keystore <local java cacerts keystore location>

• 次のコマンドを実行して、証明書を含むトラストストアファイルの場所とパスワードを渡します。
java -Djavax.net.ssl.trustStore=<truststore file location> -Djavax.net.ssl.trustStorePassword=<truststore_password> -jar hubConsole.jar
デフォルトの cacert ファイルではなく、すべてのカスタム信頼証明書を含む別のトラストストアを使
用します。アプリケーションサーバーを管理するチームから証明書を取得します。サーバーでは、自己
署名証明書またはセキュリティ証明書が使用されている可能性があります。サーバーでバージョンを変
更した場合にのみ、.jar ファイルをダウンロードしてください。.jar ファイルをダウンロードをした場
合は、毎回同じコマンドを使用してこのファイルを起動します。

4. アプリケーションの最大メモリ割り当てプールを指定するには、次のコマンドを実行します。 
java -Xmx<n>G -jar hubConsole.jar
<n>は、GB 単位の最大メモリ割り当てです。

［Informatica MDM Hub ログイン］ダイアログボックスが表示されます。
5. ユーザー名とパスワードを入力します。 
6. 特定の Hub サーバーノードに接続する場合、またはロードバランサあるいはリバースプロキシサーバーを

使用する場合は、［接続プロパティ］フィールドで事前設定された接続パラメータを上書きします。 
このパラメータは次の形式で入力します。
<host name>:<port name>
ここで、ホスト名とポート名は、Hub サーバーのホスト名とポート名、または使用するロードバランサあ
るいはリバースプロキシサーバーのホスト名とポート名を使用します。

7. ［OK］をクリックします。 
［データベースの変更］ダイアログボックスが表示されます。

8. ターゲットデータベースを選択します。 
ターゲットデータベースは MDM Hub マスターデータベースです。

9. リストから言語を選択して、［接続］をクリックします。 
Hub コンソールのユーザーインタフェースが、選択した言語で表示されます。Hub コンソールユーザーイ
ンタフェースを表示する言語を変更する場合は、言語を選択して Hub コンソールを再起動します。
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手順 2.メッセージキューサーバーの追加
メッセージキューを追加する前に、メッセージキューサーバーを MDM Hub 実装に追加する必要があります。
1. Hub コンソールの設定ワークベンチで、［メッセージキュー］をクリックします。 
2. ［書き込みロック］ > ［ロックの取得］の順にクリックします。 
3. メッセージキューツールの中央のペインを右クリックして、［メッセージキューサーバーの追加］をクリッ

クします。 
［メッセージキューサーバーの追加］ダイアログボックスが表示されます。

4. メッセージキューサーバーの詳細情報を入力します。 
次の表に、JMS メッセージキューサーバーを設定するために使用するフィールドを示します。

フィールド名 値
接続ファクトリ名 接続ファクトリの名前。

siperian.mrm.jms.xaconnectionfactory を指定します。
表示名 Hub コンソールに表示される必要のあるメッセージキューサーバーの名前。

siperian.mrm.jms.xaconnectionfactory を指定します。

5. ［OK］をクリックします。 
メッセージキューサーバーが追加されました。

手順 3.メッセージキューの追加
メッセージキューサーバーにカスタムメッセージキューを追加できます。
1. Hub コンソールの設定ワークベンチで、［メッセージキュー］をクリックします。 
2. ［書き込みロック］ > ［ロックの取得］の順にクリックします。 
3. メッセージキューツールの中央のペインでメッセージキューサーバーを右クリックしてから、［メッセージ

キューの追加］をクリックします。 
［メッセージキューの追加］ダイアログボックスが表示されます。

4. JMS メッセージキューの詳細を入力します。 
次の表に、JMS メッセージキューのフィールドを示します。

フィールド名 値
Queue Name メッセージキューの名前を指定します。
表示名 Hub コンソールに表示されるメッセージキューの名前を指定します。

5. ［OK］をクリックします。 
メッセージキューがメッセージキューサーバーに追加されました。

6. 右ペインで、［メッセージトリガで使用］オプションを選択します。 
7. ［テスト］をクリックします。 

メッセージキューのテスト結果が表示されます。
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手順 6.Informatica Data Director のサーバーリソースの設定
Informatica Data Director（IDD）を使用する場合は、JNDI URL リソースを設定します。
1. weblogic-jndi-startup-1.3.jar ファイルをソースディレクトリからターゲットディレクトリにコピーしま

す。 
ソース: <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/lib
ターゲット: <WebLogic インストールディレクトリ>/domains/<ドメイン名>/lib

2. WebLogic Server 管理コンソールで、［環境］ > ［スタートアップクラスとシャットダウンクラス］をク
リックします。 

3. JNDI URL リソースを設定するには、JndiServerDir スタートアップクラスの次のプロパティを設定しま
す。 

クラスプロパティ 値
クラス名　 nz.co.senanque.jndi.WebLogicJndiStartup
デプロイメント順序 1000
引数 url/hubserver/home<java.net.URL>=file:////<Hub サーバーインストールディレ

クトリ>

4. スタートアップクラスのターゲットを設定します。 

WebLogic の再起動
インストールプロセスにより、WebLogic Server の AnonymousAdminLookupEnabled メソッドが有効になります。 
AnonymousAdminLookupEnabled メソッドは、オペレーショナル参照ストアの登録のために有効にされる必要があり
ます。 Hub Server のインストール後に WebLogic Server を再起動しないと、オペレーショナル参照ストアが
失敗します。

メタデータキャッシュの構成（省略可能）
メタデータキャッシュは、データオブジェクト、リポジトリオブジェクト、検索トークンなどのアイテムを管
理します。MDM Hub は、Infinispan を使用してメタデータキャッシュを実行します。Infinispan は、Hub サ
ーバーと共にインストールされます。Hub サーバーが使用するキャッシュの場合、Infinispan 設定ファイルに
はデフォルトの属性値が含まれます。
キャッシュのデフォルトの属性値を使用して MDM Hub ハブを実行します。パフォーマンスの問題が発生した
場合は、環境にさらに適合するように属性値を微調整できます。
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次の表は、デフォルトの属性値をまとめたものです。

Infinispan の
要素と属性

デフォルト
値

説明

locking 
acquire-
timeout

60000 Hub サーバーがロックを取得しようとする最大時間。

transaction 
stop-timeout 

30000 キャッシュが停止したときに、この属性は、Hub サーバーがリモートお
よびローカルトランザクションを完了するまでに Infinispan が待機する
最大時間を設定します。

transport 
cluster

infinispan-
cluster

基本になるグループ通信クラスタの名前。

transport 
stack

UDP 設定のタイプ: UDP または TCP。設定は、jgroups-udp.xml ファイルおよび
jgroups-tcp.xml ファイルで定義されます。

transport 
node-name

$node$ 現在のノードの名前。Hub サーバーはこの属性を設定します。
ノード名のデフォルトは、ホスト名と乱数の組み合わせです。この番号
は、同じホスト上の複数のノードを区別します。

transport 
machine

$machine$ ノードが実行されるマシンの ID。Hub サーバーはこの属性を設定します。

expiration 
lifespan

-- キャッシュエントリの最大存続期間（ミリ秒単位）。キャッシュエントリ
が存続期間を超えると、エントリはクラスタ内で有効期限が切れます。
パフォーマンスを最適化する必要がある場合は、DISABLE_WHEN_LOCK、
DATA_OBJECTS、および REPOS_OBJECTS の各キャッシュの存続期間を
長くします。
例えば、存続期間を長くして、1 時間（3600000）から 1 日（86400000）
にすることができます。
各キャッシュには、この属性の独自のデフォルト値があります。デフォ
ルト値を見つけるには、inifinspanConfig.xml ファイルを開きます。

expiration 
interval

-- 存続期間を確認するための最大間隔。パフォーマンスを最適化する必要
がある場合は、DISABLE_WHEN_LOCK、DATA_OBJECTS、および
REPOS_OBJECTS の各キャッシュの間隔を長くします。
例えば、間隔を 5 秒（5000）から 5 分（300000）に増やすことができま
す。
各キャッシュには、この属性の独自のデフォルト値があります。デフォ
ルト値を見つけるには、inifinspanConfig.xml ファイルを開きます。

Infinispan 属性の編集
メタデータキャッシュ属性を設定するには、Hub サーバーの infinispanConfig.xml ファイルを編集します。
Infinispan 設定のヘルプについては、Infinispan のマニュアルを参照してください。
注: プロセスサーバーには、Infinispan 設定ファイルもあります。デフォルトの属性値は十分に機能するはずで
すが、プロセスサーバーのパフォーマンスに問題があることに気付く場合は、属性値を微調整できます。
1. 次のディレクトリに移動します。 <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ

>/hub/server/resources 
2. 次のファイルのバックアップコピーを作成します。infinispanConfig.xml 
3. infinispanConfig.xml ファイルを開き、Infinispan バージョン番号を見つけます。これは xsi:schemaLocation

属性内にあります。 
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4. その Infinispan バージョンのマニュアルを確認します。 
注: 次の URL で、パスに # が含まれている場合は、バージョン番号を置き換えます。#.
• 設定スキーマを表示するには、ファイルの xsi:schemaLocation 属性に含まれている URL に移動します。
• 属性の詳細を知るには、https://docs.jboss.org/infinispan/<#.#.x>/configdocs/に移動してください。
• Infinispan の詳細を知るには、http://infinispan.org/docs/<#.#.x>/に移動し、「Frequently Asked 

Questions」リンクを選択します。
5. ファイルを編集して保存します。 

Hub コンソールの起動
MDM Hub にアクセスするには、HTTP または HTTPS 接続を使用して Hub コンソールを起動します。
Hub コンソールを開始する前に、次の情報があることを確認してください。
• ホスト名と URL のポート番号
• ユーザー名とパスワード
• HTTPS 接続を介して Hub コンソールにアクセスする場合のクライアントマシンの SSL 証明書
1. ブラウザウィンドウを開いて、以下の URL を入力します。 

http://<MDM Hub host: MDM Hub ホスト>:<port number: ポート番号>/cmx/
［ハブコンソールの起動］ページが表示されます。

2. ユーザー名とパスワードを入力し、［ダウンロード］をクリックします。 
Hub コンソールのダウンロードを起動するために必要な MDM Hub アプリケーション JAR ファイル。
注: MDM Hub アプリケーション JAR ファイルをダウンロードできない場合は、MDM 管理者に連絡してく
ださい。管理者は、次のディレクトリから JAR ファイルを配布できます。 <MDM Hub installation 
directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/resources/hub

3. アプリケーション JAR ファイルを実行します。 
注: クライアントマシンに SSL 証明書がなく、HTTPS 接続を介して Hub コンソールにアクセスする場合
は、SSL 証明書をインストールする必要があります。SSL 証明書をインストールするには、次の手順を実
行します。
• 次のコマンドを実行して、ローカルのクライアントマシンの Java キーストアに証明書をインポートし

ます。
keytool -import -trustcacerts -alias <certificate alias name> -file <certificate alias file> -keystore <local java cacerts keystore location>

• 次のコマンドを実行して、証明書を含むトラストストアファイルの場所とパスワードを渡します。
java -Djavax.net.ssl.trustStore=<truststore file location> -Djavax.net.ssl.trustStorePassword=<truststore_password> -jar hubConsole.jar
デフォルトの cacert ファイルではなく、すべてのカスタム信頼証明書を含む別のトラストストアを使
用します。アプリケーションサーバーを管理するチームから証明書を取得します。サーバーでは、自己
署名証明書またはセキュリティ証明書が使用されている可能性があります。サーバーでバージョンを変
更した場合にのみ、.jar ファイルをダウンロードしてください。.jar ファイルをダウンロードをした場
合は、毎回同じコマンドを使用してこのファイルを起動します。

4. アプリケーションの最大メモリ割り当てプールを指定するには、次のコマンドを実行します。 
java -Xmx<n>G -jar hubConsole.jar
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<n>は、GB 単位の最大メモリ割り当てです。
［Informatica MDM Hub ログイン］ダイアログボックスが表示されます。

5. ユーザー名とパスワードを入力します。 
6. 特定の Hub サーバーノードに接続する場合、またはロードバランサあるいはリバースプロキシサーバーを

使用する場合は、［接続プロパティ］フィールドで事前設定された接続パラメータを上書きします。 
このパラメータは次の形式で入力します。
<host name>:<port name>
ここで、ホスト名とポート名は、Hub サーバーのホスト名とポート名、または使用するロードバランサあ
るいはリバースプロキシサーバーのホスト名とポート名を使用します。

7. ［OK］をクリックします。 
［データベースの変更］ダイアログボックスが表示されます。

8. ターゲットデータベースを選択します。 
ターゲットデータベースは MDM Hub マスターデータベースです。

9. リストから言語を選択して、［接続］をクリックします。 
Hub コンソールのユーザーインタフェースが、選択した言語で表示されます。Hub コンソールユーザーイ
ンタフェースを表示する言語を変更する場合は、言語を選択して Hub コンソールを再起動します。

オペレーショナル参照ストアの登録
オペレーショナル参照ストアを作成したら、それを Hub コンソールで登録する必要があります。オペレーショ
ナル参照ストアを単一の MDM Hub マスターデータベースに登録します。
1. Hub コンソールを起動します。 

［データベースの変更］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［MDM Hub マスタデータベース］を選択して、［接続］をクリックします。 
3. ［設定］ワークベンチで、［データベース］ツールをクリックします。 
4. ［書き込みロック］メニューから［ロックの取得］をクリックします。 
5. ［データベース］ペインで、［データベースの登録］ボタンをクリックします。 

Informatica MDM Hub 接続ウィザードが表示されます。
6. Oracle データベースタイプオプションを選択して、［次へ］をクリックします。 
7. データベースの接続プロパティを設定します。 

a. Oracle の接続方式を選択して、［次へ］をクリックします。 
次の表に、選択できる Oracle の接続方式を示します。

接続方式 説明
サービス サービス名を使用して Oracle に接続します。
SID Oracle のシステム ID を使用して Oracle に接続します。

サービス名と SID 名の詳細については、Oracle のマニュアルを参照してください。
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［接続プロパティ］ページが表示されます。
b. 選択する接続タイプの接続プロパティを指定し、［次へ］をクリックします。 

以下の表に、接続のプロパティを示します。

プロパティ 説明
データベース
表示名

Hub コンソールに表示される必要のあるオペレーショナル参照ストアの名前。

マシン識別子 Hub ストアインスタンスからのレコードを一意に識別するためにキーに割り当
てられるプレフィックス。

データベース
ホスト名

Oracle データベースをホストするサーバーの IP アドレスまたは名前。

SID サーバー上で実行される Oracle データベースのインスタンスを参照する Oracle
システム識別子。［SID］フィールドは、［SID］接続タイプを選択した場合に表
示される。

サービス Oracle データベースへの接続に使用する Oracle サービスの名前。［サービス］
フィールドは、［サービス］接続タイプを選択した場合に表示される。

ポート Oracle データベースサーバー上で実行される Oracle リスナの TCP ポート。デ
フォルトは 1521。

Oracle TNS 名 TNSNAMES.ORA ファイルで定義されている、ネットワーク上のデータベース名。
Oracle TNS 名は、Oracle データベースのインストール時に設定します。Oracle 
TNS 名の詳細については、Oracle のマニュアルを参照してください。

スキーマ名 オペレーショナル参照ストアの名前。
パスワード オペレーショナル参照ストアユーザー名に関連付けられているパスワード。
DDM 接続 URL オプション。Dynamic Data Masking アプリケーションに接続するための URL。

この Dynamic Data Masking アプリケーションの URL は、Dynamic Data 
Masking のホスト名およびポート番号を使用する点を除けば、データベースへ
の接続に使用する URL と似ています。

注: スキーマ名とユーザー名は、どちらもオペレーショナル参照ストアを作成するときに指定したオ
ペレーショナル参照ストアの名前です。この情報が必要な場合はデータベース管理者に問い合わせま
す。
サマリページが表示されます。

c. サマリを確認し、追加の接続プロパティを指定します。 
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以下の表に、設定可能な追加の接続プロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

接続 URL 接続 URL。接続ウィザードでは、デフォルトで接続 URL が生成されます。
次のリストに、Oracle 接続タイプの接続 URL のフォーマットを示します。
- サービス接続タイプ。jdbc:oracle:thin:@//database_host:port/service_name
- SID 接続タイプ。jdbc:oracle:thin:@//database_host:port:sid

［サービス］接続タイプの場合、カスタマイズし、後で別の接続 URL をテストするオ
プションがあります。

登録後に
データソ
ースを作
成する

登録後にアプリケーションサーバーのデータソースを作成する場合は選択します。こ
のオプションを選択しない場合、手動でデータソースを設定する必要があります。
注: アプリケーションサーバークラスタ環境で、オペレーショナル参照ストア用のデ
ータソースと接続プールを手動で作成します。

d. サービス接続タイプには、デフォルトの URL を変更する場合、［編集］ボタンをクリックし、URL を
指定して［OK］をクリックします。 

8. ［完了］をクリックします。 
［データベースの登録］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［OK］をクリックします。 
MDM Hub でオペレーショナル参照ストアが登録されます。

10. 登録したオペレーショナル参照ストアを選択して、［データベース接続のテスト］ボタンをクリックしま
す。 

［データベースのテスト］ダイアログに、データベース接続テストの結果が表示されます。
11. ［OK］をクリックします。 

オペレーショナル参照ストアが登録され、データベースへの接続がテストされます。

Oracle Configuration Manager の登録（オプション）
Oracle Configuration Manager（OCM）は、MDM 環境にインストールされたアプリケーションとデータベー
ス間のすべてのトランザクションのデータを収集します。Hub コンソールを介して、単一の MDM Hub マスタ
データベースに OCM を登録する必要があります。
1. Hub コンソールを起動します。 

［データベースの変更］ダイアログボックスが表示されます。
2. ［MDM Hub マスタデータベース］を選択して、［接続］をクリックします。 
3. ［設定］ワークベンチで、［データベース］ツールをクリックします。 
4. ［書き込みロック］メニューから［ロックの取得］をクリックします。 
5. ［データベース］ペインで、［データベースの登録］ボタンをクリックします。 

Informatica MDM Hub 接続ウィザードが表示されます。
6. Oracle の接続方式から［サービス］を選択して、［次へ］をクリックします。 

［接続プロパティ］ページが表示されます。
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7. ［接続 URL］フィールドに、次の OCM サーバー接続 URL を入力します。 
jdbc:oracle:thin:@(description=(address_list=(address=(protocol=tcps)(port=2484)(host=invlrcon19.informatica.com))(address=(protocol=tcp)(port=1521)(host=invlrcon21.informatica.com)))(connect_data=(SERVICE_NAME=ORCL19C.informatica.com)))

8. ［完了］をクリックします。 
［データベースの登録］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［OK］をクリックします。 
MDM Hub に Oracle Configuration Manager が登録されます。

ActiveVOS 用の Oracle Configuration Manager の設定（オプション）
カスタマイズした Java Database Connectivity（JDBC）の URL を追加することで、Oracle Configuration 
Manager をサポートするように ActiveVOS を設定できます。
1. コマンドプロンプトを開きます。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

infamdm installation directory>\conf\avos.install.properties
3. avos.jdbc.url プロパティを編集します。次のカスタム JDBC URL のリンクを入力します。 

jdbc:oracle:thin:@(description=(address_list=(address=(protocol=tcps)(port=2484)(host=invlrcon19.informatica.com))(address=(protocol=tcp)(port=1521)(host=invlrcon21.informatica.com)))(connect_data=(SERVICE_NAME=ORCL19C.informatica.com)))
4. avos.jdbc.database.url プロパティを編集します。次の ActiveVOS データベース接続 URL を入力します。 

jdbc.database.url=jdbc\:oracle\:thin\:@(description\=(address_list\=(address\=(protocol\=tcps)(port\=2484)(host\=invlrcon19.informatica.com))(address\=(protocol\=tcp)(port\=1521)(host\=invlrcon21.informatica.com)))(connect_data\=(SERVICE_NAME\=ORCL19C.informatica.com)))
5. 次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub installation directory>\hub\server\bin\build.properties
6. avos.jdbc.database.url プロパティを編集します。次の Active VOS データベース接続 URL を入力します。 

activevos.db.jdbc.url=jdbc:oracle:thin:@(description=(address_list=(address=(protocol=tcps)(port=2484)(host=invlrcon19.informatica.com))(address=(protocol=tcp)(port=1521)(host=invlrcon21.informatica.com)))(connect_data=(SERVICE_NAME=ORCL19C.informatica.com)))
7. コマンドプロンプトを開きます。 
8. 次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub installation directory>/hub/server/bin
9. 次のコマンドを実行します。 

• UNIX の場合:
sip_ant.sh avos.deploy -Ddatabase.password=<master database password> -Davos.username=<activeVOS console username> -Davos.password=<activeVOS console password> -Davos.jdbc.database.username=<avos database username> -Davos.jdbc.database.password=<avos database Password> -Davos.jdbc.database.url=<JDBC database URL>

• Windows の場合:
sip_ant.bat avos.deploy -Ddatabase.password=<master database password> -Davos.username=<activeVOS console username> -Davos.password=<activeVOS console password> -Davos.jdbc.database.username=<avos database username> -Davos.jdbc.database.password=<avos database Password> -Davos.jdbc.database.url=<JDBC database URL>

ActiveVOS は OCM でセットアップされます
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第  7  章

Process サーバーのインストール
この章では、以下の項目について説明します。
• プロセスサーバーのインストール, 76 ページ
• インストーラワークフローの確認, 77 ページ
• インストールの値の収集, 78 ページ
• Process サーバーをインストールウィザードからインストールする, 80 ページ
• プロセスサーバーをコマンドラインからインストールする（UNIX のみ）, 81 ページ
• Process サーバーをサイレントモードでインストールする, 82 ページ
• 管理対象サーバーを含む環境に Process サーバーをインストールする, 82 ページ

プロセスサーバーのインストール
インストールウィザード、サイレントインストールスクリプト、または UNIX システムではコマンドラインス
クリプトを使用して、プロセスサーバーをインストールできます。インストール前のタスクを完了し、インス
トーラの開始前に必要な情報を収集した場合、インストールプロセスには約 15 分かかります。

STOP! インストール前のタスクを完了しましたか?
インストーラを実行する前にインストール前のタスクを完了しないと、インストールは失敗しま
す。

インストール準備状況のチェックリスト
MDM 実装プランを作成しました。
サーバーがシステム要件を満たしていることを確認しました。
オペレーティングシステムとソフトウェアのバージョンがサポートされていることを確認しま

した。
オペレーティングシステムとソフトウェアバージョンの既知の制限事項を確認しました。
サポートされているバージョンのアプリケーションサーバーをインストールして設定しました。
サポートされているバージョンのデータベース管理システムをインストールして設定しました。
環境に合わせてインストール前の環境設定タスクを実行しました。
MDM ライセンスファイルをアクセス可能な場所に保存しました。

タスクを実行しなかった場合は、前の章に戻ってタスクを完了するためのヘルプを参照してください。
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続行する準備ができたら、次の手順を実行します。
1. インストールワークフローを確認します。
2. インストール中に入力するすべての値を収集します。
3. インストールウィザードまたはコマンドラインを使用するか、サイレントモードでインストールを開始し

ます。

インストーラワークフローの確認
インストールウィザード、コマンドラインプロンプト、サイレントインストールスクリプトのいずれを使用し
ても、インストーラは同じ順序で手順を実行します。決定ポイントを念頭に置いて、インストールワークフロ
ーに従う必要があります。
次の図は、Process サーバーのインストーラワークフローの手順を示しています。

インストールプロセスの決定ポイントについて確認してください。実装プランを参照して、次の各決定ポイン
トで実行するパスを把握してください。
1. Address Verification を設定しますか? 管理者は、レコードに含まれるアドレスを解釈、処理、およびフ

ォーマットするために Informatica Address Verification を使用します。承認済みユーザーは、マスタデ
ータが更新される前に、レコードに含まれているアドレスを検証、修正、および認証できます。
注: サポートされているバージョンの Informatica Address Verification をすでにインストールしている場
合は、設定およびパラメータファイルの場所と実行するアドレス処理のタイプを設定します。それ以外の
場合は、デフォルトのファイルの場所を使用して、実行するアドレス検証のタイプを指定します。

2. プロセスサーバーをデプロイしますか? インストーラが postInstallSetup スクリプトを実行できるようにし
ます。他の重要なタスクの中で、スクリプトはプロセスサーバーをアプリケーションサーバーにデプロイ
します。または、インストーラの終了後に postInstallSetup スクリプトを実行することもできます。

インストーラワークフローの確認       77



インストールの値の収集
インストーラを実行する前に、インストールの値を収集します。インストーラはアプリケーションサーバー、
データベース管理システム、およびその他のコンポーネントに関する情報を求めるプロンプトを表示します。
これらの表を印刷して環境に応じた値を追加することをお勧めします。
アプリケーションサーバー: Oracle WebLogic Server
次の表を使用して、インストールに必要な WebLogic サーバーの詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォルト値 サー
バー
1 の
値

WebLogic サーバードメイ
ンのインストールディレ
クトリ

WebLogic サーバードメインのディレクトリの場所。 -

ホスト WebLogic サーバーがインストールされるマシンの
ホスト名または IP アドレス。
localhost は使用しないでください。

localhost

リスニングポート WebLogic サーバーがリスンするポート番号。 7001
サーバー名 プロセスサーバーをデプロイする WebLogic ドメイ

ンのサーバーの名前。
-

ユーザー名 管理特権のある WebLogic サーバーユーザーの名前。 WebLogic
パスワード WebLogic サーバー管理者ユーザーのパスワード。 -

クラスタ環境では、その他の WebLogic インスタンスの詳細を次の表に追加します。

プロパティ サーバーイン
スタンス 2 の
値

サーバーイン
スタンス 3 の
値

サーバーイン
スタンス 4 の
値

WebLogic サーバードメインのインストールディレ
クトリ
ホスト
リスニングポート
サーバー名
ユーザー名
パスワード

Informatica Address Verification
注: Informatica Address Verification は、旧名 AddressDoctor です。

78       第 7 章:  Process サーバーのインストール



Informatica Address Verification をインストールする予定がある場合は、次のプロパティを記録します。

プ
ロ
パ
テ
ィ

説明 デフォルト値 サーバーインスタンス 1 の値

構
成
フ
ァ
イ
ル

Informatica Address Verification 構成フ
ァイル SetConfig.xml の場所。このファ
イルを使用して、参照アドレスデータベ
ース、Informatica Address Verification
のロック解除コード、メモリ設定などの
一般的な設定を行います。
すでに Address Verification をインスト
ールしている場合は、構成ファイルの場
所を使用します。それ以外の場合は、デ
フォルトのファイルの場所を使用します

<MDM Hub installation 
directory>\hub\cleanse
\resources
\AddressDoctor
\5\SetConfig.xml

パ
ラ
メ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

Informatica Address Verification パラメ
ータファイル Parameters.xml の場所。こ
のファイルを使用して、Informatica 
Address Verification のアドレス解釈、処
理、およびフォーマットの方法を設定し
ます。
すでに Address Verification をインスト
ールしている場合は、パラメータファイ
ルの場所を使用します。それ以外の場合
は、デフォルトのファイルの場所を使用
します

<MDM Hub installation 
directory>\hub\cleanse
\resources
\AddressDoctor
\5\Parameters.xml

修
正
タ
イ
プ

実行するアドレス処理のタイプ。
次のいずれかの修正タイプを使用しま
す。
- PARAMETERS_DEFAULT。デフォルト

の修正タイプ。Parameters.xml ファイ
ルで定義済みの修正タイプの使用を示
します。

- PARSE_ONLY。アドレス要素を解析し
て適切なフィールドに割り当てます。

- CORRECT_ONLY。アドレスを郵便デ
ータと照合して検証し、アドレスを修
正します。

- CERTIFY_ONLY。各国ごとの郵便当局
の要件を満たすために、郵便認証に従
ってアドレスを検証します。

- CORRECT_THEN_CERTIFY。アドレス
を郵便データと照合して検証し、アド
レスを修正します。次に、各国ごとの
郵便当局の要件を満たすために、郵便
認証に従ってアドレスを検証します。

- TRY_CERTIFY_THEN_CORRECT。各国
ごとの郵便当局の要件を満たすため
に、郵便認証に従ってアドレスを検証
します。アドレスの検証に失敗した場
合、処理によりアドレスが郵便データ
と照合、検証され、アドレスが修正さ
れます。

PARAMETERS_DEFAULT
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製品使用ツールキット
製品使用ツールキットにより、MDM 環境に関する情報が Informatica に送信されます。この情報は、トラブ
ルシューティングに役立てるため、および使用環境に対する推奨事項を提供するために Informatica グローバ
ルカスタマサポートによって使用されます。ツールキットによる Informatica への情報送信を希望しない場合
は、MDM をインストールした後にツールキットを無効化することができます。
次の表を使用して、製品使用ツールキットのインストールに必要な詳細を収集します。

プロパティ 説明 デフォ
ルト値

イン
スト
ール
の値

業種 組織のビジネスに最も一致する業種。 -
環境 インストールする環境のタイプ。

コマンドラインからインストールする場合、次のいずれかの番号
を入力します。
- 1. プロダクション環境
- 2. テストまたは QA 環境
- 3. 開発環境

-

ネットワークにプ
ロキシサーバーが
設定されています
か?

設定されている場合、プロキシサーバーの詳細を指定します。 いいえ

ホスト プロキシサーバーの名前または IP アドレス。 -
ポート プロキシサーバーにより使用されるポート番号。 -
ドメイン名 プロキシサーバーがドメインの一部である場合は、ドメインの名

前。
-

ユーザー名 安全なプロキシサーバーを使用する場合は、MDM にアクセスで
きるユーザーの名前。

-

パスワード ユーザーのパスワード。 -

Process サーバーをインストールウィザードからインストールする
プロセスサーバーをグラフィカルモードでインストールする場合、インストールウィザードを使用します。イ
ンストールウィザードでは手順を追ってインストールすることができます。
Hub サーバーとプロセスサーバーをインストールする際には、同じユーザー名を使用する必要があります。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system name: オペレ
ーティングシステム名>/mrmcleanse
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3. オペレーティングシステムに応じたタスクを実行することでインストーラを開始します。 
• UNIX。コマンドラインから、./hub_cleanse_install.bin を実行します。
• Windows。File Explorer から、hub_cleanse_install.exe をダブルクリックします。
Process サーバーのインストールウィザードが開始します。

4. 言語を選択して、［OK］をクリックします。 
［概要］ウィンドウが表示されます。

5. オンラインの指示に従います。プロンプトが表示されたら、収集したインストールの値を入力します。 
6. インストールの最後に、［設定のサマリ］ウィンドウで選択したオプションを確認します。 
7. 変更が必要な場合、［前へ］をクリックして、適切なウィンドウに戻ります。完了したら、［次へ］をクリ

ックして最後のウィンドウに戻ります。 
8. ［インストール］をクリックします。 
9. ［次の手順］: 次の手順はインストーラから Process サーバーのデプロイを選択したかどうかによって異な

ります。 
• Process サーバーをインストーラからデプロイすることを選択した場合、Process サーバーをインスト

ール後のタスクの一部としてデプロイする必要はありません。
• Process サーバーを後でデプロイすることを選択した場合、Process サーバーをインストール後のタス

クの一部としてデプロイする必要があります。

プロセスサーバーをコマンドラインからインストールする（UNIX のみ）
UNIX では、Process サーバーをコマンドラインからインストールできます。コマンドラインインストールを開
始するスクリプトを実行します。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. コマンドラインから次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system name: オペレ
ーティングシステム名>/mrmcleanse

3. 次のコマンドを実行します。 
。/hub_cleanse_install.bin -i console
Process サーバーのインストールを要求するプロンプトが表示されます。
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4. 収集したインストールの値を入力します。 
括弧内に表示されたデフォルト値を使用するには、Enter を押します。

5. ［次の手順］: インストールの完了後、次の手順は Process サーバーのデプロイを選択したかどうかによっ
て異なります。 
• Process サーバーをインストーラからデプロイすることを選択した場合、Process サーバーをインスト

ール後のタスクの一部としてデプロイする必要はありません。
• Process サーバーを後でデプロイすることを選択した場合、Process サーバーをインストール後のタス

クの一部としてデプロイする必要があります。

Process サーバーをサイレントモードでインストールする
サイレントモードでプロセスサーバーをインストールできます。サイレントインストールを開始する前に、サ
イレントインストールのプロパティファイルが設定されていることを確認します。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. サイレントインストールプロパティファイルをターゲット環境にコピーします。 
3. ターゲット環境で、オペレーティングシステムに応じたコマンドを実行します。 

• UNIX。。/hub_install.bin -f <absolute path to edited installer properties file>
• Windows。hub_install.exe -f <absolute path to edited installer properties file>
自動インストーラがバックグラウンドで実行します。プロセスにしばらく時間がかかる場合があります。

4. インストーラによる Process サーバーのデプロイを選択した場合、postinstallSetup.log をチェックして、
正常にインストールされたかどうかを確認します。 
log ファイルは、次のディレクトリにあります。
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/server/logs

5. ［次の手順］: インストールの完了後、次の手順は Process サーバーのデプロイを選択したかどうかによっ
て異なります。 
• Process サーバーをインストーラからデプロイすることを選択した場合、Process サーバーをインスト

ール後のタスクの一部としてデプロイする必要はありません。
• Process サーバーを後でデプロイすることを選択した場合、Process サーバーをインストール後のタス

クの一部としてデプロイする必要があります。

管理対象サーバーを含む環境に Process サーバーをインストールする
Process サーバーアプリケーションをデプロイする必要がある管理サーバーとすべての管理対象サーバーに
Process サーバーをインストールします。Process サーバーがインストールされたディレクトリの構造がすべ
てのノードで確実に同じになるようにしてください。
1. すべてのマシンで、WebLogic 管理サーバーと管理対象サーバーを開始します。 
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2. 次のディレクトリに移動します。 
<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system name: オペレ
ーティングシステム名>/mrmcleanse

3. Process サーバーインストーラを管理サーバーまたは管理対象サーバーで起動するには、次のコマンドを
実行します。 
UNIX。./hub_cleanse_install.bin -DSIPERIAN_INSTALL_PREREQ_VALIDATION=false
Windows。hub_cleanse_install.exe -DSIPERIAN_INSTALL_PREREQ_VALIDATION=false
Process サーバーのインストールウィザードが開始します。

4. オンラインの指示に従います。プロンプトが表示されたら、収集したインストールの値を入力します。 
5. ［次の手順］: インストールの完了後、インストールを含むすべてのノードで Process サーバーを手動でデ

プロイします。 
注: プライマリノードに対する自動デプロイメントを実行した場合、プライマリノードでの手動デプロイ
は必要ありません。
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第  8  章

Process サーバーのインストール
後のタスク

この章では、以下の項目について説明します。
• インストールログファイルのコピー, 84 ページ
• バージョンとビルド番号の確認, 85 ページ
• プロセスサーバーアプリケーションのデプロイ（条件付き）, 85 ページ
• プロセスサーバーの保護された通信の有効化, 90 ページ
• Elasticsearch のインストールおよび設定, 90 ページ
• 一致ポピュレーションの設定, 91 ページ
• プロセスサーバーとクレンジングエンジンの設定, 92 ページ

インストールログファイルのコピー
インストールログファイルは、Process サーバーののインストールに失敗した場合に、問題を解決するのに役
立ちます。ログファイルは、インストールドキュメントディレクトリにコピーしておきます。インストールの
問題について問い合わせした場合は、Informatica グローバルカスタマサポートによりログファイルのコピー
を求められることがあります。
次の表に、さまざまなタイプのインストールログファイルの説明を示します。

ログファイル
のタイプ

説明

インストール
ログ

- ファイル名。Informatica_MDM_Cleanse_Match_Server_Install_<timestamp>.xml
- 場所。<MDM Hub installation directory>/hub/cleanse/UninstallerData/Logs
- 内容。作成されたディレクトリ、インストールされたファイルおよび実行されたコマン

ドの名前、インストールされた各ファイルのステータス。
インストール
前提条件ログ

- ファイル名。installPrereq.log
- 場所。<MDM Hub installation directory>/hub/cleanse/Logs
- 内容。インストーラによって実行される前提条件チェックのログ。

デバッグログ - ファイル名。infamdm_installer_debug.txt
- 場所。<MDM Hub installation directory>/hub/cleanse/
- 内容。インストール中に行う選択、およびインストーラによって実行されるアクション

に関する詳細情報。
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ログファイル
のタイプ

説明

インストール
後のセットア
ップログ

- ファイル名。postInstallSetup.log
- 場所。<MDM Hub installation directory>/hub/cleanse/logs
- 内容。インストール後プロセス中にインストーラによって実行されるアクション、およ

びインストール後プロセスで発生するエラーのサマリ。
プロセスサー
バーのログ

- ファイル名。cmxserver.log
- 場所。<MDM Hub installation directory>/hub/cleanse/logs
- 内容。プロセスサーバーの操作のサマリ。

WebLogic サー
バーのログ

- ファイル名。access.log、<WebLogic server>.log、および<WebLogic domain>.log
- 場所。<Weblogic domain>/servers/<Weblogic server>/logs
- 内容。メッセージの処理ステータス、JMS の接続ステータス、トランザクション詳細、

Java 例外、ファイルアクセス詳細が含まれます。

バージョンとビルド番号の確認
正しいバージョンとビルド番号のプロセスサーバーがインストールされていることを確認します。
1. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。<MDM Hub installation directory: MDM Hub の

インストールディレクトリ>/hub/cleanse/bin 
2. プロセスサーバーのバージョンとビルド番号を確認するには、次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合: versionInfo.sh
Windows の場合: versionInfo.bat
注: AIX システムの場合は、<>/jre/bin ディレクトリから Java を実行するように、Java home: Java 
homeversionInfo.sh スクリプトを変更します。

プロセスサーバーアプリケーションのデプロイ（条件付き）
プロセスサーバーアプリケーションのデプロイメントが必要なシナリオがある場合は、プロセスサーバーアプ
リケーションをデプロイします。
次のいずれかのシナリオでプロセスサーバーアプリケーションをデプロイする必要があります。
• インストールは、アプリケーションサーバーのマルチノード環境またはクラスタ環境にあります。
• インストールは完了したが、インストール中に実行した postInstallSetup スクリプトが失敗する。
• インストール中に postInstallSetup スクリプトをスキップした。
次の手順を実行して、プロセスサーバーアプリケーションをデプロイします。
1. プロセスサーバーが Hub サーバーと同じアプリケーションサーバーインスタンスにインストールされてい

ない場合は、データソースを作成します。
2. プロセスサーバーアプリケーション siperian-mrm-cleanse.ear をデプロイします。
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3. 管理対象サーバーがある環境にデプロイする場合は、デプロイメントのターゲットを指定します。

手順 1. データソースの作成（条件付き）
Process サーバーが Hub サーバーと同じアプリケーションサーバーインスタンスにデプロイされていない場合
は、アプリケーションサーバーのデータソースを設定します。
1. JDBC ドライバをインストールします。 
2. MDM Hub マスタデータベースのデータソースを作成します。 
3. オペレーショナル参照ストアのデータソースを作成します。 

手順 1.JDBC ドライバのインストール
MDM Hub マスタデータベースとオペレーショナル参照ストア（ORS）のデータソースを作成する前に、JDBC
ドライバをインストールします。
サポートされているバージョンの JDBC ドライバの取得方法については、Oracle にお問い合わせください。
1. JDBC ドライバを次のディレクトリにコピーします。 

<WebLogic installation directory: Weblogic のインストールディレクトリ>/wlsserver/server/lib
2. 次のファイルの__CLASSPATH 変数に、JDBC ドライバへのパスを追加します。 

UNIX の場合:<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>/bin/commEnv.sh
Windows の場合:<WebLogic domain: WebLogic ドメイン>\bin\commEnv.cmd
注: 他の WebLogic Server ライブラリへのパスの前に、JDBC ドライバへのパスを配置します。

手順 2.MDM Hub マスタデータベースのデータソースの作成
JDBC ドライバをインストールした後で、MDM Hub マスタデータベース用のデータソースを作成します。
1. WebLogic 管理コンソールで、［ロックして編集］ボタンをクリックしてロックを取得します。 
2. ［サービス］ > ［JDBC］ > ［データソース］をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

［JDBC データソースのプロパティ］ページが表示されます。
3. 以下のデータソースのプロパティを指定してください。 

プロパティ 説明
名前 JDBC データソースの名前。「MDM Master Data Source」という名前を付けます。
JNDI 名 JDBC データソースが関連付けられる場所への JNDI パス。jdbc/siperian-

cmx_system-ds と指定します。
データベースタイプ 接続先にするデータベースのタイプ。［Oracle］を選択します。
データベースドライ
バ

データベースへの接続に使用する JDBC ドライバ。［Oracle ドライバ（Thin 
XA）］を選択します。

4. ［次へ］をクリックし、［次へ］をもう一度クリックします。 
［接続プロパティ］ページが表示されます。
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5. 次の接続プロパティの値を入力します。 

プロパティ 説明
データベース名 接続するデータベースの名前。
ホスト名 データベースをホストするサーバーの DNS 名または IP アドレス。7001 以外の

WebLogic ポートに MDM Hub アプリケーションをデプロイするには、WebLogic
ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでくださ
い。

ポート データベースサーバーが接続リクエストをリスンするポート。
データベースユー
ザー名

データソース内の各接続に使用するデータベースユーザー名。

パスワード データベースユーザーアカウントのパスワード。
パスワードの確認 データベースユーザーアカウントのパスワード。

6. ［次へ］をクリックします。 
［データベース接続のテスト］ページが表示されます。

7. ［設定のテスト］をクリックして、ドライバ接続をテストします。 
テストに失敗した場合は、［接続プロパティ］ページ内の値を更新し、成功するまで接続を繰り返し試行す
る必要があります。

8. ［次へ］をクリックし、データソースをデプロイするサーバーを選択します。 
9. ［完了］をクリックし、［変更のアクティブ化］をクリックします。 

手順 3. オペレーショナル参照ストアのデータソースの作成
各オペレーショナル参照ストアのデータソースを作成します。
1. WebLogic 管理コンソールで、［ロックして編集］ボタンをクリックしてロックを取得します。 
2. ［サービス］ > ［JDBC］ > ［データソース］をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

［JDBC データソースのプロパティ］ページが表示されます。
3. 以下のデータソースのプロパティを指定してください。 

プロパティ 説明
名前 JDBC データソースの名前。「MDM ORS Data Source」という名前を付けます。
JNDI 名 JDBC データソースが関連付けられる場所への JNDI パス。「jdbc/siperian-

<oracle host name>-<oracle sid>-<Operational reference Store name>-ds」と指定
します。

データベースタイプ 接続先にするデータベースのタイプ。［Oracle］を選択します。
データベースドライ
バ

データベースへの接続に使用する JDBC ドライバ。［Oracle ドライバ（Thin 
XA）］を選択します。

4. ［次へ］をクリックし、［次へ］をもう一度クリックします。 
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［接続プロパティ］ページが表示されます。
5. 次の接続プロパティの値を入力します。 

プロパティ 説明
データベース名 接続するデータベースの名前。
ホスト名 データベースをホストするサーバーの DNS 名または IP アドレス。7001 以外の

WebLogic ポートに MDM Hub アプリケーションをデプロイするには、WebLogic
ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでくださ
い。

ポート データベースサーバーが接続リクエストをリスンするポート。
データベースユー
ザー名

データソース内の各接続に使用するデータベースユーザー名。

パスワード データベースユーザーアカウントのパスワード。
パスワードの確認 データベースユーザーアカウントのパスワード。

6. ［次へ］をクリックします。 
［データベース接続のテスト］ページが表示されます。

7. ［設定のテスト］をクリックして、ドライバ接続をテストします。 
テストに失敗した場合は、［接続プロパティ］ページ内の値を更新し、成功するまで接続を繰り返し試行す
る必要があります。

8. ［次へ］をクリックし、データソースをデプロイするサーバーを選択します。 
9. ［完了］をクリックし、［変更のアクティブ化］をクリックします。 

手順 2。プロセスサーバーアプリケーションのデプロイ（条件付き）
インストールがアプリケーションサーバーのマルチノード環境またはクラスタ環境内にある場合、あるいは
postInstallSetup スクリプトがスキップされたか失敗した場合は、プロセスサーバーアプリケーションをデプロ
イします。
プロセスサーバーアプリケーションを、プロセスサーバーをインストールしたのと同じマシンにデプロイしま
す。プロセスサーバーアプリケーションは、それに関連付けられているプロセスサーバーのインストールを見
つけることができる必要があります。そのため、アプリケーション EAR ファイルを別のマシンへのデプロイメ
ントのためにコピーしないでください。例えば、プロセスサーバーをテストマシンにインストールし、アプリ
ケーションを本番マシンにデプロイしたとします。本番マシンにデプロイされたアプリケーションは、テスト
マシン上のインストールを見つけることができません。
次のいずれかの手順を使用して、プロセスサーバーアプリケーションをデプロイします。
デプロイメント用スクリプトの使用

postInstallSetup スクリプトを実行して、プロセスサーバーアプリケーションをデプロイします。
手動デプロイ

プロセスサーバーアプリケーションを手動でデプロイします。
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プロセスサーバーアプリケーションのデプロイでのスクリプトの使用（条件付
き）
PostInstallSetup スクリプトを実行して、プロセスサーバーアプリケーションをデプロイできます。WebLogic
管理サーバーで PostInstallSetup スクリプトを実行する必要があります。
重要: インストールがアプリケーションサーバーのマルチノード環境またはクラスタ環境にある場合は、まず 1
つのノードにプロセスサーバーアプリケーションをデプロイし、次に他方のノードにプロセスサーバーアプリ
ケーションをデプロイします。プロセスサーバーアプリケーションは、必ずプロセスサーバーをインストール
したのと同じマシンにデプロイしてください。
1. WebLogic を起動します。管理対象サーバーがある環境にインストールした場合は、WebLogic 管理サー

バーとすべての管理対象サーバーを起動します。 
2. 管理対象サーバーがあり、管理サーバーと管理対象サーバーはそれぞれ異なるマシン上にある環境を使用

している場合は、siperian-mrm-cleanse.ear デプロイメントファイルを、管理サーバーのプロセスサーバー
インストールディレクトリにコピーします。 
デプロイメントファイルは、次のディレクトリにあります。<MDM Hub installation directory: MDM Hub のイ
ンストールディレクトリ>/hub/cleanse

3. コマンドプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。 
<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/hub/cleanse

4. PostInstallSetup スクリプトを実行します。 
UNIX の場合: ./postInstallSetup.sh -Dweblogic.password=<Weblogic のパスワード> -Ddatabase.password=<データ
ベースのパスワード>
Windows の場合: postInstallSetup.bat -Dweblogic.password=<Weblogic のパスワード> -Ddatabase.password=<デ
ータベースのパスワード>

詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。

プロセスサーバーアプリケーションの手動でのデプロイ（条件付き）
WebLogic アプリケーションサーバーに Process サーバーを手動でデプロイできます。プロセスサーバーアプ
リケーションは、プロセスサーバーのインストールディレクトリからデプロイする必要があります。
1. 既存のデプロイメントがある場合は、WebLogic Server 管理コンソールを使用して、siperian-mrm-

cleanse.ear をデプロイ解除します。 
2. WebLogic Server 管理コンソールを使用して、siperian-mrm-cleanse.ear をデプロイします。 

EAR ファイルは、Process サーバーインストールディレクトリからデプロイする必要があります。
アプリケーションのデプロイの詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。

手順 3. 管理対象サーバーがある環境でのデプロイメントのターゲットの指定（条件付き）
管理対象サーバーがある環境にデプロイする場合、WebLogic Server 管理コンソールでデプロイメントのター
ゲットを指定します。
1. WebLogic Server 管理コンソールを起動します。 
2. siperian-mrm-cleanse.ear デプロイメントのターゲットとしてすべての管理対象サーバーを指定します。 
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3. プロセスサーバーと Hub サーバーインスタンスが異なる管理対象サーバーにある場合、以下のデータソー
スのターゲットとしてプロセスサーバーインスタンスのすべての管理対象サーバーを指定します。 
• MDM Hub マスタデータベースのデータソース
• オペレーショナルリファレンスストアのデータソース

4. すべての管理対象サーバーが、起動クラスおよびシャットダウンクラスのためのターゲットであることを
確認します。 

詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。

プロセスサーバーの保護された通信の有効化
各プロセスサーバーには、署名済み証明書が必要です。Hub コンソールを使用して HTTPS プロトコルを有効
化し、プロセスサーバーごとに保護されたポートを指定します。
1. 証明書ストアで、プロセスサーバー向けの署名済み証明書を作成します。 
2. アプリケーションサーバーが証明書ストアにアクセスできることを確認します。 
3. Hub コンソールにログインします。 
4. オペレーショナルリファレンスストアデータベースを選択します。 
5. 書き込みロックを取得します。 
6. ［ユーティリティ］ワークベンチで、［プロセスサーバー］を選択します。 
7. プロセスサーバーを選択して、プロセスサーバーの編集アイコンをクリックします。 

［プロセスサーバーの追加/編集］ダイアログボックスが表示されます。
8. ［ポート］が保護されたポートであることを確認します。 
9. ［保護された接続（HTTPS）］チェックボックスを選択します。 

10. ［OK］をクリックします。 
11. リストに表示されるその他のプロセスサーバーを確認します。 

Elasticsearch のインストールおよび設定
検索を使用するには、MDM Hub 用に Elasticsearch をインストールおよび設定します。
検索のインストールおよび構成の詳細については、Multidomain MDM の設定ガイドの「Elasticsearch を使用
した検索」の章を参照してください。
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一致ポピュレーションの設定
一致ポピュレーションには、マッチプロセスに使用する標準ポピュレーションセットが含まれます。サポート
されている国、言語、またはポピュレーションごとに標準ポピュレーションセットがあります。マッチルール
に使用する一致ポピュレーションを有効にする必要があります。
一致ポピュレーションは、Informatica MDM Hub のインストールの population.ysp ファイルとして用意されて
います。ポピュレーション名は ysp ファイル名と同じです。Japanese ポピュレーションを追加する際に、
Person_Name_Kanji 一致フィールドを使用する場合は、_Kanji をポピュレーション名に追加します。例え
ば、Japan_Kanji または Japan_i_Kanji になります。この場合、標準の Person_Name 一致フィールドは使
用できません。
使用するポピュレーションには、SSA-Name3 バージョンの MDM Hub との互換性が必要です。追加のポピュ
レーションファイルが必要な場合、または更新されたポピュレーションファイルを新しいバージョンにアップ
グレードする必要がある場合は、Informatica グローバルカスタマサポートにお問い合わせください。この製
品で要求する最初のポピュレーションファイルは無料です。他の国用のポピュレーションファイルが必要な場
合や、MDM Hub の最新バージョンにアップグレードするために更新されたポピュレーションファイルが必要
な場合があります。

一致ポピュレーションの有効化
一致ルールに使用する一致ポピュレーションを有効にする必要があります。
1. <population>.ysp ファイルを以下の場所にコピーします。 

UNIX の場合:<infamdm_install_directory>/hub/cleanse/resources/match
Windows の場合:<infamdm_install_directory>\hub\cleanse\resources\match

2. C_REPOS_SSA_POPULATION メタデータテーブルで、ポピュレーションが登録されていることを確認し
ます。 
MDM Hub インストールのシードデータベースには、C_REPOS_SSA_POPULATION テーブルに登録され
たいくつかのポピュレーションがありますが、有効にはなっていません。

3. C_REPOS_SSA_POPULATION テーブルにポピュレーションが含まれていない場合、それをテーブルに追
加して有効にします。 
ポピュレーション名は ysp ファイル名と同じです。例えば、ysp ファイル名が US.ysp の場合、ポピュレー
ション名は US です。
ポピュレーションをオペレーショナルリファレンスストアに追加するには、以下の手順を実行します。
a. ポピュレーションを追加するオペレーショナルリファレンスストアスキーマに接続します。 
b. SQL*Plus で、以下のディレクトリにある add_std_ssa_population.sql スクリプトを実行します。 

UNIX の場合:<infamdm_install_directory>/server/resources/database/custom_scripts/oracle
Windows の場合:<infamdm_install_directory>\server\resources\database\custom_scripts\oracle
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c. 以下の表に説明する内容に従ってプロンプトに回答します。 

プロンプト 説明
追加するポピュレーションを入力します ポピュレーションの名前。
ROWID_SSA_POP の値を入力します（例: 
INFA.0001）。デフォルトは [INFA.0001]

C_REPOS_SSA_POPULATION メタデータテーブルの
ROWID_SSA_POP カラムの一意の値。デフォルトは
INFA.0001 です。

ポピュレーションは C_REPOS_SSA_POPULATION テーブルに登録されています。
d. 次のコマンドを実行して、ポピュレーションを有効にします。 

UPDATE c_repos_ssa_population SET enabled_ind = 1 WHERE population_name = '<Your Population> ';COMMIT;
4. ポピュレーションが有効化されたら、Process サーバーを再起動します。 
5. Hub コンソールにログインし、ポピュレーションが有効になっていることを確認します。 

ポピュレーションは、ベースオブジェクトの［一致/マージ設定］ユーザーインタフェースに表示されま
す。

プロセスサーバーとクレンジングエンジンの設定
Process サーバーをインストールすると、Process サーバーを使用してクレンジングエンジンを設定できます。
クレンジングエンジンの設定に関する詳細については、『Multidomain MDM のクレンズアダプタガイド』を参
照してください。
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第  9  章

アプリケーションサーバーに対す
る ActiveVOS のインストール後の
タスク

この章では、以下の項目について説明します。
• WebLogic 環境での信頼されたユーザーの作成, 93 ページ
• WebLogic クラスタ環境での ActiveVOS のインストールおよびデプロイ, 94 ページ
• 安全な ActiveVOS 通信のための WebLogic の設定, 95 ページ
• デフォルトのセキュリティレルムの編集, 95 ページ
• ActiveVOS ロールの追加, 95 ページ
• WebLogic でのユーザーおよびグループの設定, 96 ページ

WebLogic 環境での信頼されたユーザーの作成
ActiveVOS ワークフローエンジンを使用するには、アプリケーションサーバーで abTrust、
abServiceConsumer、および abTaskClient のロールを持つ信頼されたユーザーを作成します。
この信頼されたユーザーは、Hub コンソールの ActiveVOS ワークフローアダプタユーザーと同じユーザーで
す。信頼されたユーザーの名前は、アプリケーションサーバーの管理者ユーザーと同じ名前にすることはでき
ません。
1. WebLogic コンソールで、次のロールを作成します。 

• abTrust
• abServiceConsumer
• abTaskClient

2. WebLogic コンソールで、信頼されたユーザーを作成し、そのユーザーを abTrust、
abServiceConsumer、および abTaskClient の各ロールに割り当てます。 

3. アプリケーションサーバーを再起動します。 
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WebLogic クラスタ環境での ActiveVOS のインストールおよびデプロイ
WebLogic クラスタ環境で、ActiveVOS コンソールを使用して MDM ID サービスプロバイダに接続するには、
MDM Hub のインストール後に追加の手順を実行します。
Hub Server、埋め込み ActiveVOS およびプロセスサーバーのインストール後、次の手順を完了します。
1. WebLogic 作業マネージャを設定します。
2. WebLogic タイムマネージャを設定します。
3. JAAS アプリケーションログインの設定。
4. ActiveVOS サーバーおよび ActiveVOS Central のインストール。
5. ActiveVOS インストールファイルの編集。
6. ActiveVOS および Identity Resolution のデプロイ。
注: インストールおよびデプロイ手順は、WebLogic のバージョンによって異なる可能性があります。お使いの
WebLogic のバージョンに特有の情報については、そのバージョン用の WebLogic のマニュアルを参照してく
ださい。

WebLogic 作業マネージャの設定
WebLogic 管理コンソールを使用して、ActiveVOS のエンタープライズおよびシステム作業マネージャを作成
します。作業マネージャは、非同期 Bean を使用する ActiveVOS アプリケーションコンポーネント用のスレッ
ドプールとして動作します。
1. WebLogic 管理コンソールから、［リソース］ > ［非同期 Bean］ > ［作業マネージャ］に移動します。 
2. 次のプロパティを指定して作業マネージャを追加します。 

プロパティ 作業マネージャ 1 作業マネージャ 2
名前 ActiveVOS エンタープライズ作

業マネージャ
ActiveVOS システム作業マネージャ

JNDI 名 wm/ActiveVOS（推奨名） wm/ActiveVOSSystem
スレッドの最小数 10 （5 ページ）
スレッドの最大数 150 50
スコープ クラスタ クラスタ
サービスのセキュリティおよ
び作業領域

有効 有効

注: WebLogic 作業マネージャを設定しない場合、ActiveVOS は独自の内部作業マネージャを使用します。
WebLogic JNDI 名が推奨名と異なる場合は、WebLogic JNDI 名を入力します。
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安全な ActiveVOS 通信のための WebLogic の設定
ActiveVOS と MDM Hub 間の通信にセキュアな HTTP（HTTPS）プロトコルを使用するには、アプリケーショ
ンサーバーを設定する必要があります。
1. WebLogic コンソールで、アプリケーションサーバーの SSL リスンポートを有効にします。 
2. コマンドプロンプトを開きます。 
3. 次のディレクトリに移動します。 

<MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>\hub\server
4. 次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合:
postinstallSetup.sh -Ddatabase.password=<MDM Hub Master Database password: MDM Hub マスターデータベースのパスワード> -Dweblogic.password=<WebLogic password: WebLogic パスワード> 
Windows の場合:
postinstallSetup.bat -Ddatabase.password=<MDM Hub Master Database password: MDM Hub マスターデータベースのパスワード> -Dweblogic.password=<WebLogic password: WebLogic パスワード> 

5. アプリケーションサーバーを再起動します。 

デフォルトのセキュリティレルムの編集
WebLogic では、セキュリティレルムはユーザーの資格情報とロールを管理するためのコンテナです。
1. WebLogic Server 管理コンソールで、MDM10 ドメイン内で［セキュリティ レルム］をクリックします。 
2. デフォルトのレルム［myRealm］をクリックします。 
3. ［プロバイダ］タブをクリックして、［認証］タブをクリックします。 
4. ［認証］タブで、［DefaultAuthenticator］をクリックします。 
5. ［構成］タブをクリックして、［Common］タブをクリックします。 
6. 制御フラグリストから［OPTIONAL］を選択します。 
7. ［保存］をクリックします。 
8. WebLogic インスタンスを再起動します。 

ActiveVOS ロールの追加
セキュリティレルムに ActiveVOS ロールを追加します。
1. WebLogic Server 管理コンソールで、MDM10 ドメイン内で［セキュリティ レルム］をクリックします。 
2. セキュリティレルムを選択します。 
3. ［ロールとポリシー］タブをクリックし、次に［レルム ロール］タブをクリックします 。 
4. ［レルム ロール］タブで、［グローバル ロール］を展開し、［ロール］をクリックします。 
5. ［新規］をクリックします。 
6. ［名前］フィールドに ActiveVOS ロール abAdmin を入力し、［OK］をクリックします。 
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7. ［新規］をクリックします。 
8. ［名前］フィールドに ActiveVOS ロール abTaskClient を入力し、［OK］をクリックします。 
9. ［新規］をクリックします。 

10. ［名前］フィールドに ActiveVOS ロール abServiceConsumer を入力し、［OK］をクリックします。 
11. ［新規］をクリックします。 
12. ［名前］フィールドに ActiveVOS ロール abTrust を入力し、［OK］をクリックします。 

WebLogic でのユーザーおよびグループの設定
推奨の BE ActiveVOS ワークフローエンジンを使用している場合は、このセクションを省略できます。BE 
ActiveVOS ワークフローエンジンは、ActiveVOS 用の MDM Identity Services を使用します。
他のワークフローエンジンを使用する場合は、MDM ユーザーロールと一致するユーザーとグループを
WebLogic で作成します。

グループの作成
MDM Hub 管理者用のグループと MDM Hub ユーザー用の別のグループを作成します。
1. WebLogic Server 管理コンソールで、MDM10 ドメイン内で［セキュリティ レルム］をクリックします。 
2. 作成したレルムを選択します。 
3. ［ユーザーとグループ］タブをクリックします。 
4. ［グループ］をクリックします。 
5. ［新規］をクリックします。 
6. ［名前］フィールドに MDMAVadmins を入力し、［OK］をクリックします。 
7. ［新規］をクリックします。 
8. ［名前］フィールドに MDMAVusers を入力し、［OK］をクリックします。 

ユーザーの追加
ActiveVOS サーバーで認証する MDM Hub 管理者とユーザーを追加します。
1. MDM Hub 管理者およびユーザーと一致しているユーザークレデンシャルを持つユーザーを追加します。 

a. ［ユーザーとグループ］タブで［ユーザー］をクリックします。 
b. ［新規］をクリックします。 
c. ［名前］フィールドに MDM Hub 管理者またはユーザーのユーザー名を入力します。 
d. ［パスワード］フィールドにこのユーザー名のパスワードを入力し、もう一度入力します。 
e. ［OK］をクリックします。 
f. 上記の手順を繰り返し、ActiveVOS サーバーで認証するすべての MDM Hub 管理者とユーザーを追加

します。 
2. MDMAVadmins グループに管理者を割り当てます。 

a. ［ユーザーとグループ］タブで、MDM Hub 管理者をクリックします。 
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b. ［グループ］をクリックします。 
c. ［使用可能］リストで［MDMAVadmins］グループをクリックし、［選択済み］に移動します。 
d. ［保存］をクリックします。 
e. 上記の手順を繰り返し、残りの MDM Hub 管理者を追加します。 

3. ユーザーを MDMAVusers グループに割り当てます。 

abTaskClient ロールの編集
abTaskClient ロールを編集し、MDMAVusers グループ内のユーザーに ActiveVOS サーバーでの認証を許可す
るセキュリティポリシーを追加します。
1. ［ロールとポリシー］タブをクリックし、次に［レルム ロール］タブをクリックします 。 
2. ［レルム ロール］タブで［グローバル ロール］ > ［ロール］を展開します。 
3. ［abTaskClient］行で、［ロール条件の表示］をクリックします。 
4. ［Add Conditions］をクリックします。 
5. ［Predicate］リストから［Group］を選択します。 
6. ［次へ］をクリックします。 
7. ［Group Argument Name］フィールドに MDMAVusers を入力し、［追加］をクリックします。 
8. ［完了］をクリックします。 
9. ［保存］をクリックします。 
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第  1 0  章

ビジネスエンティティアダプタに
対する ActiveVOS のインストール
後のタスク

この章では、以下の項目について説明します。
• ActiveVOS Web アプリケーション, 98 ページ
• ビジネスエンティティワークフローアダプタの ActiveVOS URN の設定, 99 ページ
• ActiveVOS プロトコルの HTTPS への設定, 99 ページ
• プライマリワークフローエンジンの設定, 100 ページ
• ActiveVOS 用の MDM Identity Service の設定, 100 ページ
• タスクの設定, 101 ページ

ActiveVOS Web アプリケーション
バンドルとしてライセンス供与された ActiveVOS サーバーのバージョンをインストールする場合には、2 つの
ActiveVOS Web アプリケーションを使用できるライセンスも供与されています。 それらのアプリケーション
を使用するには、アプリケーションサーバーのコンテナにユーザーを追加します。
以下の Web アプリケーションがあり、これらはいくつかの目的に使用できます。
ActiveVOS コンソール

管理者は、ActiveVOS コンソールを使用して、デプロイされたプロセス、警告システム、およびエンドポ
イントの場所を管理します。 また、パフォーマンスの監視および管理を行うようにエンジンを設定するこ
ともできます。

ActiveVOS Central
ビジネスユーザーは、ActiveVOS Central を使用して、タスク、要求、およびレポートを管理できます。 
ただし、通常、タスクの管理には Data Director（IDD）アプリケーションが使用されます。これは、確認
対象のエンティティをタスクマネージャから開くことができるからです。
ActiveVOS Central を使用するには、MDM Hub ユーザーをアプリケーションサーバー コンテナに追加す
る必要があります。

これらの Web アプリケーションの詳細については、Informatica ActiveVOS のマニュアルを参照してくださ
い。
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ビジネスエンティティワークフローアダプタのActiveVOS URN の設定
ActiveVOS サーバーには、内部的に使用する 2 つの定義済みの Uniform Resource Name（URN）があります。
URN マッピングの URL は、ActiveVOS サーバーが動作しているホスト名とポート番号に変更する必要があり
ます。
1. ActiveVOS コンソールを起動します。ブラウザで、正しいホスト名とポート番号に置き換えて、以下の

URL を入力します。 
暗号化接続: https://[host]:[port]/activevos
非暗号化接続: http://[host]:[port]/activevos

2. ActiveVOS コンソールのホームページで、［Administration］ > ［Configure Server］ > ［URN 
Mappings］をクリックします。 

3. 以下の URN について、ActiveVOS サーバーのホスト名とポート番号を反映するようにパスを更新します。 
URN URL パス
ae:internal-reporting 暗号化接続: https://[host]:[port]/activevos/internalreports

非暗号化接続: http://[host]:[port]/activevos/internalreports
ae:task-inbox 暗号化接続: https://[host]:[port]/activevos-central/avc

非暗号化接続: http://[host]:[port]/activevos-central/avc

4. urn:mdm:service が MDM Hub サーバーのホスト名とポート番号にマッピングされていることを確認し
ます。 
暗号化接続: https://[host]:[port]/cmx/services/BEServices
非暗号化接続: http://[host]:[port]/cmx/services/BEServices

ActiveVOS プロトコルの HTTPS への設定
ActiveVOS と MDM Hub の間の安全な通信を有効にするには、Hub コンソールの Workflow Manager で
HTTPS にプロトコルを設定します。
最初に、HTTPS 通信用のアプリケーションサーバーを設定する必要があります。
1. Hub コンソールを起動します。 
2. 書き込みロックを取得します。 
3. 設定ワークベンチの［Workflow Manager］をクリックします。 
4. Workflow Manager で［ワークフローエンジン］タブをクリックします。 
5. ActiveVOS ワークフローエンジンを選択し、［編集］ボタンをクリックします。 
6. ［ワークフローの編集］ダイアログボックスで、プロトコルを HTTPS に設定します。 
7. WebLogic 環境では、［ワークフローの編集］ダイアログボックスで、abAdmin ロールに属するユーザー

のユーザー名およびパスワードを入力します。 
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プライマリワークフローエンジンの設定
プライマリワークフローエンジンを設定するには、ビジネスエンティティに基づく ActiveVOS ワークフローの
ワークフローエンジンを追加します。セカンダリワークフローエンジンは、廃止されたワークフローエンジン
を使用して既存タスクを処理する既存顧客のためにあります。
1. Hub コンソールの設定ワークベンチで［Workflow Manager］をクリックします。 
2. 書き込みロックを取得します。 
3. ［ワークフローエンジン］タブを選択し、［追加］ボタンをクリックします。 
4. ［ワークフローの追加］ダイアログボックスで、ワークフローエンジンのプロパティを入力します。 

以下の表に、ワークフローエンジンのプロパティを示します。

フィールド 説明
ワークフローエンジン ワークフローエンジンの表示名
アダプタ名 ビジネスエンティティに基づいて ActiveVOS ワークフローアダプタに［BE 

ActiveVOS］を選択します。
ホスト Informatica ActiveVOS インスタンスのホスト名。
ポート Informatica ActiveVOS インスタンスのポート名。
ユーザー名 信頼されたユーザーのユーザー名。
パスワード 信頼されたユーザーのパスワード。
プロトコル MDM Hub と ActiveVOS 間の通信プロトコル。プロトコルには http または

https が使用できます。

5. ［OK］をクリックします。 

ActiveVOS 用の MDM Identity Service の設定
埋め込み ActiveVOS を使用している場合は、MDM Identity Service を使用するように ActiveVOS を設定して
ください。ActiveVOS 用の MDM Identity Service を設定するには、ActiveVOS コンソールを使用して、MDM 
Hub ワークフローエンジンユーザーのパスワードを Identity Service のパスワードに設定します。
1. ActiveVOS コンソールで、［管理］ > ［サービスの設定］ > ［Identity Service］を選択します。 
2. ［プロバイダ設定］セクションで、［有効］チェックボックスを有効にして、［プロバイダタイプ］から

［MDM］を選択します。 
3. ［接続］タブで、ユーザー名を admin として MDM Hub ユーザーのパスワードを入力します。 

注: 後で管理者ユーザーのパスワードを変更する場合、ActiveVOS ID サービス設定で新しいパスワードを
入力する必要があります。

4. ［更新］をクリックします。 
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5. ActiveVOS が admin ユーザーとして MDM Hub にログインできるかどうか、［テストのユーザー］として指
定したユーザーのロールのリストを ActiveVOS が取得できるかどうかをテストします。 
a. ［テスト］タブを選択します。 
b. ［テストのユーザー］フィールドに、ロールに割り当てられた MDM Hub ユーザーを入力します。 
c. ［テスト設定］をクリックします。 

注: オペレーショナル参照ストアが設定されていない場合、このテストは失敗し、テストのユーザー
はロールに属さなくなる、またはそのロール名にスペースが格納されます。

タスクの設定
Informatica Data Director でタスクワークフローの使用を開始する前に、プロビジョニングツールでタスクテ
ンプレート、タスクトリガ、およびタスクタイプを設定します。
詳細については、『Multidomain MDM のプロビジョニングツールガイド』を参照してください。
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ActiveVOS のカスタマイズ
build.properties ファイルで ActiveVOS のプロパティを設定することで、ActiveVOS のインストールをカスタ
マイズできます。プロパティにはデフォルト値が設定されています。使用する環境においてデフォルト値が適
切でない場合を除き、プロパティを設定する必要はありません。
以下の表に、設定可能な ActiveVOS のプロパティを示します。

プロパティ 説明
activevos.install.console ActiveVOS コンソールをサーバーにデプロイするかどうかを指定します。デ

フォルトは true です。false に設定した場合、ActiveVOS コンソールはインス
トールされません。

activevos.secure.https.only すべての ActiveVOSHTTP トラフィックを強制して HTTPS にリダイレクトし
ます。デフォルトは false です。

ActiveVOS のプロパティの追加
ActiveVOS のプロパティを有効にするには、Hub コンソールの build.properties ファイルにプロパティを追加
し、インストール後のスクリプトを再度実行して変更を行う必要があります。
1. 次の build.properties ディレクトリをテキストエディタで開きます。 

<MDM Hub installation directory>\hub\server\bin\build.properties
2. ActiveVOS のプロパティを build.properties ディレクトリに追加します。 
3. コマンド プロンプトを開きます。 
4. 次のディレクトリにある postInstallSetup スクリプトに移動します。 

• UNIX の場合: <MDM Hub インストールディレクトリ>/hub/cleanse/
• Windows の場合: <MDM Hub インストールディレクトリ>/hub/cleanse/

5. PostInstallSetup スクリプトを実行します。 
• Unix の場合: postinstallsetup.sh
• Windows の場合：postinstallsetup.bat

6. アプリケーションサーバーを再起動します。 
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リソースキットのインストール
この章では、以下の項目について説明します。
• Setting Up the MDM Hub Sample Operational Reference Store, 103
• Informatica MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストアの登録, 106 ページ
• グラフィカルモードでのリソースキットのインストール, 108 ページ
• コンソールモードでのリソースキットのインストール, 111 ページ
• サイレントモードでのリソースキットのインストール, 113 ページ

Setting Up the MDM Hub Sample Operational Reference Store
Before you can use the MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストア, you must set it up. Before 
you install the リソースキット, set up the MDM Hub sample Operational Reference Store. To set up the 
MDM Hub sample Operational Reference Store, create an Operational Reference Store and import 
mdm_sample into it. The MDM Hub Operational Reference Store creation is only supported on Windows.
1. Navigate to the following location in the distribution directory: 

On Windows. <distribution directory>\database\bin
2. Run the following command: 

On Windows. sip_ant.bat create_ors
3. Answer the prompts that appear. 

Note: The prompt displays default text in brackets. Press Enter to use the default value and go to 
the next prompt.
Enter database type. (ORACLE, MSSQL, DB2)

Database type. Specify ORACLE.
Enter Oracle Connection Type (service, sid). [service]

Connection type. Use one of the following values:
• SERVICE. Uses the service name to connect to Oracle.
• SID. Uses the Oracle System ID to connect to Oracle.
Default is SERVICE.
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Enter the Operational Reference Store database host name. [localhost]
Name of the machine that hosts the database. Default is localhost.

Enter the Operational Reference Store database port number. [1521]
Port number that the database listener uses. Default is 1521.

Enter the Operational Reference Store database service name. [orcl]
Name of the Oracle service. This prompt appears if the selected Oracle connection type is 
SERVICE.

Enter the Operational Reference Store database SID. [orcl]
Name of the Oracle system identifier. This prompt appears if the selected Oracle connection 
type is SID.

Enter Oracle Net connect identifier (TNS Name) [orcl]
Oracle TNS name. Default is orcl.

Connect URL. [jdbc:oracle:thin:@//<host name>:<port>/<service_name or SID>]
Connect URL for the database connection.

Enter the Operational Reference Store database user name. [cmx_ors]
User name of the MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストア database. Default is 
cmx_ors.

Enter the Operational Reference Store database user password.
Password of the MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストア user.

Enter a locale name from the list: de, en_US, fr, ja, ko, zh_CN. [en_US]
Operating system locale. Default is en_US.

Enter the DBA user name. [SYS]
User name of the administrative user. Default is SYS.

Enter the DBA password.
Password of the administrative user.

Enter the name of the MDM index tablespace. [CMX_INDX]
Name of the tablespace to contain the index components for the オペレーショナル参照ストア. 
Default is CMX_INDX.

Enter the name of the MDM temporary tablespace. [CMX_TEMP]
Name of the tablespace to contain the temporary components for the オペレーショナル参照スト
ア. Default is CMX_TEMP.

Enter the name of the Oracle temporary tablespace. [TEMP]
Name of the Oracle temporary tablespace. Default is TEMP.

4. After you create the sample Operational Reference Store, review sip_ant.log in the following 
directory: 
On Windows. <distribution directory>\database\bin
The sip_ant.log file logs any errors that might occur when you run the sip_ant script to create the オペ
レーショナル参照ストア.

5. To import mdm_sample, run the following command: 
On Windows. sip_ant.bat import_schema
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6. Answer the prompts that appear. 
Note: The prompt displays default text in brackets. Press Enter to use the default value and go to 
the next prompt.
Enter database type. (ORACLE, MSSQL, DB2)

Database type. Specify ORACLE.
Enter Oracle Connection Type (service, sid). [service]

Connection type. Use one of the following values:
• SERVICE. Uses the service name to connect to Oracle.
• SID. Uses the Oracle System ID to connect to Oracle.
Default is SERVICE.

Enter the Operational Reference Store database host name. [localhost]
Name of the machine that hosts the database. Default is localhost.

Enter the Operational Reference Store database port number. [1521]
Port number that the database listener uses. Default is 1521.

Enter the Operational Reference Store database service name. [orcl]
Name of the Oracle service. This prompt appears if the selected Oracle connection type is 
SERVICE.

Enter the Operational Reference Store database SID. [orcl]
Name of the Oracle system identifier. This prompt appears if the selected Oracle connection 
type is SID.

Enter Oracle Net connect identifier (TNS Name) [orcl]
Oracle TNS name. Default is orcl.

Connect URL. [jdbc:oracle:thin:@//<host name>:<port>/<service_name or SID>]
Connect URL for the database connection.

Enter the Operational Reference Store database user name. [cmx_ors]
Name of the MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストア database. Default is cmx_ors.

Enter the Operational Reference Store database user password.
Name of the MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストア database user.

Enter a locale name from the list: de, en_US, fr, ja, ko, zh_CN. [en_US]
Operating system locale. Default is en_US.

Enter the path to the ZIP dump file. [<distribution directory>\resources\database]
Path to the mdm_sample.zip file.

Enter the name of the ZIP dump file. [mdm_sample.zip]
Name of the ZIP dump file. Default is mdm_sample.zip.
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Informatica MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストアの登録
MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストアは設定後に登録する必要があります。 MDM Hub サ
ンプルオペレーショナルリファレンスストアを登録するには、Hub コンソールを使用します。
1. Hub コンソールを開始します。 

［データベースの変更］ダイアログボックスが表示されます。
2. MDM Hub マスターデータベースを選択して、［接続］をクリックします。 
3. 設定ワークベンチにあるデータベースツールを起動します。 
4. ［書き込みロック］ > ［ロックの取得］の順にクリックします。 
5. ［データベースの登録］ボタンをクリックします。 

Informatica MDM Hub 接続ウィザードが表示され、データベースタイプの選択が求められます。
6. データベースのタイプを選択して［次へ］をクリックします。 
7. データベースの接続プロパティを設定します。 

a. Oracle の接続方式を選択して、［次へ］をクリックします。 
次の表に、選択できる Oracle の接続方式を示します。

接続方式 説明
サービス サービス名を使用して Oracle に接続します。
SID Oracle のシステム ID を使用して Oracle に接続します。

［接続プロパティ］ページが表示されます。
b. 選択する接続タイプの接続プロパティを指定し、［次へ］をクリックします。 

以下の表に、接続プロパティの種類と説明を示します。

プロパティ 説明
データベー
ス表示名

Hub コンソールに表示する必要があるオペレーショナルリファレンスストアの名
前。

マシン識別
子

Hub ストアインスタンスからのレコードを一意に識別するためにキーに付けられ
るプレフィックス。

データベー
スホスト名

Oracle データベースをホストするサーバーの IP アドレスまたは名前。

SID サーバー上で実行される Oracle データベースのインスタンスを参照する Oracle
システム識別子。 ［SID］フィールドは、［SID］接続タイプを選択した場合に表
示される。
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プロパティ 説明
サービス Oracle データベースへの接続に使用する Oracle サービスの名前。［サービス］フ

ィールドは、［サービス］接続タイプを選択した場合に表示される。
ポート Oracle データベースサーバー上で実行される Oracle リスナの TCP ポート。 デフ

ォルトは 1521。
Oracle TNS
名

ネットワーク上で認識されているデータベースの名前（アプリケーションサーバ
ーの TNSNAMES.ORA ファイルで定義）。
例: mydatabase.mycompany.com
Oracle TNS 名は、Oracle データベースのインストール時に設定します。 Oracle 
TNS 名の詳細については、Oracle のマニュアルを参照してください。

スキーマ名 オペレーショナルリファレンスストアの名前。mdm_sample を指定します。
パスワード オペレーショナルリファレンスストアのユーザー名に関連付けられているパスワ

ード。
Oracle の場合、パスワードでは大文字と小文字の区別がない。
デフォルトでは、これがオペレーショナルリファレンスストアを作成するときに
指定するパスワードです。

［サマリ］ページが表示されます。
c. サマリを確認し、追加の接続プロパティを指定します。 

以下の表に、設定可能な追加の接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
接続 URL 接続 URL。接続ウィザードでは、デフォルトで接続 URL が生成さ

れます。次のリストに、Oracle 接続タイプの接続 URL のフォーマ
ットを示します。
サービス接続タイプ

jdbc:oracle:thin:@//database_host:port/service_name
SID 接続タイプ

jdbc:oracle:thin:@//database_host:port/sid
［サービス］接続タイプの場合、カスタマイズし、後で別の接続

URL をテストするオプションがあります。
登録後データソースを作成
する

登録後にアプリケーションサーバーのデータソースを作成する場
合は選択します。
注: このオプションを選択しない場合、手動でデータソースを設定
する必要があります。

d. サービス接続タイプでは、デフォルトの URL を変更する場合には、［編集］ボタンをクリックし、
URL を指定して［OK］をクリックします。 

8. ［完了］をクリックします。 
［データベースの登録］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［OK］をクリックします。 
MDM Hub により、MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストアが登録されます。
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10. 登録した MDM Hub サンプルオペレーショナルリファレンスストアを選択し、［データベース接続のテス
ト］ボタンをクリックしてデータベース設定をテストします。 

［データベースのテスト］ダイアログに、データベース接続テストの結果が表示されます。
11. ［OK］をクリックします。 

オペレーショナルリファレンスストアが登録され、データベースとの接続がテストされます。

グラフィカルモードでのリソースキットのインストール
グラフィカルモードでリソースキットをインストールできます。
リソースキットをインストールする前に、MDM Hub をインストールおよび設定しておく必要があります。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. コマンド プロンプトを開き、リソースキットインストーラに移動します。 デフォルトでは、インストーラ

は以下のディレクトリにあります。 
UNIX の場合:<配布ディレクトリ>/<オペレーティングシステム名>/mrmresourcekit
Windows の場合: <distribution directory>\windows\mrmresourcekit

3. 次のコマンドを実行します。 
UNIX の場合:hub_resourcekit_install.bin
Windows の場合:hub_resourcekit_install.exe

4. インストールの言語を選択し、［OK］をクリックします。 
［概要］ウィンドウが表示されます。

5. ［次へ］をクリックします。 
［ライセンスキー］ウィンドウが表示されます。

6. ［使用許諾契約に同意する］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。 
［機能のインストール］ウィンドウが表示されます。

7. インストールするリソースキットの機能を選択し、［次へ］をクリックします。 
次のオプションを選択することができます。
サンプルスキーマ

MDM Hub サンプルスキーマリソースをインストールします。 サンプルアプリケーションをインスト
ールする前に、サンプルスキーマを作成して Hub サーバーに登録する必要があります。

サンプルとユーティリティ
サンプルアプリケーションとサンプルユーティリティをインストールします。
デプロイされるサンプルアプリケーションのリストは、次のディレクトリの build.properties ファイ
ルに保存されています。
<Resourcekit_Home>\samples

SIF SDK および Javadoc
SIF SDK に関連する Javadoc、ライブラリ、およびリソースがインストールされます。
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BPM SDK
BPM SDK に関連するリソースがインストールされます。

Jaspersoft
Jaspersoft インストーラがリソースキットのホームにコピーされます。

SSA-NAME3
SSA-NAME3 インストーラがリソースキットのホームにコピーされます。

MDM Hub でサンプルスキーマを作成、登録しておかなければならないというメッセージが表示されます。
8. ［OK］をクリックします。 

［インストールフォルダの選択］ウィンドウが表示されます。
9. リソースキットをインストールする場所を選択します。 

• デフォルトの場所を選択するには、［次へ］をクリックします。
• パスを入力するには、インストールフォルダのパスを入力して［次へ］をクリックします。

注: ディレクトリまたはフォルダ名にスペースが含まれているパスを指定すると、インストールは失敗
します。

• デフォルトのインストール場所に戻す場合は、［デフォルトフォルダの復元］をクリックする。
• 別の場所を指定する場合は、［選択］をクリックして［次へ］をクリックする。
UNIX の場合は、［リンクフォルダの選択］ウィンドウが表示されます。
Windows の場合は、［ショートカットフォルダの選択］ウィンドウが表示されます。

10. UNIX の場合は、リンクフォルダを選択するか、またはリンクを作成しないオプションを選択して、［次
へ］をクリックします。Windows の場合は、製品アイコンを作成する場所を選択するか、または製品ア
イコンを作成しないオプションを選択します。 

［設定の選択］ウィンドウが表示されます。
11. 設定オプションを選択し、［次へ］をクリックします。 

以下のいずれかのオプションを選択することができます。
サンプルの設定

サンプルをインストールして設定します。
ソースのみ

サンプルのソースをインストールしますが、設定まではしません。
［サンプルの設定］を選択した場合は、［リソースキットのアプリケーションサーバー］ウィンドウが表示

されます。 ［ソースのみ］を選択した場合は、［インストール前のサマリ］ウィンドウが表示されます。
12. ［リソースキットのアプリケーションサーバー］ウィンドウで、リソースキットをインストールするアプリ

ケーションサーバーを選択し、［次へ］をクリックします。 
選択したアプリケーションサーバーの［アプリケーションサーバー: ホーム］ウィンドウが表示されます。

13. アプリケーションサーバーを設定します。 
a. MDM Hub で使用するドメインとして、WebLogic ドメインのインストールディレクトリのパスを選

択し、［次へ］をクリックします。 
［WebLogic アプリケーションサーバー: ログイン］ウィンドウが表示されます。
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b. WebLogic Server のログイン情報を入力します。 
次のログインパラメータフィールドに値を入力します。
ホスト

WebLogic をインストールしたホストコンピュータの名前。
サーバー

WebLogic がデプロイされているドメイン内の WebLogic Server インスタンスの名前。
ユーザー名

WebLogic インストールのユーザー名。
パスワード

WebLogic のユーザー名に対応するパスワード。
ポート番号

WebLogic Server がリスンするポート番号。
［Informatica MDM Hub サーバー］ウィンドウが表示されます。

14. Hub サーバーのインストールの情報を入力し、［次へ］をクリックします。 
次のフィールドに値を入力します。
サーバー名

Hub サーバーをホストするサーバーの名前。
サーバーの HTTP ポート

Hub サーバーのポート番号。
Informatica MDM の管理パスワード

MDM Hub にアクセスするためのパスワード。
MDM Hub ホームディレクトリ

Hub サーバーインストールのディレクトリ。
［リソースキットの ORS ID］ウィンドウが表示されます。

15. リストからリソースキットの ORS ID を選択し、［次へ］をクリックします。 
リストには、作成したオペレーショナル参照ストア ID が表示されています。 サンプルスキーマに関連す
るオペレーショナル参照ストア ID を選択します。
サンプルスキーマを登録していない場合、サンプルスキーマのオペレーショナル参照ストア ID は表示され
ません。 サンプルのオペレーショナル参照ストアを登録し、インストールを再起動します。

［デプロイメントの選択］ウィンドウが表示されます。
16. 次のいずれかのオプションを選択し、［次へ］をクリックします。 

このインストール中に実行する。
インストール中にリソースキットをデプロイし、設定します。

後でデプロイする。
後で手動でデプロイと設定を行う場合は、このオプションを選択します。
サンプルとユーティリティ機能のインストールが選択済みの場合は、このインストール手順でリソー
スキットをデプロイ、設定します。 この手順でリソースキットをデプロイしない場合は、変更を行っ
たときに、リソースキットに付属している postInstallSetup スクリプトを使用してサンプルを再デプ
ロイすることはできません。
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インストール後のセットアップを手動で実行する場合は、後で postInstallSetup スクリプトを使用し
て EAR ファイルをデプロイすることはできません。 インストールを変更する場合は、手動で EAR フ
ァイルを編集、デプロイする必要があります。

［インストール前のサマリ］ウィンドウが表示されます。
17. インストール前のサマリを確認してインストールの設定を確定し、［インストール］をクリックします。 

インストールが完了すると、［インストールの完了］ウィンドウが表示されます。
18. ［完了］をクリックしてリソースキットのインストーラを終了します。 

コンソールモードでのリソースキットのインストール
コンソールモードでリソースキットをインストールできます。
リソースキットをインストールする前に、MDM_SAMPLE スキーマを登録しておきます。
1. アプリケーションサーバーを起動します。 
2. MDM Hub ディストリビューション内の次のディレクトリに移動します。 

UNIX の場合:<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/<operating system 
name: オペレーティングシステム名>/resourcekit
Windows の場合:<MDM Hub distribution directory: MDM Hub ディストリビューションディレクトリ>/windows/
resourcekit

3. コマンドプロンプトで次のコマンドを実行します。 
UNIX の場合:./hub_resourcekit_install.bin -i console
Windows の場合:hub_resourcekit_install.exe -i console

4. インストールで選択するロケールに対応する番号を入力し、Enter を押します。 
インストールに関する概要情報が表示されます。

5. Enter キーを押します。 
使用許諾契約が表示されます。

6. 使用許諾契約に目を通します。使用許諾契約の条項に同意する場合は Y と入力し、同意しない場合は N と
入力してインストールプログラムを終了します。 

7. Enter キーを押します。 
前の手順で Y と入力した場合、インストールフォルダに関する情報が表示されます。

8. カンマで区切られたインストール対象のリソースキット機能の数を入力し、Enter キーを押します。 
サンプルスキーマのインストールを要求するプロンプトが表示されます。

9. リソースキットをインストールするフォルダを選択します。 
• デフォルトのフォルダを選択する場合は、Enter キーを押します。
• パスを変更する場合は、インストールフォルダの絶対パスを入力し、Enter キーを押します。

10. インストールフォルダの場所を確認します。インストールフォルダを確認して［OK］を入力するか、また
は［キャンセル］を入力してインストールフォルダを変更します。 

11. Enter キーを押します。 
リンク場所のオプションのリストが表示されます。
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12. リンク場所のオプションを番号で入力します。 
リンクファイルの場所を尋ねるプロンプトが表示されます。

13. リンクファイルの場所を絶対パスで入力し、Enter キーを押します。 
ソースのサンプルの設定オプションが表示されます。

14. 設定オプションを入力し、Enter キーを押します。 
オプション 説明
1 サンプルをインストールして設定する
2 サンプルのソースをインストールしますが、設定まではしない

1 を入力した場合は、アプリケーションサーバーのオプションのリストが表示されます。 2 を入力した場
合は、インストール前のサマリが表示されます。

15. 1 を入力した場合は、選択するアプリケーションサーバーの数を入力し、Enter キーを押します。 
アプリケーションサーバーの情報を要求するプロンプトが表示されます。

16. WebLogic 設定を設定します。 
a. リソースキットのインストール先にする WebLogic ドメインへのパスを指定して、Enter キーを押し

ます。 
WebLogic アプリケーションサーバーのログイン情報を尋ねるプロンプトが表示されます。

b. ホスト名、サーバー名、ユーザー名、パスワード、および WebLogic Server のリスナポートを入力す
るか、デフォルト値を受け入れて、Enter キーを押します。 
Hub サーバーのインストール情報を要求するプロンプトが表示されます。

17. Hub サーバーのインストールの情報を入力し、Enter キーを押します。 
以下の表で、Hub サーバーのインストール情報を要求するプロンプトについて説明します。

プロンプト 説明
サーバー名 Hub サーバーをホストするサーバーの名前。
サーバーの HTTP ポート Hub サーバーのポート番号。
Informatica MDM の管理パスワード MDM Hub にアクセスするためのパスワード。
MDM Hub ホームディレクトリ Hub サーバーのインストール用ディレクトリ

MDM Hub ORS ID のリストが表示されます。
18. MDM サンプルスキーマのオペレーショナル参照ストア ID を入力し、Enter キーを押します。 

サンプルスキーマを登録していない場合、サンプルスキーマのオペレーショナル参照ストア ID は表示され
ません。 サンプルのオペレーショナル参照ストアを登録し、インストールを再起動します。
デプロイメントの選択プロンプトが表示されます。

19. インストール中に postInstallSetup を実行するか、後で手動で実行するか、いずれかの方法を選択します。 
20. Enter キーを押します。 

インストールの設定のサマリが表示されます。
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21. インストール前のサマリに表示された情報を確認します。設定内容に問題がなければ、Enter キーを押し
てインストールを開始します。 
指定した設定情報に従ってリソースキットがインストールされます。 プロセスが完了すると、インストー
ルの完了に関する情報が表示されます。

22. Enter キーを押してインストーラを終了します。 

サイレントモードでのリソースキットのインストール
サイレントモードでは、ユーザーとの対話なしでリソースキットをインストールできます。複数のインストー
ルや、マシンクラスタにインストールをする必要があるときは、サイレントモードでの実行をお勧めします。
サイレントインストールでは、進捗や失敗に関するメッセージが表示されません。
リソースキットのサイレントインストールを実行する前に、サイレントインストールのプロパティファイルを
設定する必要があります。インストーラによりこのファイルが読み込まれ、インストールオプションが決定さ
れます。 サイレントインストールのプロセスは、不正なアプリケーションサーバーのパスまたはポートなど、
設定が正しくない場合でも正常に完了する場合があります。プロパティファイルに正しい設定がされているこ
とを確認する必要があります。
リソースキットのインストール先となるマシンのハードディスクに、リソースキットのインストールファイル
をコピーします。 サイレントモードでインストールするには、以下のタスクを完了します。
1. インストールプロパティファイルを設定し、そのプロパティファイル内でインストールオプションを指定

する。
2. インストールプロパティファイルを使用してインストーラを実行する。

プロパティファイルの設定
Informatica では、インストーラが必要とするパラメータを含むサンプルのプロパティファイルが提供されて
います。 このサンプルのプロパティファイルをカスタマイズして、インストールのオプションを指定できま
す。次に、サイレントインストールを実行します。
自動インストーラは、プロパティファイルの設定を検証しません。自動インストーラを実行する前に、正しい
設定を指定したことを確認し、検証する必要があります。
1. 次のディレクトリにある silentInstallResourceKit_sample.properties ファイルを検索します。

UNIX の場合:/silent_install/mrmresourcekit
Windows の場合:\silent_install\mrmresourcekit
ファイルをカスタマイズしたら、保存します。 ファイルの名前を変更し、マシン上のどこかに保存してお
くことができます。
注: サイレントプロパティファイルでは、スラッシュおよびバックスラッシュが特殊文字として扱われま
す。インストールパスなどの情報をこのファイルに入力するときは、これらの文字のいずれかを 2 つ入力
する必要があります。例えば、サーバーディレクトリのパスを入力するには、\\u1\\infamdm\\hub\
\resourcekit と入力する必要があります。

2. silentInstallResourceKit_sample.properties ファイルのバックアップコピーを作成します。
3. テキストエディタを使用してファイルを開き、インストールパラメータの値を変更します。
4. プロパティファイルを silentInstallresourcekit.properties などの新しい名前で保存します。
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以下の表に、変更可能なインストールパラメータを示します。

プロパティ名 説明
INSTALLER_UI インストールのモードを指定します。silent に設定。
SIP.INSTALL.TYPE インストールのタイプを指定します。SIPERIAN_SAMPLE_INSTALL に設定。
SIP.INSTALL.SAMPLE.SCHEMA サンプルスキーマをインストールするかどうかを指定します。

次のいずれかの値を指定。
- 0. サンプルスキーマをインストールしない
- 1. サンプルスキーマをインストールする

SIP.INSTALL.SAMPLES サンプルとユーティリティをインストールするかどうかを指定します。
次のいずれかの値を指定。
- 0. サンプルとユーティリティをインストールしない
- 1. サンプルとユーティリティをインストールする

SIP.INSTALL.SIF.SDK サービス統合フレームワーク（SIF）SDK をインストールするかどうかを
指定します。
次のいずれかの値を指定。
- 0. SIF SDK をインストールしない
- 1. SIF SDK をインストールする

SIP.INSTALL.BPM.SDK BPM SDK をインストールするかどうかを指定します。
次のいずれかの値を指定。
- 0. BPM SDK をインストールしない
- 1. SIF SDK をインストールする

SIP.INSTALL.JASPERSOFT Jaspersoft レポートツールをインストールするかどうかを指定します。
次のいずれかの値を指定。
- 0. BPM SDK をインストールしない
- 1. SIF SDK をインストールする

SIP.INSTALL.SSANAME3 SSA-NAME3 をインストールするかどうかを指定します。
次のいずれかの値を指定。
- 0. SSA-NAME3 をインストールしない
- 1. SSA-NAME3 をインストールする

USER_INSTALL_DIR リソースキットのインストール先ディレクトリ。C\:\
\<infamdm_install_directory>\\hub\\resourcekit など。

RUN_CONFIGURE_FLAG サンプルを設定するかどうかを指定します。
- 0. サンプルを設定しない
- 1. サンプルをインストールして設定する
デフォルトは 1 です。
RUN_CONFIGURE_FLAG プロパティを 1 に設定する場合は、
RUN_CONFIGURE_SETUP プロパティをコメントアウトするか、0 に設定
します。 サンプルを設定する場合は、必ずアプリケーションサーバーと
Hub サーバーを起動し、Hub コンソールでサンプルスキーマを登録してお
きます。
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プロパティ名 説明
RUN_CONFIGURE_SETUP サンプルのソースのみを設定するかどうかを指定します。

- 0. サンプルのソースをインストールしない
- 1. サンプルのソースをインストールする
RUN_CONFIGURE_SETUP プロパティを 1 に設定する場合は、
RUN_CONFIGURE_FLAG プロパティをコメントアウトするか、0 に設定し
ます。 RUN_CONFIGURE_SETUP プロパティを 1 に設定する場合には、後
からサンプルを設定、デプロイすることはできません。

SIP.AS.CHOICE アプリケーションサーバーの名前。WebLogic を指定する。
SIP.AS.HOME WebLogic インストールディレクトリへのパス。
SIP.APPSERVER.HOST localhost などのホスト名。
SIP.APPSERVER.SERVER AdminServer などの管理サーバー名。
SIP.APPSERVER.USERNAME WebLogic にアクセスするためのユーザー名。
SIP.APPSERVER.PASSWORD WebLogic にアクセスするためのパスワード。
WEBLOGIC.AS.PORT アプリケーションサーバーのポート番号。
SIP.SERVER.NAME Hub サーバーがデプロイされているサーバーの名前。
SIP.SERVER.HTTP.PORT Hub サーバーがリスンするポート。
SIP.ADMIN.PASSWORD Hub サーバーにアクセスするためのパスワード。
HUB_SERVER_HOME Hub サーバーインストールのディレクトリ。
SIP.ORS.ID MDM Hub サンプルスキーマのオペレーショナル参照ストア ID。
RUN_DEPLOYMENT_FLAG サイレントインストール中の postInstallSetup スクリプトの実行。

- 0. postInstallSetup スクリプトを実行しない
- 1. postInstallSetup スクリプトを実行する

サイレントインストーラの実行
プロパティファイルの設定後、サイレントインストールを開始できます。
1. アプリケーションサーバーが動作していることを確認します。 
2. コマンドウィンドウを開きます。 
3. 次のコマンドを実行します。 

UNIX の場合:./hub_resourcekit_install.bin -f <location_of_silent_properties_file_for_resourcekit>
Windows の場合:.\hub_resourcekit_install.exe -f <location_of_silent_properties_file_for_resourcekit>

サイレントインストーラがバックグラウンドで実行されます。このプロセスには時間がかかる場合がありま
す。 postinstallSetup.log ファイルを確認して、インストールが成功したことを検証します。
ログファイルは、以下のディレクトリにあります。
UNIX の場合:<infamdm_install_directory>/logs/postInstall.log
Windows の場合:<infamdm_install_directory>\logs\postInstall.log
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第  1 3  章

MDM Hub のトラブルシューティ
ング

• インストールプロセスのトラブルシューティング, 116 ページ

インストールプロセスのトラブルシューティング
インストールが失敗した場合は、次の情報を利用してエラーのトラブルシューティングを行います。

Hub コンソールを起動できない
インストール後、Hub コンソールが起動に失敗し、ログファイルに次のエラーが生成されます。
SIP-09131: General Decryption failure and [ERROR] com.delos.util.StringUtil: Unable to decrypt
MDM Hub マスタデータベースのパスワードまたはオペレーショナル参照ストアのパスワードを暗号化して更
新します。
1. データベーススキーマパスワードを暗号化するには、コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行します。

java -classpath siperian-api.jar;siperian-common.jar;siperian-server.jar com.delos.util.PublicKeyBasedEncryptionHelper <plain text password> <Hub Serverinstallation directory>
結果は端末のウィンドウにエコーされます。

2. マスタデータベースのパスワードまたはオペレーショナル参照ストアのパスワードを更新するには、
cmx_system ユーザーとして接続して次の文を実行します。
UPDATE C_REPOS_DATABASE SET PASSWORD = '<new_password>' WHERE USER_NAME =<user_name>;COMMIT;

3. postInstallSetup スクリプトを実行します。
MDM Hub ユーザーがログインできない
Hub サーバーのインストール後に CMX_SYSTEM スキーマを再作成すると、MDM Hub はハッシュされたパス
ワードを認識できません。その結果、ユーザーは MDM Hub にログインできません。
この問題を解決するには、postInstallSetup スクリプトを再度手動で実行します。このスクリプトにより、
MDM Hub ユーザーのパスワードが再度ハッシュされ、ユーザーがログインできるようになります。
または、postInstallSetup スクリプトを再実行しない場合は、次のコマンドを実行して、ユーザーパスワードを
ハッシュされたパスワードに移行し、アプリケーションユーザーを作成します。
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UNIX の場合:
cd <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>/server/bin./sip_ant.sh hash_users_passwords./sip_ant.sh add_application_users
Windows の場合:
cd <MDM Hub installation directory: MDM Hub のインストールディレクトリ>\server\binsip_ant.bat hash_users_passwordssip_ant.bat add_application_users
WebLogic インスタンスが Data Director にリダイレクトされる
MDM Hub を 7001 以外の WebLogic ポートにインストールした場合、次のエラーが表示されてインスタンス
は Data Director にリダイレクトされます。
javax.faces.application.ViewExpiredException: viewId:/config/config_login.jsf - View /config/config_login.jsf could not be restored.
問題を解決するには、WebLogic ホストのホスト名と IP アドレスを設定します。localhost は使用しないでく
ださい。
ActiveVOS サーバーのデプロイメントがタイムアウトすると、PostInstallSetUp スクリプトが失敗する
Hub サーバーをインストールする際、インストール後のセットアッププロセスが ActiveVOS サーバーのデプロ
イ時に失敗することがあります。
この問題を解決するには、次のディレクトリの build.properties ファイルに含まれる deploy.wait.time プロパテ
ィの値を大きくします。
UNIX の場合: <infamdm のインストールディレクトリ>/hub/server/bin
Windows の場合: <infamdm のインストールディレクトリ>\hub\server\bin
オペレーショナル参照ストア開始または終了のタイムスタンプが正確でない
作成したオペレーショナル参照ストアをエクスポートするとき、MDM Hub は.dmp ファイルを生成します。オ
ペレーショナル参照ストアの.dmp ファイルを再利用してオペレーショナル参照ストアをもう一つ作成できま
す。オペレーショナル参照ストアの C_REPOS_DB_VERSION テーブルの開始日および終了日の列には、正確
でない開始日と終了日が記録されています。このエラーは機能には一切影響を与えないため、無視できます。
Hub サーバーが cmx_system スキーマに接続できない
Hub サーバーが cmx_system スキーマに接続できないことを確認するには、アプリケーションサーバーログを
確認します。
例えば、データベースへアクセスできないことを示す次のエラーが見つかる場合があります。
Caused by: java.sql.SQLException: ORA-28000: the account is locked DSRA0010E: SQL State = 99999, Error Code = 28,000 
問題を解決するには、データベース接続の問題を解決します。アプリケーションサーバーコンソールを使用し
てデータベースへの接続をテストします。cmx_system スキーマへの接続を解決できない場合は、
cmx_system スキーマを再作成します。
レコードのトークン化の必要性の検証に失敗する
マッチプロセスの実行時、以下のようなエラーメッセージが表示されることがあります。
SIP-16062: Failed to verify the need to tokenize records.
以下の環境変数の設定を確認します。
• ライブラリパス環境変数には以下のパスが含まれる必要があります。

UNIX の場合: <infamdm_install_directory>/hub/cleanse/lib
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Windows の場合: <infamdm_install_directory>\hub\cleanse\lib
ライブラリパス環境変数はオペレーティングシステムに依存します。
- AIX。LIBPATH
- Suse または RedHat Linux。LD_LIBRARY_PATH
- Windows。PATH

• SSAPR 環境変数にはすべてのユーザーに対して次のパスが含まれる必要があります。
UNIX の場合: <infamdm_install_directory>/server_install_dir>/cleanse/resources
Windows の場合: <infamdm_install_directory>\server_install_dir>\cleanse\resources

プロセスサーバーのロード時の major.minor バージョンエラー
Process サーバーをロードしようとして、コンソールに何度も major.minor のエラーが起きる場合は、システム
に正しいバージョンの Java がインストールされていることを確認します。
認証中の Informatica Address Verification の例外
認証中に Informatica Address Verification が例外を生成します。JVM のスタックサイズが充分であることを
確認します。
1. WebLogic ホームディレクトリに移動します。
2. テキストエディタで次のファイルを開きます。

UNIX の場合: setDomainEnv.sh
Windows の場合: startWeblogic.cmd

3. 次のコマンドを使用して MEM_ARGS 変数を設定します。
UNIX の場合:
set MEM_ARGS=${MEM_ARGS} -Xss2000k
Windows の場合:
set MEM_ARGS=%MEM_ARGS% -Xss2000k

4. ファイルを保存して閉じます。
オペレーショナル参照ストアにワークフローエンジンが設定されていません
MDM Hub をインストールし、前のバージョンからオペレーショナル参照ストア（ORS）をインポートすると、
ORS にワークフローエンジンが設定されていないことを示す致命的なエラーが表示されます。このエラーの原
因は、Siperian BPM ワークフローエンジンがデフォルトで登録されていないためです。ORS に設定する必要
がある Siperian BPM ワークフローエンジンを登録するには、Workflow Manager を使用します。
プロセスサーバーの.ear ファイルをデプロイした後、エラーが発生する
WebSphere 8.5.5.9 を使用する Linux 環境では、Process サーバーをデプロイした後、次のエラーが発生しま
す。
Too many open files. Unable to start cleanse ear.
Linux で ulimit パラメータの値を増やし、Process サーバーをデプロイします。
sip_ant スクリプトを使用してアプリケーションユーザーを追加することはできません
影響を受けるアプリケーションは次のとおりです: Business Process Manager（旧 ActiveVOS）、Data 
Director、MDM Hub コンソールおよびプロビジョニングツール。
アプリケーションユーザーを追加するには、add_app_users パラメータを使用して sip_ant コマンドを実行しま
す。
次の場所から接続 URL を取得できます。
hub/server/bin/build.properties (masterdatabase.jdbc.url))
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次のコマンドを実行します。
• Windows の場合：

sip_ant.bat add_app_users -Ddatabase.password=<cmx system password> -Dmaster.connecturl="jdbc:oracle:thin:@<Database Host name>:<DB Port>:<SID>" -Dmaster.username=cmx_system
• UNIX の場合:

./sip_ant.sh add_app_users -Ddatabase.password=<cmx system password> -Dmaster.connecturl="jdbc:oracle:thin:@//<Database Host name>:<DB Port>:<SID>" -Dmaster.username=cmx_system
SQL Server で、次のコマンドを実行します。
./sip_ant.sh add_app_users -Ddatabase.password=<cmx system password> -Dmaster.connecturl="jdbc:sqlserver://<Database Host Name>:<DB Port>;DatabaseName=cmx_system" -Dmaster.username=cmx_system

Certificates フォルダは作成されません
\infamdm\hub\server\resources\から既存の Certificates フォルダをバックアップし、sip_ant.sh 
hash_users_passwords スクリプトを実行しても、Certificates フォルダは期待どおりに作成されません。この問
題は、sip_ant.sh hash_users_passwords スクリプトが cmx_system の C_REPOS_USER テーブルを更新すると発生
します。
この問題を解決するには、アプリケーションサーバーを再起動します。その結果、Certificates フォルダが想
定される次の場所に作成されます: \infamdm\hub\server\resources\。
フォルダには、MDM_KEYSTORE_FILE_JKS キーストアのみが含まれます。
他の証明書を生成するには、次のコマンドを実行します。
./sip_ant.sh add_app_users
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第  1 4  章

アンインストール
この章では、以下の項目について説明します。
• アンインストールの概要, 120 ページ
• Hub Store のアンインストール, 120 ページ
• グラフィカルモードでの Process サーバーのアンインストール, 121 ページ
• グラフィカルモードでの Hub サーバーのアンインストール, 122 ページ
• グラフィカルモードでのリソースキットのアンインストール, 123 ページ
• コンソールモードでのプロセスサーバーのアンインストール, 124 ページ
• コンソールモードでの Hub Server のアンインストール, 124 ページ
• コンソールモードでのリソースキットのアンインストール, 124 ページ
• 手動によるプロセスサーバーのデプロイ解除, 125 ページ
• 手動による Hub Server のデプロイ解除, 125 ページ

アンインストールの概要
MDM Hub をアンインストールするには、Process サーバー、Hub サーバー、Hub Store を MDM Hub の実装
から削除する必要があります。
MDM Hub をアンインストールするには、以下の手順を実行します。
1. Hub Store をアンインストールします。 
2. Process サーバーをアンインストールします。 
3. Hub サーバーをアンインストールします。 

Hub Store のアンインストール
Hub Store スキーマを削除し、Hub Store スキーマへのユーザーログインを削除して、Hub Store をアンイン
ストールできます。Hub Store スキーマを削除する前に、Hub コンソールを使用して Hub Store スキーマの登
録を解除します。
Hub Store スキーマを削除するには、管理者特権を持っている必要があります。
1. Hub コンソールを起動します。 
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2. 設定ワークベンチにあるデータベースツールをクリックします。 
［データベース情報］ページが表示されます。

3. ［書き込みロック］ > ［ロックの取得］の順にクリックします。 
4. データベースのリストから、登録を解除するオペレーショナルリファレンスストアを選択します。 
5. ［データベースの登録解除］ボタンをクリックします。 

オペレーショナルリファレンスストアの登録解除の確認を求めるメッセージが表示されます。
6. ［はい］をクリックします。 
7. SQL*Plus を使用して、Oracle インスタンスに接続します。 
8. 各 Hub Store スキーマに対して次のコマンドを使用して、スキーマを削除します。 

drop user <user name> cascade;
［カスケード］オプションを使用してスキーマを削除する場合、関連付けられたスキーマが削除されます。

グラフィカルモードでの Process サーバーのアンインストール
グラフィカルモードで Process サーバーをアンインストールできます。

UNIX におけるグラフィカルモードでのプロセスサーバーのアンインストール
MDM Hub をアンインストールするには、Process サーバーを削除する必要があります。Process サーバーを
アンインストールする手順は、MDM Hub の実装の Process サーバーごとに実行する必要があります。
1. アプリケーションサーバーを停止します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

<infamdm_install_directory>/hub/cleanse/UninstallerData
3. アンインストーラを実行します。 

./"Uninstall Informatica MDM Hub Cleanse Match Server"
4. ［アンインストール］をクリックします。 

アンインストールのプロセスが完了すると、［アンインストールの完了］ウィンドウが表示されます。
5. ［完了］をクリックします。 

Windows におけるグラフィカルモードでのプロセスサーバーのアンインストール
MDM Hub をアンインストールするには、Process サーバーを削除する必要があります。Process サーバーを
アンインストールする手順は、MDM Hub の実装の Process サーバーごとに実行する必要があります。
1. アプリケーションサーバーを停止します。 
2. ［スタート］をクリックし、［プログラム］ > ［INFAMDM］ > ［Hub］ > ［クレンジング］ > 

［Uninstaller Data］ > ［Informatica MDM Hub クレンジング一致サーバーのアンインストール］の順
にクリックします。 

［アンインストールの概要］ウィンドウが表示されます。
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3. ［アンインストール］をクリックします。 
アンインストールのプロセスが完了すると、［アンインストールの完了］ウィンドウが表示されます。

4. ［完了］をクリックします。 

グラフィカルモードでの Hub サーバーのアンインストール
グラフィカルモードで Hub サーバーをアンインストールできます。

UNIX におけるグラフィカルモードでの Hub サーバーのアンインストール
MDM Hub をアンインストールするには、MDM Hub の実装から Hub サーバーを削除する必要があります。
1. アプリケーションサーバーが停止していることを確認します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

<infamdm_install_directory>/hub/server/UninstallerData
3. アンインストーラを実行します。 

./"Uninstall Informatica MDM Hub Server"
［アンインストールの概要］ウィンドウが表示されます。

4. ［アンインストール］をクリックします。 
アンインストールのプロセスが完了すると、［アンインストールの完了］ウィンドウが表示されます。

5. ［完了］をクリックします。 

Windows におけるグラフィカルモードでの Hub サーバーのアンインストール
MDM Hub をアンインストールするには、MDM Hub の実装から Hub サーバーを削除する必要があります。
1. アプリケーションサーバーが停止していることを確認します。 
2. ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］ > ［Infamdm］ > ［Hub］ > ［サーバー］ > 

［UninstallerData］ > ［Informatica MDM Hub サーバーのアンインストール］の順にクリックします。 
［アンインストールの概要］ウィンドウが表示されます。

3. ［アンインストール］をクリックします。 
アンインストールのプロセスが完了すると、［アンインストールの完了］ウィンドウが表示されます。

4. ［完了］をクリックします。 
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グラフィカルモードでのリソースキットのアンインストール
グラフィカルモードでリソースキットをアンインストールできます。

UNIX でのグラフィカルモードによるリソースキットのアンインストール
リソースキットをアンインストールするには、MDM Hub の実装からリソースキットを削除する必要がありま
す。
1. アプリケーションサーバーを停止します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

<infamdm_install_directory>/hub/resourcekit/UninstallerData
3. 次のコマンドを実行します。 

./"Uninstall Informatica MDM Hub Resource Kit"
［Informatica MDM Hub リソースキットのアンイストール］ウィンドウが表示されます。

4. ［アンインストール］をクリックします。 
［アンインストールの完了］ウィンドウが開き、削除できなかった項目のリストが表示されます。

5. ［完了］をクリックします。 
6. 以下のディレクトリを手動で削除します。 

<infamdm_install_dir>/hub/resourcekit

Windows でのグラフィカルモードによるリソースキットのアンインストール
リソースキットをアンインストールするには、MDM Hub の実装からリソースキットを削除する必要がありま
す。
1. アプリケーションサーバーを停止します。 
2. 次のディレクトリに移動します。 

<ResourceKit_install_dir>\deploy\UninstallerData
3. Uninstall Informatica MDM Hub Resource Kit.exe をダブルクリックします。 

［Informatica MDM Hub リソースキットのアンイストール］ウィンドウが表示されます。
4. ［アンインストール］をクリックします。 

［アンインストールの完了］ウィンドウが開き、削除できなかった項目のリストが表示されます。
5. ［完了］をクリックします。 
6. 以下のディレクトリを手動で削除します。 

<infamdm_install_dir>\hub\resourcekit
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コンソールモードでのプロセスサーバーのアンインストール
UNIX では、Process サーバーをコンソールモードでアンインストールできます。コンソールモードで Process
サーバーをインストールした場合、コンソールモードで Process サーバーをアンインストールします。
1. 次のディレクトリに移動します。 

<infamdm_install_dir>/hub/cleanse/UninstallerData
2. 以下のコマンドを入力してアンインストーラを実行します。 

./"Uninstall Informatica MDM Hub Cleanse Match Server"

コンソールモードでの Hub Server のアンインストール
UNIX では、Hub サーバーをコンソールモードでアンインストールできます。コンソールモードで Hub サーバ
ーをインストールした場合、コンソールモードで Hub サーバーをアンインストールします。
1. 次のディレクトリに移動します。 

<infamdm_install_dir>/hub/server/UninstallerData
2. 以下のコマンドを入力してアンインストーラを実行します。 

./"Uninstall Informatica MDM Hub Server"

コンソールモードでのリソースキットのアンインストール
コンソールモードでリソースキットをアンインストールできます。 コンソールモードでリソースキットをイン
ストールした場合、コンソールモードでリソースキットをアンインストールします。
1. 次のディレクトリに移動します。 

UNIX の場合:<infamdm_install_dir>/hub/resourcekit/UninstallerData
Windows の場合:<infamdm_install_dir>\hub\resourcekit\UninstallerData

2. コマンドプロンプトで次のコマンドを実行します。 
UNIX の場合:"Uninstall Informatica MDM Hub Resource Kit.bin" -i console
Windows の場合:"Uninstall Informatica MDM Hub Resource Kit.exe" -i console
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手動によるプロセスサーバーのデプロイ解除
場合によっては、Weblogic サーバー環境から Process サーバーのデプロイを手動で解除する必要があります。
u WebLogic Server 管理コンソールを使用して siperian-mrmcleanse.ear ファイルのデプロイを手動で解除し

ます。 
詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。

手動による Hub Server のデプロイ解除
場合によっては、WebLogic Server 環境から Hub サーバーのデプロイを手動で解除する必要があります。
u WebLogic Server 管理コンソールを使用して、次のデプロイメントファイルのデプロイを解除します。 

デプロイメントファイル名 説明
siperian-mrm.ear 必須。Hub サーバーアプリケーション。
entity360view-ear.ear オプション。エンティティ 360 フレームワーク。

詳細については、WebLogic のマニュアルを参照してください。
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